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１．はじめに

本研究は、いわゆるアングロ＝アメリカン型以外

の会計制度1）をもつ国、とりわけ、商法等を中心と

して会計が規制されている、大陸法の国々において、

会計基準設定のための概念フレームワークが、制度

として馴染むものなのかどうかについて考察するこ

とを目的としている。その方法として、スペインに

おける民間の会計基準設定主体である、スペイン企

業会計経営協会（Asociación Española de Contabilidad

y Administración de Empresas;以下 AECAと略記）か

ら1999年に公表された『財務情報のための概念的枠

組み（Marco Conceptual para la Información Financiera;

以下MCIFと略記）』を取り上げる。

概念フレームワークとは、米国に端を発し、その

後、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、

英国などの国に伝播し、各国の制度として取り入れ

られていった。同時に、国際会計基準委員会

（International Accounting Standards Committee ; 以下

IASCと略記2）や、国際連合の会計・報告の国際基準

に関する専門家による政府間ワーキング・グループ

（Intergovernmental Working Group of Experts on

International standards of Accounting and Reporting ;

ISAR）という国際機関からも、それぞれ概念フレー

ムワークが公表された。これらの概念フレームワー

クは、その内容をほぼ同一にしている3）。端的にい

えば、意思決定（とりわけ投資意思決定）有用性ア

プローチ、資産・負債アプローチ、および複数の測

定属性の混在などが、これらに共通の特徴といえる。

上述の国々や国際機関が概念フレームワーク（も

しくはその公開草案）を公表したのは、1980年代か

ら1990年代前半のことである。この時期、会計が主

に法律によって規制されている、いわゆるフランコ

＝ジャーマン型の会計制度に、概念フレームワーク

を設定する国はなかった。また学術的な立場からは、

フランコ＝ジャーマン型会計制度国における概念フ

レームワーク設定の必要性を積極的には認めない議

論が展開された。

ところが、1990年代後半以降、国際会計基準

（International Accounting Standards ; 以下 IASと略記）

が、証券監督者国際機構（International Organization

of Securities Commissions ; IOSCO）のコア・スタン

ダードを満たす基準として承認され、IASを通じた

会計基準の国際的コンバージェンスに向けた機運が

高まるとともに、アングロ＝アメリカン型とは異な

る会計制度をもつ国でも、新たに概念フレームワー

クが設定・公表されるようになった。なかでも注目

されるのは、フランス、スペインといった、フラン

コ＝ジャーマン型会計制度を有する国において概念

フレームワークが公表されたという事実である。

このことが注目に値するのは、次の２点において

である。すなわち、①従来の議論では、フランコ＝

ジャーマン型会計制度においては、概念フレーム

ワークの必要性が希薄であると考えられていたこ

と、②2005年の EU域内の証券取引所における IAS

全面適用などに代表される、IASを通じた会計基準

の国際的コンバージェンスを考慮すれば、IASCの

概念フレームワーク（すなわち、アングロ＝アメリ

カン型会計制度国に共通の概念フレームワーク）を

概念フレームワークの国際的展開
──スペイン版概念フレームワークの検討を中心に──
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ベースにしたフレームワーク設定の必要が認められ

る、という点である。

以下、本稿では、この２点を切り口に、スペイン

で公表された概念フレームワークを事例とし、フラ

ンコ＝ジャーマン型会計制度において、概念フレー

ムワークが制度の一環として成立する可能性につい

て考察する。

２．アングロ＝アメリカン型会計制度におけ

る概念フレームワークの意義

概念フレームワークとは、そもそも米国の会計基

準設定主体である、財務会計審議会（Financial

Accounting Standards Board ; 以下 FASBと略記）が

1978年以来公表している「財務会計の諸概念に関す

るステートメント（Statement of Financial Accounting

Concepts ; 以下 SFACと略記）」のことを指す。その

後、概念フレームワークの公表は、アングロ＝アメ

リカン型会計制度をもつ国を中心に、国際的な展開

をみせてきた（図表１参照）。したがって、概念フ

レームワークの制度上の意義を考えるには、その発

祥国である、米国における概念フレームワーク設定

の背景を概観する必要がある。

端的にいえば、米国において概念フレームワーク

が設定されるようになった背景には、パブリック・

セクターによる会計の公的規制を回避し、自主規制

を維持しようという、プライベート・セクターの意

思があったように思われる。

米国の会計基準設定の歴史は、パブリック・セク

ターとプライベート・セクターのいずれが設定主体

となるべきか、という問題を内包してきた。この場

合のパブリック・セクターとは、証券取引委員会

（Securities and Exchange Commission ; 以下 SECと略

記）であり、プライベート・セクターは、公認会計

士を中心とした会計専門職による団体である。

SEC は、1938年に公表した「会計連続通牒

（Accounting Series Release ; 以下 ASRと略記）第４

号」を通じ、アメリカ会計士協会（American Institute

of Accountants ; AIA）に会計原則設定の権限を委譲

した［津守、1979、p. 76］。このことで、米国の会

計原則設定主体はプライベート・セクターに落ち着

き、「職業的会計人およびその集団がそのプロフェッ

ションとしての専門性と権威によって、会計原則を

設定し、解釈し、その作業を会計固有の専門的な事

柄として維持しつづける」［加藤、1994、p. 17］と

いう、いわば会計専門職による自主規制の制度が確

図表１ アングロ＝アメリカン型会計制度国を中心とした概念フレームワークの国際的展開

設 定 主 体 設定の時期 タ イ ト ル

米国：財務会計基準審議会

（Financial Accounting Standards Board）
1978年～2000年

Statement of Financial Accounting
Concepts

カナダ：カナダ勅許会計士協会

（Canadian Institute of Chartered Accountants）
1988年 Financial Statement Concepts

国際会計基準委員会

（International Accounting Standards Committee）
1989年

Framework for Preparation and
Presentation of Financial Statements

会計・報告の国際基準に関する専門家による政府間ワーキング・

グループ（IntergovernmentalWorkingGroup of Experts on International
standards of Accounting and Reporting）

1989年
Objectives and Concepts Underlying
Financial Statements

オーストラリア：オーストラリア会計研究財団

（Australian Accounting Research Foundation）
1990年～1992年 Statement of Accounting Concepts

ニュージーランド：ニュージーランド会計士協会

（New Zealand Society of Accountants）
1993年

Statement of Concepts for General
Purpose Financial Reporting

英国：会計基準審議会

（Accounting Standards Board）
1999年

Statement of Principles for Financial
Reporting
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立されたといえる4）。

とはいえ、米国の会計基準設定主体は、権威を欠

く会計基準を設定した場合、その任をパブリック・

セクターであるSECに取って代わられるという脅威

に、常に晒されてきたといえる。たとえば、Storey

［1997］はこの SECからの脅威について、APBの企

業結合会計、のれんの計上と償却に関する会計原則

設定を例に、次のように述べている。

……といった問題（企業結合やのれんに関する問

題：筆者注）について、APBの３分の２の多数が受

け入れることができるような解答を見出すことがで

きなかったのである。しかし、APBはどうしても意

見書を公表しなければならないと感じていた。APB

が公表に失敗すれば、SECが自らの規制を公表する

のはほとんど確実だったからである。

［Storey, 1997, p. 30;企業財務制度研究会訳、2001、p. 62］

プライベート・セクターは、パブリック・セク

ターのような法的強制力をもたない。そのプライ

ベート・セクターが、自ら設定した会計基準を広く

社会に適用させる、つまり、会計基準に対する一般

承認性を得るためには、法的強制力に代わる権威が、

当該基準に備わる必要がある。その権威とは、設定

主体のプロフェッションとしての権威であり、この

プロフェッションとしての権威を裏付けるものが、

会計基準設定にあたっての理論性である［村瀬、

1996、p. 48］。

この理論性の追求は、最終的には、FASBによる、

一連の SFACとして結実したといえよう。これによ

り、プライベート・セクターたる米国の会計基準設

定主体は、その基準設定において、「従来から支配

的であった単純な合意主義または会計の政治化から

脱却」［広瀬、1995、pp. 127–128］すると同時に、

「プライベート・セクターとしての自主規制能力を

証明」［広瀬、1995、p. 128］するに至ったのである。

概念フレームワークが設定されるようになった背

景として、もう一つ指摘されるのは、米国において

伝統的に採用されてきた、会計基準設定のための

ピースミール・アプローチに起因する問題である。

ピースミール・アプローチとは、簡潔にいえば、

特定の会計問題に対し、ケースバイケースの対応を

図るものである。FASB以前の会計基準設定主体で

ある会計手続委員会（Committee on Accounting

Procedure ; 以下 CAPと略記）および、その後基準

設定の任を継いだ会計原則審議会（Accounting

Principles Board ; 以下 APBと略記）は、このアプ

ローチを採用してきた5）。

このピースミール・アプローチは、実際の会計基

準設定にあたっては「特定の原則と原則相互間の首

尾一貫性よりも、使用する手続の開示と継続性を優

先させるアプローチ」［Storey, 1997, p. 22 ; 企業財

務制度研究会訳、2001、p. 46］と化し、米国におい

て代替的な会計原則が広範に生じる結果を招いた

［Storey, 1997, p. 22 ; 企業財務制度研究会訳、2001、

p. 46］と考えられている。

確かに、ピースミール・アプローチから多くの代

替的会計原則が生じ、これを減少させようとする努

力の中で、概念フレームワークの構築がその手段と

して選択されるようになったのは事実であろう6）。一

方、津守［1979］によれば、1938年の ASR第４号

の公表による、会計基準設定の権限の、プライベー

ト・セクターへの委譲は、「同時に、不可分の随伴

物として、かなり広汎な会計方法の選択性をも保障

したものである」［津守、1979、p. 76］とされる。

津守［1979］では、会計のプライベート・セク

ターによる規制は、「会計士業界の現実的利害を基

盤として登場」［津守、1979、p. 76］したと説明さ

れている。この現実的利害が、会計士業界を中心に、

多方面にわたるものと仮定し、これを守るために会

計士自らの手による自主規制が選択されたとすれば、

多くの代替的原則の選択可能性を認めたことは、確

かに「不可分の随伴物」だったと考えられる。

このように考えれば、ピースミール・アプローチ

によって生じたとされる代替的会計方法選択の問題

も、プライベート・セクターが、会計制度運営の中

心にいることに起因しているといえる。米国におい

て概念フレームワークが公表された経緯には、複雑

な背景があるものの、それらは、おそらく、プライ

ベート・セクターによる自主規制体制の維持という

点に収斂していくのではないかと思われる。

以上のように、概念フレームワークとは、会計基
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準設定にあたっての、パブリック・セクター（SEC）

対プライベート・セクター（会計専門職団体）の対

立という、米国の抱える特殊事情の産物であるよう

に思われる。そこから導出される概念フレームワー

クの制度的意義は、会計専門職による自主規制を維

持する、換言すれば、パブリック・セクターによる

会計規制を回避するという点にあると考えられる。

さすれば、米国と同様、会計専門職による自主的運

営を会計制度の特徴とする国々、すなわち、カナダ、

オーストラリア、ニュージーランド、英国など、い

わゆるアングロ＝アメリカン型会計制度をもつ国に、

概念フレームワークが制度として伝播していったこ

とも、説明可能となるのである7）。

３．フランコ＝ジャーマン型会計制度と概念

フレームワーク

一方、フランコ＝ジャーマン型会計制度では、ア

ングロ＝アメリカン型会計制度の場合と異なり、概

念フレームワークは必要とされないという議論が散

見される8）。それらの議論において、その不必要性

の論拠となっているのは、アングロ＝アメリカン型

会計制度と比較した場合の、会計基準設定主体の相

違であると思われる。

Archer［1993］は、概念フレームワークの現代的

意義は、会計実務上の指針ではなく、会計専門職が

会計基準設定を担当するという自主規制体制の維持

に関連している［Archer, 1993, p. 62］とした上で、

次のように述べている。

これらの国々（フランスやドイツなど、すなわち

フランコ＝ジャーマン型会計制度をもつ国：筆者注）

において、財務会計基準の設定と施行について、そ

の責任を負うところが最も大きいのは会計専門職で

あるとは考えられていない。むしろ、会計専門職の

役割は、法団体のメンバーとして、もしくは法律に

関する委員会に対して助言する立場として、専門知

識を提供することである。それら諸団体の基準設定

作業の結果生まれるものは、法的強制力をともなう

ことになる。 ［Archer, 1993, p. 64］

前節で概観したように、米国では、パブリック・

セクターによる会計規制を避け、会計専門職によっ

て組織されるプライベート・セクターによる自主規

制が制度として選択された。そのプライベート・セ

クターが、自主規制を維持していくためには、権威

ある会計基準を設定する能力を証明することが必要

であり、会計基準に権威を付与するための方策とし

てたどり着いたのが、概念フレームワークに基づく

会計基準の設定であった。

これに対し、フランコ＝ジャーマン型会計制度で

は、Archer［1993］が述べているように、会計専門

職は基準設定の任を直接的に担っているわけではな

い。会計基準はパブリック・セクターにより法令の

形で施行される。したがって、会計基準は法的強制

力を備えたものとなり、その内容いかんで基準設定

主体の地位が脅かされることはないと考えられる。

この点に、フランコ＝ジャーマン型会計制度におい

て、概念フレームワークが必要とされないという主

張の論拠がある。

もしフランコ＝ジャーマン型会計制度の国におい

て概念フレームワークが設定される場合、それには

次の２通りのあり方が考えられる。

ａ）その国の会計法規の根底にある諸概念を整理

し、概念フレームワークとして明文化する。

ｂ）会計基準の国際的なコンバージェンスという

流れの中で、たとえば IASCの概念フレームワー

クをモデルとしたものを設定する。

ａ）の場合、設定される概念フレームワークの内

容が、米国をはじめとするアングロ＝アメリカン型

会計制度の国や IASCの概念フレームワークとは異

なるものとなろうことは想像に難くない。その場合、

概念フレームワークによって、それらの諸概念を明

示する必然性は薄いように思われる。会計基準は、

すでに法的地位を与えられ、強制力を有したものと

なっている。概念フレームワークの役割が、会計基

準に権威を付与することであるとすれば、すでに法

的強制力の備わった会計基準に概念フレームワーク

の設定を通じて権威を与えることは、蛇足ともいえ

る行為になるからである。

論者によっては、概念フレームワークには、各種

会計用語について一定の共通認識を得るための手段
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という役割を見出すものもいる9）。たしかに、その

ような観点から概念フレームワークが設定されれば、

会計に関する諸問題を議論する際、各種用語につい

て共通の定義を基盤として議論を進めることができ

る。その意味で、概念フレームワークの有用性を主

張することができよう。ただ、その場合、あえて概

念フレームワークという形式をとって用語を定義し

なければいけないのか、という点については疑問が

残る。

実際に、ａ）のタイプの概念フレームワークを公

表したのがフランスである。フランスでは、1996年、

民間の会計職業団体である、専門会計士協会（Ordre

des Experts Comptables）の会計理論常任委員会

（Comité Permanent de Doctrine Comptable）から、「会

計の概念フレームワーク（Cadre Conceptuel de la

Comptabilité）」が公表された。このフランス版概念

フレームワークは、FASBや IASBの概念フレーム

ワークとは一線を画す内容のもの［Annonymous,

1996, p. 2］であったが10）、結果的には、「さまざま

な批判を受け（中略）、国内では受け入れられず、失

敗に終わってしまった」［藤田、1997、p. 66］とさ

れる。

フランスにおける概念フレームワーク設定失敗の

原因として、藤田［1997、p. 66］では、次の３点が

あげられている。

①概念フレームワークの設定主体がプライベート・

セクターであり、設定した概念フレームワーク

をオーソライズできなかったこと

②フランス版概念フレームワークの形成目的が明

確でなかったこと

③プラン・コンタブル・ジェネラル（Plan Comptable

General）との関係がまったく触れられていない

こと

このなかで注目したいのが②である。藤田［1997］

では、「概念フレームワークの形成が国際的調和化

の前提であるという認識を誰もが持って」［藤田、

1997、p. 66］いるとした上で、「概念フレームワー

クの形成目的が国際的調和化にあるのであれば、

FASBや IASCの体系とはあまりかけ離れたものと

なってはならず……（後略）」［藤田、1997、p. 66］

と述べられている。確かに、EU域内における、2005

年１月からの株式公開会社への IAS強制適用などの

状況を考えれば、会計基準の国際的調和化、統一化

という観点から、フランコ＝ジャーマン型会計制度

国における会計制度改革の一環として概念フレーム

ワークの設定を位置づけるという考えもうなずけ

る。

②の失敗要因をクリアする概念フレームワークと

は、上述のｂ）タイプのものであるように思われる。

では、ｂ）タイプ、すなわち、会計基準の国際的統

一化を志向した概念フレームワークを設定し、既存

の国内会計法規と内容の整合性を図った上で、これ

に法的な地位を与えれば、それがフランコ＝ジャー

マン型会計制度において、制度の一環として成立し

うるのであろうか。この点が次の検討課題となる。

では、本稿のタイトルにも掲げられているスペイン

版の概念フレームワーク、MCIFにおいて、上記の

３つの失敗要因はすべて解決されているのであろう

か。

４．スペイン版概念フレームワークの概要

藤田［1997、p. 66］によるフランス版概念フレー

ムワーク失敗の要因を所与のものとすれば、フラン

コ＝ ジャーマン型会計制度において概念フレーム

ワークが制度として成立するための要件として、次

の３つが導出されよう。すなわち、①パブリック・

セクターにより法令を通じてオーソライズされてい

ること、②会計基準の国際的調和化・統一化を志向

したものであること、③会計関連法規との整合性が

とれていること、の３要件である。以下、MCIFが

この要件を満たしたものであるのかどうか明らかに

するため、設定主体である AECAの性格、MCIF設

定の目的、MCIFの主な内容の３点を概観する。

4–1. AECAの性格

AECAは、会計専門職、企業の会計担当者、投資

家、学者など、会計に携わる広範な会員から構成さ

れるプライベート･セクターであり［AECA, 2003］、

1979年の設立以来、2003年８月現在までに23の会計
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基準を公表している11）。これらの会計基準は、会計

法規を補完する、いわばスペインの GAAPとして、

スペイン国内で重視されており［Cañibano and Cea,

1999, p. 301 ; Martinez, 2001, p. 1113］、多くのスペ

イン大企業がAECAの公表した会計基準にしたがっ

て、財務諸表を作成している［Cañibano and Cea,1999,

p. 303］。

また、スペインの会計制度の基幹をなすのは、ス

ペイン版の会計プランであるプラン・ヘネラル・デ・

コンタビリダ（Plan General de Contabilidad;以下 PGC

と略記）である。PGCは、EC第４次および第７次

指令の国内化にともない、1990年に改正されたが、

この時の主たる改正は、それまで AECAが公表した

会計基準の内容をベースに行なわれている［Cañibano

and Cea, 1999, p. 303 ; Martinez, 2001, p. 1113］。

現在、PGCを含め、会計・監査法規の設定、改正

の責任を負っているのは、企業会計監査委員会

（Instituto de Contabilidad y Auditoría de Cuentas ; 以下

ICACと略記）という、経済財政省の下部組織たる

パブリック・セクターである［Cañibano and Cea,1999,

p. 319］。ICACによって設定される会計関連規定は

何であれ、同委員会の下部機関である諮問委員会

（Comité Consultivo）に提出され、承認を受けること

になっているが、この諮問委員会に AECAからメン

バーが派遣されている［Cañibano and Cea, 1999,

p. 322］。すなわち、形式的であるとはいえ、AECA

は会計法規の設定プロセスに関与している。

スペインの法規定では、会計基準はどのように位

置づけられているのであろうか。ICACから公表さ

れた、1991年１月19日付決議書（Resolución de 19 de

enero de 1991）による監査技術基準（Normas Técnicas

de Auditoréía）第３条第１項の２に、「商法典や PGC、

またその他の関連法規など、いずれの法規則におい

ても扱われていない取引や経済上の事象が発生した

場合、監査人はスペインまたは外国の信頼ある機関

の会計基準に基づいて意見を表明することができる」

という規定がみられる12）。

AECAがスペイン会計制度の発展に果してきた役

割を考えれば、同団体が設定した会計基準は「スペ

インの信頼ある機関の会計基準」といえよう。つま

り、AECAの会計基準は、会計法規を補完する GAAP

として位置づけられていることになる。

以上に鑑みれば、AECAは、確かにスペイン会計

制度の発展に貢献し、現在でも重要な影響を及ぼし

うる組織である。また、その公表物も社会的に尊重

されており、その点についてはMCIFも同様である

ように思われる。ただ、それだけをもって、MCIF

が法的にオーソライズされているとは考えにくい。

4–2. MCIF設定の目的

MCIF 設 定 の 目 的 に つ い て は、そ の 序 文

（Introducción）において述べられている。以下、そ

の目的を明らかにするため、MCIFの序文の記述内

容を検討していく。

そもそも AECAは、1979年、「具体的な会計原則

の公表のための前段階として」［AECA, 1999, p. 13］、

かつ「後から公表されうる会計原則の論拠」［AECA,

1999, p. 13］として役立てることを目的に、基準書

第１号「スペインにおける会計原則および基準」を

公表した。

同基準書は、これまで AECAの会計基準設定にあ

たり「重要な役割を果してきただけでなく、現在で

もその有効性を保っている」［AECA, 1999, p. 13］

とされるものの、「現在の会計規制の理論的根拠を

探求する場合、その内容は、伝統的な“一般原則に

ついてのステートメント”を大きく上回る傾向にあ

る」［AECA, 1999, p. 13］と考えられるに至った。

具体的にいえば、「財務情報の利用者のニーズ、財

務情報の目的、その目的を達成するために当該財務

情報が満たされなければならない条件、その他、財

政状態についての諸要素および認識のための必要な

諸条件の分析」［AECA, 1999, p. 14］の必要性が認

められるようになった。その結果、「『基準書第１号』

を補完ならびに現在の状況にあわせて改定するため」

［AECA, 1999, p. 14］、換言すれば「会計基準の理論

的根拠を拡大・完全化するという目的」［AECA,1999,

p. 14］で、MCIFの設定がスタートした。

MCIFの設定を喚起したスペインの「現在の状況」

については、次の事柄があげられている。すなわち、

「ここ数年の経済活動によって発展が遂げられたこ
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と、その発展によって財務情報の重要性が増したこ

と、EUへ適応するために商業関連法令の大幅な改

革が行われてきたこと」［AECA, 1999, p. 14］であ

る。こうした状況は、スペイン経済のグローバル化

の結果生じたものと短言して良いように思われる。

さらに序文では、MCIFの内容に関して、「IASC

の概念フレームワークによって顕著になっている国

際的な領域における動向との一致が図られている」

［AECA, 1999, par. 17］と述べられている。国際的

な領域における動向とは、IASBの活動目的の一つ

である、会計基準の国際的コンバージェンスの実現

であろうことは、容易に想像できる。

以上、MCIFの序文の記述をみる限り、MCIFの設

定の目的は、スペイン経済の国際化を背景とした、

基準設定の根底にある会計思考の見直しであるとい

えよう。それは、具体的には、IASを通じた会計基

準の国際的コンバージェンスを志向した作業である

と考えられる。したがって、MCIFは、フランコ＝

ジャーマン型会計制度において概念フレームワーク

が成功裏に機能するための３要件のうち、②につい

ては、これを満たしているといえる。

4–3. MCIFの主な内容

MCIFは、全10章と序文および補章から成り立っ

ている。各章のタイトルは以下の通りである。

序文

第１章 概念フレームワークの特質

第２章 経済環境

第３章 財務情報の目的

第４章 財務情報の基礎的特徴

第５章 財務情報の質的特徴

第６章 基本的前提

第７章 財務諸表の構成要素の定義

第８章 財務諸表の構成要素の認識基準

第９章 評価基準

第10章 資本維持の諸基準

補章 スペインにおける現状：会計諸原則

序文では、MCIFは「IASCの概念フレームワーク

など、そのほか同種のステートメントの方向性を踏

襲してきた」［AECA, 1999, p. 15］と述べられてい

る。そのことは上述のMCIFの構成からも明らかで

あろう。そこでは、財務情報の目的（第３章）、財

務情報が備えるべき質的特徴（第５章）、財務諸表

の構成要素（第７章）およびその認識基準（第８

章）、評価基準（第９章）と、FASBや IASCの概念

フレームワークで取り上げられているのと同じ論点

がみられる。

MCIFの具体的な内容については、別添の資料を

参照されたい。結論からいえば、MCIFは IASCの概

念フレームワークを下敷きとして設定されているよ

うに思われる。資料は、MCIFの詳しい内容を論点

ごとに示すとともに、各論点について、IASCの概

念フレームワークと内容をほぼ同じにしている場合

には○印、内容が異なっている場合には●印が付さ

れている。さらに資料では、各論点について、SFAC

および、英国の会計基準設定主体である会計基準審

議会（Accounting Standards Board ; ASB）から公表

された「財務報告のための基本原則に関するステー

ト メ ン ト（Statement of Principles for Financial

Reporting ; 以下 SPFRと略記）」と、IASCの概念フ

レームワークとの比較も行なっている13）。

資料において、MCIF、SFAC、SPFRの３つの概念

フレームワークの内容を IASCの概念フレームワー

クと比較した結果、IASCの概念フレームワークと

内容を異にする論点の数は、MCIFが16、SFACが

33、SPFRが43と、MCIFがもっとも少なかった。ま

た、構成や表現・文言についても、IASCの概念フ

レームワークとMCIFとの間に類似のみられる箇所

が少なくない14）。

MCIFの内容は、IASCのフレームワークとの類似

性の高さがみられる一方で、商法典や PGCなど、ス

ペイン会計法規との整合性も図られている。その序

文においても、MCIFの内容が会計基準の国際的コ

ンバージェンスを志向している一方で、「商法典お

よび PGCに規定された会計原則が尊重されている」

［AECA, 1999, p. 15］ことが明示されている。商法

典や PGCに規定されている一般会計原則が、MCIF

の内容と矛盾しないことは、MCIFの最後に付され

た補章において詳しく説明されている。そこでは、

商法典および PGCに規定されている一般会計原則
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が、必ずしもMCIFの中に登場しないことについて

「相違点というのは実質的なものでなく、むしろ外

見的なものである」［AECA, 1999, p. 106］と記述さ

れている。つまり、伝統的な一般会計原則が、その

名称だけを変えて、MCIFに取り込まれていること

が強調されている15）。

また、MCIFの本文でも、商法典または PGCの規

定とMCIFの内容の整合性を図るための記述が折り

に触れみられる。たとえば、第72および73パラグラ

フでは、法規定への準拠と経済的実質の表示とを両

立させる必要性が述べられている。また、明瞭性の

原則［AECA, 1999, par. 103］、慎重性の原則［AECA,

1999, par. 159］、取得価額の原則［AECA, 1999, par.

303］の商法典や PGCにおける位置付け、およびス

ペイン会計法規において採用される資本維持概念

［AECA, 1999, par. 354–356］についても、MCIFの

本文中で言及されている。

以上、MCIFの内容は、IASCをベースとしながら

も、既存の国内会計法規との調整が図られていると

いえる。その意味で、MCIFは、フランコ＝ジャー

マン型会計制度における概念フレームワークの成立

要件の③をも満たしているように思われる。

本節での考察の結果、MCIFは、会計基準の国際

的調和化・統一化を志向したものであること、また

IASCの概念フレームワークをベースとしながらも、

商法典およびPGCとの整合性を考慮したものである

ことが分かった。ということは、MCIFが何らかの

形で法的なオーソライゼイションを受けさえすれば、

AECAの会計基準のみならず、たとえば PGCなどの

会計法規を設定する上でのフレームワークとして機

能することになるのだろうか。

５．スペイン版概念フレームワークの問題点

確かにMCIFには、IASCの概念フレームワークを

基盤としながらも、スペイン会計法規との整合性を

図った痕跡が十分にうかがえる。それでも、MCIF

が会計基準、場合によっては会計法規の設定のため

の枠組みとなるかどうかは疑問である。その理由は、

MCIFの内容そのものに、曖昧な点や矛盾など、い

くつかの問題点がみられることである。具体的に

は、①キャッシュ・フロー計算書の扱い、②財務情

報の質的特徴、③評価基準、④利益をめぐる諸概念、

の４点に、問題点がみられる。以下、各項目を順次

検討していく。

5–1. キャッシュ・フロー計算書の扱い

MCIFは、財務諸表として、貸借対照表、損益計

算書および注記書類の他に、キャッシュ・フロー計

算書（Estado de Flujos de Tesorería）をあげている

［AECA, 1999, par. 59］。一方、商法典、株式会社法

（Ley de Sociedades Anónimas）、および PGCの規定で

は、キャッシュ・フロー計算書は財務諸表に含まれ

ていない。会計法規においては、キャッシュ・フ

ロー計算書ではなく、資金計算書（Cuadro de

Financiación）を注記書類の一部に含めることが規定

されている16）。

キャッシュ・フロー計算書と資金計算書の関係に

ついて、MCIFの本文中には明確な記述はない。た

だし、第59パラグラフに付された脚注２において、

「キャッシュ・フローについて、MCIFが定める形式

の計算書は、資金計算書で足りるという見解が、ICAC

の EU連絡委員会との間で合意されている」と述べ

られている。すなわち、MCIF は、本文において

キャッシュ・フロー計算書を財務諸表の一つとして

掲げているにもかかわらず、脚注ではキャッシュ・

フロー計算書を資金計算書の下位に位置付けるかの

ような記述がみられるのである。

MCIFでは「財務情報は、情報利用者のニーズに

応じて設定された特定の目的を達成するよう志向さ

れたものでなければならない」［AECA, 1999, par.

39］と記されている。これは、MCIFが IASCの概念

フレームワークや SFACと同様、意思決定有用性ア

プローチを採用していることを意味する。キャッ

シュ・フロー計算書に関して重要なのは、財務情報

の有用性という観点からみた場合、はたしてキャッ

シュ・フロー計算書が資金計算書に優るものなのか

どうかということである。ところが、MCIFを読む

限り、その判断が一概に下せないことは、先に示し

たMCIFの脚注２からも明らかである。
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法律的な観点からすれば、資金計算書を注記書類

に含めることが法律で求められている以上、これを

MCIFの定めるキャッシュ・フロー計算書によって

代替できるとは考えにくい。したがって、キャッ

シュ･フロー計算書を財務諸表に組み込むとすれば、

注記書類に追加情報として記載する方法を選ばざる

をえない［Romero, 2000, p. 321］17）。

5–2. 財務情報の質的特徴

MCIFでは、財務情報の有用性を決定する基本的

な質的特徴として、目的適合性と信頼性があげられ

ている［AECA, 1999, par. 80］。その意味では、財

務情報の質的特徴に関して、MCIFは IASCの概念フ

レームワークより、SFACに近いといえよう18）。さ

らに、目的適合性を構成する特徴として、完全性

［AECA, 1999, par. 95–97］、単 一 性［AECA, 1999,

par. 98］、明瞭性［AECA, 1999, par. 99–103］、実質

優先性［AECA, 1999, par. 119–120］、相対的な重要

性［AECA, 1999, par. 121–131］を、信頼性を構成

する特徴として、不偏性［AECA,1999, par. 134–141］、

客観性［AECA, 1999, par. 142–148］、検証可能性

［AECA, 1999, par. 145–148］、忠実な表示［AECA,

1999, par. 149–152］、慎重性［AECA, 1999, par. 153–

159］を、さらに両者の構成要素として比較可能性

［AECA, 1999, par. 104–118］を規定している。また、

目的適合性と信頼性の制約要件として、適時性

［AECA, 1999, par. 162–166］、合理性［AECA, 1999,

par. 167–170］、経済性［AECA, 1999, par. 171–173］

があげられるとともに、商法典第34条第２項に規定

されている忠実な概観［AECA, 1999, par. 177–179］

についても記述がみられる。

これらの質的特徴の相互関係を示せば図表２の通

りである。MCIFでは、目的適合性と信頼性以外の

質的特徴は、この二つの特徴の構成要素として、並

列的に位置付けられ、SFAC第２号にみられるよう

な階層構造を成してはいない。

MCIFでは、商法典および PGCに規定されている

一般会計原則を、目的適合性または信頼性を構成す

る２次的な質的特徴と結びつけることにより、会計

法規との整合性が図られている。ところが、商法典

および PGCでは、特定の会計原則に優先順位が付さ

れている。それがMCIFにおいては並列的に論じら

れているために、いくつか問題点が生じているよう

に思われる。具体的には、明瞭性（明瞭性の原則）

および慎重性（慎重性の原則）をめぐり、齟齬や不

明確さが生じている。

明瞭性をめぐる問題

スペインの商法典第34条第２項および株式会社法

第172条第２項には、前述の忠実な概観に関する規

定とともに、「年度財務諸表は法規定に従って明瞭

性をもって作成しなければならない」という表現が

みられる。これは明瞭性の原則と呼ばれ、忠実な概

観とともに年度財務諸表に関する一般原則と解され

る。

明瞭性の原則とは、「元来が大陸法に根差すもの

で区分表示や雛形への準拠等の要請に従うことに

よって達成される」［中川、1994、p. 31］ものと考

えられている。この「区分表示や雛形」というのは、

PGCにおいて規定されている勘定科目体系、および

PGC、商法典で示されている財務諸表の雛形を意味

するものと思われる。このことから、明瞭性の原則

とは、形式を重視するフランコ＝ジャーマン型会計

制度に特有の原則といえよう。

明瞭性の原則は、MCIFにおいて、財務情報の質

的特徴の一つ、明瞭性に結び付けられている。明瞭

性は「適切な用語法と確立された様式により、体系

的に表示された内容について言及するもの」［AECA,

1999, par. 100］と定義されており、スペイン会計法

規における明瞭性の原則の内容を反映している。と

ころが、MCIFは、上述の定義をもって、「そのため、

明瞭性は理解可能性の類義語となる」［AECA, 1999,

par. 100］とも述べている。

理解可能性について、たとえば IASCの概念フレー

ムワークでは次のように定義されている。

財務諸表が提供する情報の重要な特性は、その情

報が利用者にとって理解しやすいことである。この

目的の上で利用者は、事業、経済活動、および会計

に関して合理的な知識を有し、また合理的に勤勉な

態度をもって情報を研究する意思を有すると仮定さ

れる。 ［IASC, 1989, par. 25］



─ ─190

NUCB JOURNAL OF ECONOMICS
AND INFORMATION SCIENCE VOL. 48 NO. 2

つまり、理解可能性とは、表示方法に関する特定の

規定への準拠を要請するものではない19）。

SPFRでは、理解可能性を情報利用者の特徴とし

て定義するとともに、情報が理解可能であるかどう

かの要件として、情報の集約、分類、表示方法の適

切さをあげている［ASB, 1999, par. 3.27］。したがっ

て、MCIFの定義も、この内容に近いものが想定さ

れているのかもしれない。事実、MCIFの第101パラ

グラフでは、「明瞭性は、そのような問題（経済、商

業、会計など：同じパラグラフの直前の文章より判

断）について合理的な知識をもち、熱心に情報を分

析することのできる情報利用者にあわせて測定され

る」［AECA, 1999, par. 101］として、IASCのフレー

ムワークや SFACにおける理解可能性の内容をも盛

り込んだものとなっている。

ところがMCIFでは、明瞭性は目的適合性を構成

する要素として、質的特徴の階層構造の中に位置付

けられている。このことは、MCIFにおける明瞭性

が、理解可能性よりも明瞭性の原則の内容に重点を

置いて定義がなされていることを意味すると思われ

る。理解可能性は、情報利用者に固有の質的特徴で

あるのに対し、目的適合性は情報利用者の意思決定

に固有の質的特徴である［企業財務制度研究会、

2001、資35］。もし、MCIFの明瞭性の定義が理解可

能性に比重を置いたものであるなら、それは目的適

合性から独立して論じられるはずであり、目的適合

性の下位に位置付けられるものではないからである。

また、MCIFの場合、質的特徴の名称自体が“明

瞭性”であり、商法典で用いられているのと同じ

Claridadという用語があてられている以上、それが

商法典の明瞭性の原則の内容を含むことは確実であ

る。明瞭性が商法典の明瞭性の原則を引き継いだも

のであるとすれば、MCIFの質的特徴の階層構造（図

表２参照）には、別の問題が生じることになる。商

法典では、明瞭性の原則は、忠実な概観の原則と並

ぶ年度財務諸表に関する一般原則である。つまり、

その他の一般原則の上位に位置する最高位の会計原

則といえる。ところが、MCIFにおいては、目的適

合性を構成する要素として、その他の質的特徴と同

列に位置付けられており、商法典との間に齟齬をき

たす結果となる。

以上、MCIFにおける明瞭性に関しては、明瞭性

の定義自体に曖昧さがみられること、また、その定

義が、商法典における明瞭性の原則を反映し、情報

の表示方法に関する内容であるとすれば、MCIFの

質的特徴の階層構造と商法典における明瞭性の原則

の位置付けとの間に食い違いが生じる。すなわち、

MCIFと会計法規との整合性が保たれないことにな

る。

慎重性をめぐる問題

スペインの商法典第38条第１項では、年度財務諸

表作成のための、評価に関する一般原則として、継

続企業の原則、継続性の原則、慎重性の原則、発生

主義の原則、個別評価の原則、原価評価の原則の６

つが定められている。慎重性の原則とは、わが国の

企業会計原則で規定されているところの保守主義の

原則とほぼ同義である。さらに商法典第38条第１項

では、評価にあたって、慎重性の原則が他の原則と

競合する場合、慎重性の原則が優先されることが明

文化されている。

また、PGC第２部第２条では、商法典の第38条第

１項の一般原則を敷衍、体系化、補完するものとし

て20）、９つの会計原則21）が定められているが、慎重

性の原則はその筆頭にあげられており、商法典と同

様、他の原則に優先することが明記されている。

MCIFでは、慎重性の原則は慎重性として、財務

情報の質的特徴の一つにあげられている。慎重性は

「信頼性から派生した質的特徴」［AECA, 1999, par.

82］であり、質的特徴の階層構造の中では、信頼性

の下位に位置付けられている（図表２参照）。慎重

性については、これを過度に適用することによって

「逆に財務情報の目的適合性が失われる」［AECA,

1999, par. 157］場合もあるとされている。このこと

から、慎重性は目的適合性からも干渉を受ける質的

特徴であるといえる22）。

商法典において、慎重性が他の一般原則に優先す

るという規定が存在することは、MCIFの本文にお

いても触れられている。もっとも、そこでの記述は、

「この規定は、信頼性と目的適合性が同じ水準であ

る場合、より保守的な方法を採用しなければならな
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いと解釈すべき」［AECA, 1999, par. 159］という表

現にとどまっている。つまり、MCIFにおいても他

の質的特徴に対して優先性が与えられているのかど

うかについて、商法典や PGCほど明確には示されて

いない。

図表２で示したように、MCIFでは、目的適合性

と信頼性以外の質的特徴は、ほぼ並列的に論じられ

ている。PGCで定められている９つの一般会計原則

のうち、たとえば、継続性の原則はMCIFにおける

比較可能性に結び付けられ、相対的な重要性の原則

は、そのまま相対的な重要性として論じられている。

慎重性の原則は、PGCで明文化されているように、

継続性の原則や相対的な重要性の原則に対して優先

する。ところが、MCIFにおける、慎重性の、比較

可能性や相対的な重要性に対する優先性は漠然とし

たものでしかない。また、相対的な重要性に限って

いえば、目的適合性の構成要素として位置付けられ

ており、信頼性の下位に位置付けられる慎重性との

直接的な関係については不明確である。

また、MCIFの第133パラグラフには、信頼性につ

いて次のような記述がみられる。

情報が信頼できるものであるためには、情報は、

不偏性、客観性、検証可能性を備えていなくてはな

らない。また情報が、諸事情の忠実な表示を構成す

るものでなければならない。忠実な表示は、明瞭さ

と慎重さが必要とされる。［AECA, 1999, par. 133］

この記述からは、慎重性が、信頼性を構成する質

的特徴としてMCIFでは同列に論じられているはず

の、忠実な表示の要件であるような印象を受ける。

このように、会計法規では相対的な優先性が与え

られている慎重性が、MCIFにおける質的特徴の階

層構造のなかでどこに位置付けられるのかについて

は、いささか説明が錯綜している感が否めない。

また、慎重性については、その定義に関する問題

も存在する。これは、慎重性の解釈の国際的相違か

ら生じるものである。慎重性という考えは、フラン

コ＝ジャーマン型会計制度、アングロ＝アメリカン

型会計制度のいずれにも存在する。ところが、その

解釈には相違がある。フランコ＝ジャーマン型会計

制度の国では、債権者保護または税務目的の観点か

ら、慎重性は厳密な実現主義を意味するものという

解釈が伝統的にとられてきた［FEE, 1997, pp. 43–44;

Conesa, 2000, p. 342］。一方、アングロ＝アメリカン

型会計制度の国における慎重性とは、不確実性のあ

る条件下に限ったもの［Conesa, 2000, p. 342］とい

える。SPFRにおける慎重性の定義が、それを顕著

に表した一例であろう。

慎重性とは、不確実な状況の下で見積もりを行な

う際に必要とされる判断の行使において払われる一

定の注意を意味し、利得・資産を過大に評価しない

こと、損失・負債を過小評価しないことをいう。

［ASB, 1999, par. 3.19］

出典：Calvo and Enguídanos［2000, p. 133］より引用

図表２ MCIFにおける財務情報の質的特徴の階層構造
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IASCの概念フレームワーク［IASC, 1989, par. 38］

や SFAC第２号［FASB, 1980, par. 95 ; 平松・広瀬

訳、2002、p. 107］においても、慎重性に関しては、

不確実性への対処という意味で、ほぼ同様の記述が

みられる。MCIF［AECA, 1999, par. 153］も同じで

ある。MCIFが、会計基準の国際的コンバージェン

スを志向していることを考えれば、そのことは必然

であろう。ただし、その場合、商法典や PGCにおけ

る慎重性の原則との整合性という点では、問題を生

じることとなろう。

5–3. 評価基準

スペインの商法典第38条第１項では、評価に関す

る一般原則の一つとして、すべての資産は、原則と

して取得価額または製造原価によって評価するよう

規定されている。これは、取得価額の原則（Principio

del precio de adquisición）であり、PGCの第２部第２

条においても、一般会計原則の一つにあげられてい

る。ただし、法によって正当な理由が認められる場

合には、関連する情報を注記書類に記載した上で、

取得価額を修正することができる。この取得価額の

原則は、MCIFにおいて評価基準の一つである、歴

史的原価に反映されている。

MCIFは、財務諸表の構成要素に適用可能な評価

基準として、歴史的原価、取替原価、実現可能価額、

正味現在価値という４種類の測定属性をあげている。

複数の評価基準を用いることについては、「国際的

な領域での職業会計士による調和化において取り上

げられる現行の代替的評価基準を構成することを考

慮したもの」［AECA, 1999, par. 302］と述べられて

いる。これは、具体的には、評価基準が IASCの概

念フレームワークをベースに規定されていることを

意味する記述と思われる。事実、IASCの概念フレー

ムワークでも、第100パラグラフにおいて、MCIFと

同じ４種類の測定属性が取り上げられている。

MCIFの評価基準に関する問題点は、評価基準に

対する会計法規上の見解とAECAの見解が同時に主

張され、いずれの見解に優先順位がつけられている

のか不明な点である。商法典および PGCでは、取得

価額、すなわち歴史的原価による評価が原則である

ことは前述の通りであるが、その点について、MCIF

の本文では次のように述べられている。

本章の306から317パラグラフ（そこでは歴史的

原価について論じられている：筆者注）は、わが国

の商業関連法の法規定に適用可能なルールと考えら

れるべきである。その一方、本章では、採用可能な

代替案を、取得原価・製造原価という法的原則に

よって考慮していくことはない。

［AECA, 1999, par. 303］

続く第304、314パラグラフでは、次のように述べ

られている。

これまで、AECAは、現在までに公表済みの基準

書に従い、特に時価を基礎とした代替的な評価額を

注記書類に示すよう、勧告してきた。したがって、

少なくとも、第314パラグラフには留意すべきであ

ろう。 ［AECA, 1999, par. 304］

また、勧められるのは、少なくとも、実体の主要

な資産の実現可能価額を注記書類に示すことである。

特に、歴史的原価と実現可能価額との差額が大きい

場合、その勧告が当てはまる。

［AECA, 1999, par. 314］

さらに資本維持基準について論じた第10章におい

ては、次のような記述がみられる。

一般購買力という尺度による資本維持基準は、相

対的にみて、本概念フレームワークの26から38パ

ラグラフで定義される利用者のニーズに一致する。

［AECA, 1999, par. 339］

スペインの会計法規は、その問題について、たと

え一定のインフレ率の下で、情報利用者のニーズを

一層十分に満たすために、一般購買力単位による資

本維持を考慮した、異なるモデルの資本維持を採用

することが求められうる場合だったとしても、統一

的な単位による貨幣資本維持の基準を採用している。

［AECA, 1999, par. 354］

一般購買力による資本維持の基準は採用されない

が、財務諸表の比較的重要な要素の実現可能価額に

関するデータを注記書類に含めることが望ましい。

［AECA, 1999, par. 355］

なお、上記の第354パラグラフにおける「統一的
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な単位による貨幣資本維持」とは、MCIFの343、344

パラグラフにおいて説明されている。その内容から、

それは名目貨幣資本維持であり、会計法規において

は、取得価額の原則と結びついている。このことは、

補章において、次のように明示されている。

第９章において示した、本概念フレームワークで

注目される評価基準のうち、取得価額の原則は、本

概念フレークワーク第10章で述べられた資本維持基

準に関するわが国法規定において採用されている姿

勢から生じたものである。本フレームワークの中で、

その原則は、評価基準のなかでも取り上げられ、考

慮されている。 ［AECA, 1999, p. 106］

これらの引用から分かるように、MCIFでは、実

現可能価額という評価基準がもっとも目的適合性を

もつと考えられている。ところが、実現可能価額に

ついての言及は、これを注記書類への記載事項とす

る旨の勧告にとどまっている。同時に、その勧告が

なされるにあたっては、法律における歴史的原価支

持の見解（すなわち、取得価額の原則）が必ず示さ

れている。その点で、MCIFの評価基準に関する内

容は、きわめて歯切れの悪い印象を与える結果と

なっている。すなわち、実現可能価額を評価基準と

して積極的に用いるのか、それとも法律にしたがい、

歴史的原価による評価を基礎とした上で、注記レベ

ルで実現可能価額を表示していくべきなのか、判断

が難しいように思われる。

評価基準は、他の諸概念とは異なり、財務諸表の

数値に直接影響を及ぼす。ゆえに、商法典および

PGC等、会計法規の内容との整合性を図るにあたり、

もっとも注意を要する部分といえよう。したがって、

評価基準をめぐる記述の曖昧さは、フランコ＝ジャー

マン型会計制度における概念フレームワーク設定上

の問題点、すなわち、会計法規に合わせたフレーム

ワークの内容の調整の難しさを如実に表した部分と

いえる。

5–4. 利益をめぐる諸概念

利益概念について、MCIFでは次のように述べら

れている。

資本の保有を可能にする純資産が、分配可能な純

利益を構成するため、資本維持のためにどの基準を

採用するかによって、自動的に損益の概念が決定す

る。 ［AECA, 1999, par. 336］

前項でも示したように、MCIFは、一般購買力資

本維持基準をもっとも目的適合性のある資本維持基

準として認めている［AECA, 1999, par. 354］。その

一方で、法律において名目資本維持基準が採用され

ていることにも言及されており［AECA, 1999, par.

355］、いずれに優先順位がつけられるのか、判断が

難しい。

前出の第314パラグラフまたは第355パラグラフを

踏まえると、MCIFでは、一般購買力資本維持概念

に、実現可能価額による資産評価を結び付けた会計

モデルが想定されているといえる。一方、MCIFの

補章［AECA, 1999, p. 106］によれば、法律では、

名目貨幣資本維持概念と歴史的原価による資産評価

を結びつけた会計モデルが成立している。各モデル

において求められる利益がかけ離れたものとなるこ

とは容易に想像できる。このような二つのモデルが

並存し、いずれが優先されるべきか不明確な状況は、

概念フレームワークの成立を危ぶませることとなろ

う。

また、一会計期間の損益について、MCIFでは以

下のように規定されている。

インカムおよび費用は、経済的実体の活動に関す

る構成要素であり、両者の差額によって、特定の期

間における損益が決定される。その損益は、資本の

増加・減少分に等しくなる。ただしその場合、所有

者との関係に関するもの、剰余金勘定への直接的な

借方・貸方記入をともなうものは除かれる。

［AECA, 1999, par. 230］

インカムおよび費用の定義は、会計年度の損益に

関する包括的な概念であり、そこに経常項目も異常

項目もともに含まれる。 ［AECA, 1999, par. 234］

これらのパラグラフから、MCIFでは、SFACや

IASCの概念フレームワークと同様、包括利益の概

念が採用されていると判断できる［Conesa, 2000,

p. 351］。ここで問題なのは、MCIFでは、包括利益

概念を採用しながら、未実現の利得について何の定
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義もないことである。

従来の概念フレームワークでは、包括利益概念が

採用される場合、未実現利得を財務諸表で表示すべ

く、積極的な試みがなされてきたように思われる。

たとえば、SFACにおける、収益および利得の認識

基準への実現可能概念の導入［FASB, 1984, par. 83］

はその一例であろう。また、IASCの概念フレーム

ワークでは、インカムの定義に未実現利得が含まれ

る［IASC, 1989, par. 76］ことを明文化した上で、収

益の認識に関する定義において、実現主義への言及

を避けるとともに、確実性と測定の信頼性を認識の

要件にあげている［IASC, 1989, par. 93］。

ところが、MCIFでは、未実現利得についてはな

んら論じられていない。また収益の認識については、

あくまで必要要件であるとはしながらも、実現が認

識基準として掲げられている［AECA, 1999, par.

280–281］。同時に、収益が確定する条件が揃うまで、

貸借対照表項目としてこれを認識する［AECA,1999,

par. 282］という、収益認識の延期を認める旨の記述

もみられる。これらは、PGCにおける慎重性の原則

を考慮した結果であると思われる。

PGC第２部第２条における慎重性の原則に関する

規定のなかには、「期末において実現している利益

だけが計上される」という条文がみられる。これは、

慎重性の原則として実現主義が一般原則化している

ことを意味するものといえよう23）。したがって、MCIF

においては、会計法規との整合性を考慮する以上、

収益の認識に関して実現主義への言及は不可避であ

るといえる。同時に、いかなる形であれ、未実現利

得の計上または財務諸表上での表示は、慎重に対処

せざるをえない問題であるように思われる。

６．フランコ＝ジャーマン型会計制度におけ

る概念フレームワーク導入の困難性

前節で概観したMCIFの内容についての問題点は、

すべてスペイン会計法規との関連で生じたものであ

るように思われる。MCIFが、商法典や株式会社法、

およびPGCなどの会計関連法規との間に矛盾が生じ

ないよう、十分調整された内容となっていることは、

その序文でも明示されている。ところが、この調整

が真に可能なものであるのかどうかについては、疑

問がもたれる。

このことを考える上でまず重要なのは、商法典や

PGCが、当然のことながら法的強制力を有している

という点である。スペインでは、AECAの会計基準

など、いわゆる GAAPを適用しようとする場合、既

存の会計法規がその枠組みとして機能する。

1991年１月19日付 ICAC決議書による監査手続基

準第３条第１項の２によって、AECAの公表した会

計基準は、スペインの GAAPとして法の認定を受け

ると考えられる［Romero, 2000, p. 313］。ただし、

監査手続基準の同条文には、GAAPが満たす条件と

して次の３つがあげられている。

ａ）当該基準が会計法規と齟齬していないこと。

ｂ）当該基準について、スペインにおける会計専門

職によって一般に認められている旨の見解書が、

これら専門家の所属する機関より公表されている

こと。

ｃ）当該基準の適用が、企業の純資産、財政状態、

経営成績について忠実な概観を把握せしめるに足

りること。

このうち、重要なのがａ）の条件である。すなわ

ち、商法典や PGCの会計規定から逸脱する会計基準

は、GAAPとして成立しないのである。

したがって、AECAが会計基準設定のための概念

フレームワークを作成しようとすれば、そこに商法

典の会計規定やPGCの背景にある諸概念を取り込ま

ざるをえない。換言すれば、既存の法律が、概念フ

レームワーク設定のためのフレームワークとして課

されることになるのである。

次に重要なのは、MCIFとスペイン会計法規とで

は、そこで規定されている財務情報の目的が異なる

ということである。MCIFでも PGCでも、情報の利

用者として、広範にわたる利害関係者が想定されて

いる24）。MCIFでは、「財務諸表中に内包される情報

で、出資者の情報ニーズをカバーするものは、他の

情報利用者の求めるニーズの多くをカバーするだろ

う」［AECA, 1999, par. 29］と述べられている。つ

まり、MCIFでは、顕在的および潜在的出資者が主
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たる情報利用者と考えられている。一方、PGCには、

誰を主たる情報利用者と考えるかについては明示さ

れていない。ただ、そもそも PGCという会計プラン

が、政府による経済統制のための情報作成を目的に

設定された［Cañibano and Cea, 1999, p. 311］ことを

考えれば、PGCで想定される財務情報の主たる利用

者は、MCIFのそれとは異なるように思われる。

想定される情報利用者が異なれば、それぞれの情

報利用目的も異なる。異なった目的の適合性をもと

に情報の内容を規定すれば、それらは当然、互いに

異なってくる。MCIFは株主および投資家の意思決

定有用性に主眼を置き、そこから各種概念を演繹し

ている。一方、商法典および PGCでは、経済統制お

よび課税当局としての政府の意思決定有用性が目的

となり、それをもとに各種会計法規が設定されてい

るとすれば、その法規の裏側にある諸概念も、やは

りMCIFとは異なるものとなろう25）。出発点である

目的が異なる以上、ふたつの概念を融合することは

きわめて困難であると考えられる。

フランコ＝ジャーマン型会計制度の国では、会計

基準は法令の形で設定される。また、前節でMCIF

の問題点として概観した明瞭性および慎重性の原則、

取得原価による評価、収益認識基準としての実現主

義などは、会計の目的が税務またはマクロ経済計画

と結びつけて論じられる、フランコ＝ジャーマン型

会計制度に固有の特徴である。したがって、他のフ

ランコ＝ジャーマン型会計制度国においてMCIFと

同様の概念フレームワーク設定が試みられた場合、

その内容には、前節で指摘したのと同じ問題点の生

じる可能性が大きい。ここに、理論的に一貫した内

容の概念フレームワークが成立しにくいという意味

で、フランコ＝ジャーマン型会計制度における概念

フレームワーク導入の困難性を主張することができ

る。

７．むすびにかえて

概念フレームワークとは、プライベート・セク

ターが会計基準設定の役割を担うアングロ＝アメリ

カン型会計制度において、その自主規制体制の維持

という観点から生成・発達した独自の制度である。

概念フレームワークの存在により、設定された会計

基準には、設定主体である会計プロフェッションの

もつ専門性に基づく権威が付与される。この権威を

支えるのが、概念フレームワークの理論性である。

首尾一貫した理論性を備えた概念フレームワークの

存在により、それに基づいて設定された会計基準が、

GAAPとして広く社会で適用されることになる。

一方、フランコ＝ジャーマン型会計制度において

は、会計基準は法令として設定される。そこには、

最初から法的な強制力が付与され、当該基準はその

強制力によって、広く社会に適用される。したがっ

て、概念フレームワークという制度は必要とされな

い。会計法規からあえて会計に関する諸概念を抽出

したとしても、それを概念フレームワークという形

で公表する必然性は薄い。

フランコ＝ジャーマン型会計制度において、概念

フレームワークを導入する必要があるとすれば、そ

れは、会計基準の国際的調和化・統一化を志向した

活動の一環として、アングロ＝アメリカン型会計制

度国または国際機関によって公表されたものをモデ

ルとした概念フレームワークの設定である。

フランコ＝ジャーマン型会計制度では、法律が会

計を規制していることから、その会計関連法規が企

業会計の枠組みとして機能する。それが法律として

強制力をもっている以上、会計基準の国際的調和化・

統一化を志向した概念フレームワークを設定しよう

とする場合でも、その法的枠組みを無視することは

できない。したがって、両者の整合性を図りながら、

概念フレームワークの内容を形成していくことが必

要となる。

ところが、その両者において想定される財務情報

の目的は異なっている場合が多い。具体的にいえば、

SFACや IASCの概念フレームワークなど、既存の概

念フレームワークは、主に投資意思決定有用性を目

的としているのに対し、フランコ＝ジャーマン型会

計制度における法令では、財務情報作成の目的は、

課税当局または経済運営当局としての政府およびそ

の関連機関の意思決定有用性にあると考えられる。

そのため、それぞれにみられる会計諸概念には相違
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点が多い。両者の整合性を保ちながら、一貫性のあ

る理論に精緻化していくことはきわめて困難な課題

となる。したがって、たとえ概念フレームワークが

完成したとしても、それは多くの矛盾や曖昧さを残

したものとなる。それらは、概念フレームワークの

生命線ともいえる理論性を損なうものである。この

点については、本稿で検討したMCIFにおいても顕

著であった。理論に矛盾がみられれば、概念フレー

ムワークの成立は、きわめて困難なものとなりうる。

なお、本稿で検討した、MCIFは、その後内容が

大幅に削除され、現在セカンド・エディションとし

て公表されている。削除された箇所は、財務諸表の

構成要素の定義、財務諸表の構成要素の認識基準、

評価基準、資本維持の諸基準など、広範にわたる。

残されたのは、財務情報の目的や質的特徴などに関

する部分のみであり、これにスペインの会計法規に

規定される一般会計原則に関する説明が付け加えら

れた。

このセカンド・エディションの詳しい検討は次稿

の課題とし、本稿においてこれ以上の言及は避ける。

ただ、評価基準をはじめ、財務諸表の数値に直接影

響を及ぼすと思われる箇所がすべて削除されたとこ

ろに、フランコ＝ジャーマン型会計制度における概

念フレームワーク設定の困難性が反映されているよ

うに思われる。

フランコ＝ジャーマン型会計制度における概念フ

レームワーク成立の難しさについては、ヨーロッパ

会 計 士 連 盟（Fédération des Experts Comptables

Européens ; FEE）が、1997年に公表した報告書のな

かで、すでに述べているところでもある。そこで主

張されているのは、グローバル・ベースで認められ

た概念フレームワークに対する EUとしての統一見

解の必要性であり、ヨーロッパ版概念フレームワー

クの設定ではない［FEE, 1997, p. 11］。

そのための方法論として指摘されているのが、企

業会計のダブル・スタンダード化である。具体的に

は、ヨーロッパ各国において、個別財務諸表は国内

での税務目的、連結財務諸表は国際的な資本市場に

おける情報提供目的で作成されるものという考えを

確立させ、連結ベースでのみ、概念的な問題を検討

する［FEE, 1997, p. 11］ことが提案されている。今

後は、スペインとともに、ヨーロッパ大陸諸国にお

ける概念フレームワークをめぐる動きにも注目し、

本稿における説明が妥当性をもつものなのかどうか、

注意深く検討していきたい。

注

１）本稿では、概念フレームワークの成立に影響を及ぼす主

要な要因の一つが、法律による会計規制の程度の強弱にあ

るという前提に立ち、議論を進めている。本稿におけるフ

ランコ＝ジャーマン型会計制度およびアングロ＝アメリカ

ン型会計制度という用語は、あくまで法律による会計規制

の強弱という観点から制度をとらえた場合の呼称である。

あえてこのことを注記するのは、グローバル・ベース、お

よび地域レベルでの会計基準の調和化、統一化が進み、各

国会計制度のあり方が収斂しつつある昨今、世界の会計制

度をアングロ＝アメリカン型とフランコ＝ジャーマン型の

２種類のみに類型化するという考えは、現実を反映してい

ない部分があることも否めないためであり、筆者もこの点

については十分に認識している。なお、概念フレームワー

クと法制度のあり方との関係については、進［2001］にお

いて詳しく検討されている。

２）なお、IASCとは、概念フレームワーク公表当時の名称

であり、現在では、国際会計基準審議会（International

Accounting Standards Board）に変更されている。

３）広瀬［1995］によれば、オーストラリアの概念フレーム

ワークは「FASBの『概念フレームワーク』ときわめてよ

く似ている」［広瀬、1995、pp. 163–164］、IASCの概念フ

レームワークは「FASBの『概念フレームワーク』のエッ

センスである」［広瀬、1995、pp. 165］、カナダの概念フ

レームワークは「FASBの『概念フレームワーク』をベー

スに、IASCのフレームワークの公開草案を加味して形成

されたものと考えられる」［広瀬、1995、p. 166］、英国の

概念フレームワークについては「FASBの『概念フレーム

ワーク』に類似している」［広瀬、1995、p. 168］、ニュー

ジーランドの概念フレームワークについては「FASBの『概

念フレームワーク』および IASCフレームワークの寄せ集

め」［広瀬、1995、p. 170］として、一連の概念フレーム

ワークの類似性が指摘されている。

４）この制度を加藤［1994］は「プロフェッショナル会計制

度」［加藤、1994、p. 82］と表現している。これは、その

ままアングロ＝アメリカン型会計制度の重要な特徴として

位置づけられる。

５）この点について、詳しくは広瀬［1995、pp. 25–34］や

Storey［1997, pp. 12–32 ; 企業財務制度研究会訳、2001、

pp. 25–66］などを参照されたい。また、そもそも CAPが
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ピースミール・アプローチを採用したのは、「特定の喫緊

の問題を処理する必要があり、包括的な原則書の作成に時

間や労力を費やす余裕がない」［Storey, 1997, p. 12 ; 企業

財務制度研究会訳、2001、p. 26］ためであり、必ずしも積

極的な理由ではなかったと思われる。

６）広瀬［1995、pp. 128–129］では、会計選択問題を解決す

るための理論的な手がかりを示そうとしたことが、FASB

の概念フレームワーク形成の動機の一つとして説明されて

いる。

７）本稿では、アングロ＝アメリカン型会計制度とフランコ

＝ジャーマン型会計制度とを対比させ、その二つのタイプ

の会計制度における概念フレームワークの意義を検討する。

そのため、IASCなどの国際機関が、なぜ概念フレームワー

クを必要とするようになったかについての考察は見送るこ

ととする。なお、IASCが概念フレームワークを必要とす

るようになった理由については、高須［1991］が詳しい。

８）村瀬［1996］、Archer［1993］などを参照されたい。ただ

し、これらは必ずしもフランコ＝ジャーマン型会計制度に

おける概念フレームワークの不必要性を解明することを目

的としているわけではない。

９）たとえば Horngren［1981, p. 94］を参照されたい。

10）たとえば、フランス版概念フレームワークでは、企業の

目的は富の増大にあるとされ、財務諸表は企業の富の創造

能力を測定するものでなければならないとされ、その測定

の結果がどのような利害関係者にとって有用であるかにつ

いては、あまり重視されていない［Annonymous, 1996,

p. 2］。本稿はフランス版概念フレームワークを検討するも

のではないので、その内容に関する詳しい検討は避ける。

フランス版概念フレームワークの内容については、藤田

［1997］で詳細に検討されている。

11）これらは会計原則および会計基準（Principios y Normas de

Contabilidad）という名称が付されている。

12）決議書（Resoluciónes）は法令の一種であり、強制力をも

つ。

13）この資料は、企業財務制度研究会［2001］の巻末に収録

されている「IASCフレームワーク、SFAC（FASB概念書）

および SPFR（財務報告原則書）の比較表」の形式に則り、

筆者がMCIFの内容を整理したものである。したがって、

SFACおよび SPFRの内容については同表を参照されたい。

14）たとえば、構成については、IASCのフレームワーク、

MCIFともに、基本的前提という独立の章を設け、発生主

義および継続企業について定義している点で共通している、

また MCIFの、財政状態および貸借対照表（par. 47–51）、

経営成績（par. 52）、キャッシュ･フロー（par. 53）に関す

る定義、測定の信頼性に関する記述（par. 260–263）など

は、IASCのフレームワークの文言ときわめて類似している。

15）MCIFの補章では、MCIFの本文で登場しない、伝統的な

一般会計原則として、継続性の原則、相対的な重要性の原

則、取引の擬制の原則、記録の原則、収益費用対応の原則、

慎重性の原則、取得価額の原則をあげ、それぞれの内容に

該当するMCIF本文のパラグラフを示している。

16）資金計算書に関する規定は、商法典第35条第３項、株式

会社法第200条第４項、およびPGC第４部 I –8にみられる。

17）商法典には「忠実な概観」の原則（商法典第34条第２項、

株式会社法第172条第２項）と、これを確保するためには、

必要とあれば、既存の法規定から離脱することも認めると

する、いわゆる離脱規定（商法典第34条第４項）が定めら

れている。ところが Romero［1999］によれば、この離脱規

定にしたがい、資金計算書をキャッシュ・フロー計算書で

代替することも困難である［Romero, 1999, p. 321］とされ

る。

18）IASCの概念フレームワークでは、主たる質的特徴とし

て、理解可能性、目的適合性、信頼性、比較可能性の４つ

をあげている［IASC, 1989, par. 24］。一方、SFAC第２号

では、その Summery of Principal Conclusionにおいて、目的

適合性と信頼性を「会計情報を意思決定にとって有用にさ

せる二つの基本的な特性」［FASB,1980,Summery of Principal

Conclusion ; 平松・広瀬訳、2002、p. 53］、としている。

19）SFAC第２号では、第40パラグラフに理解可能性が定義

されている。この定義も、IASCの概念フレームワークと

ほぼ同じ内容である。

20）このことは、PGCの序文 II –9で明記されている。

21）慎重性の原則、継続企業の原則、記録の原則、取得価額

の原則、発生主義の原則、費用収益対応の原則、相殺禁止

の原則、継続性の原則、相対的な重要性の原則がこれにあ

たる。

22）MCIFの第82パラグラフにおいて、「不偏性、客観性、検

証可能性、慎重性、および忠実な表示は、主に信頼性から

派生した質的特徴であるが、一方で、それらの中には、目

的適合性から干渉を受けるものもある」と述べられている。

23）大陸諸国の慎重性の原則には、実現主義および不平等性

の原則（imparity principle）が含まれるとされる［FEE, 1997,

p. 43］。PGCは、慎重性の原則に関する規定において、「予

想しうる危険、および当期または過年度に起因する偶発損

失については、気付いた時点ですぐに計上しなければなら

ない」と定めている。この部分が不平等性の原則に該当す

ると考えられる。

24）MCIFの第24パラグラフおよび PGCの序文 II –10を参照

されたい。いずれも、出資者、債権者、従業員、公的機関、

競合他社など、広範な情報利用者があげられている。

25）ヨーロッパ大陸諸国のなかでも、特にフランス、スペイ

ン、イタリアといった国々では、会計に関する規定を含む

商業関連法規から、独自の会計諸概念を導出すること自体

が難しいとする意見もある。これらの国では、企業会計の

税務志向が特に強く、会計法規設定にあたっては、増税・

減税という税務当局の意向が強く反映され［FEE, 1997, p.
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12］、実務レベルにおいても、税金をいかに軽減するかと

いう観点から、会計処理方法の選択が行なわれる［FEE,

1997, p. 9］。すなわち、基準の設定および適用はきわめて

場当たり的なものであり、根底に一貫した概念を見出すの

は困難である［FEE, 1997, p. 5］とされる。ただし、FEE

［1997］によれば、同じ大陸諸国でも、ドイツ、オースト

リア、スイスについては別の見解を示している。たとえば

ドイツの場合、確かに会計と税務の関連も強いが、法律か

ら演繹される正規の簿記の原則が存在する点で、フランス

やスペインとは大きく異なる［FEE, 1997, p. 5］と考えら

れている。つまり、FEE［1997］では、正規の簿記の原則

は、佐藤［1989］が論じているように、正規の簿記の原則

を「法の機能を会計に媒介する環として働き、それへの適

合をもって会計を合法のものとなしうる概念装置として働

く」［佐藤、1989、p. 179］ものと捉えているのであろう。
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触
れ
、
本
フ
レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
内
容

と
会

計
法

規
と

の
関

連
に

つ
い

て
触
れ

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

は
、「

財
務

諸
表

」
を

扱
う

と
し

て
い

る
の

に
対

し
、
M
C
IF

も
、
本

概
念

フ
レ

ー

ム
ワ
ー
ク
は
「
と
く

に
財

務
諸

表
に
適

用
」

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

旨
が

述
べ
ら

れ
て

い
る

。

〇
ま
た
、
財
務
報
告

に
は

、
財

務
諸
表

の
み

な
ら

ず
、

そ
の

他
、

企
業

の
公
表

す
る

情
報

が
含

ま
れ
る
。
こ
の
点
も
IA
SC
FW

、
M
C
IF

双
方

に
お

い
て

言
及
さ

れ
て

い
る

。

〇
M
C
IF

の
適
用
対

象
企

業
は

、
民

・
官

の
営

利
・

非
営

利
の

経
済

的
実

体
で

あ
る

と
さ

れ
て

い
る
。

〇
IA
SC
FW

は
適

用
対

象
企
業

を
営

利
企

業
と

し
て

お
り

、
こ

の
点

に
両

者
の

違
い

が
み

ら
れ

る
。

〇
財
務
諸
表
（
財
務

情
報

）
の

利
用
者

に
つ

い
て

は
、

両
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク
と

も
同

じ
利

害
関

係
者
を
あ
げ
て
い
る

。

資
料

IA
SC

フ
レ

ー
ム
ワ

ー
ク
（

以
下
、
IA
SC
FW

と
略
記
）、
M
C
IF
（
ス
ペ
イ
ン
版
概
念
フ

レ
ー
ム
ワ
ー

ク
）、
SF
A
C
、
SP
FR

比
較
表

A
EC
A
財

務
情

報
の

た
め
の

概
念
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク

（
M
ac
ro
C
on
ce
pt
ua
lp
ar
a
la
In
fo
rm
ac
ió
n
Fi
na
nc
ie
ra
:
M
C
IF
）

備
考

IA
SC
FW

と
の
比
較

M
C
IF
SF
A
C
SP
FR
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（
4 ）

主
た

る
情

報

利
用

者

（
5 ）

管
理

会
計

情

報 ２
．

財
務

諸
表

の

目
的

（
1 ）

経
済

的
意

思

決
定

（
2 ）

提
供

さ
れ

る

情
報

の
特

徴
お

よ

び
限

界

（
3 ）

受
託

責
任

お

よ
び

会
計

責
任

─
─

金
融

機
関

─
─

商
業

上
の

仕
入

業
者

お
よ

び
債

権
者

─
─

商
業

上
の

顧
客

お
よ

び
債

務
者

─
─

政
府

お
よ

び
公

的
組

織

─
─

包
括

的
な

観
点

か
ら

見
た

、
一

般
大

衆
お
よ
び

社
会
一
般

29
．

財
務

情
報

に
関

心
を

持
つ

者
は

、
そ

の
各
階
層

ご
と
に
広
範

な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の

中
で

、
そ

の
財

務
情

報
が

カ
バ

ー
す

る
範
囲
と

と
も
に
、
そ

の
目
的
を
決
定
す
る
た
め
の

共
通

の
分

母
を

設
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
出
資

者
は
、
経
済

的
実
体
に
対
す
る
最
も
重
要

な
資

金
提

供
者

で
あ

る
か

ら
、

財
務

諸
表

中
に
内
包

さ
れ
る
情
報

で
、
出
資
者
の
情
報
ニ
ー
ズ

を
カ

バ
ー

す
る

も
の

は
、

他
の

情
報

利
用

者
の
求
め

る
ニ
ー
ズ
の

多
く
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に

な
ろ

う
。

６
．

…
（

中
略

）
…

経
済

的
実

体
が

当
該

実
体
を
管

理
す
る
上
で

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に

作
成

し
た

財
務

情
報

は
、

そ
れ

が
財

務
情

報
と
し
て

第
三
者
に
公

表
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
除

外
さ

れ
る

。

41
．

財
務

情
報

は
、

広
範

な
階

層
の

情
報

利
用
者
が

経
済
的
意
思

決
定
を
行
な
う
上
で
、
有
用

な
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
し

た
が

っ
て
、
財

務
情
報
の
基

本
目
的
は
、
そ
の
利
用
者
が

以
下

の
こ

と
を

評
価

で
き

る
よ

う
な

情
報

の
提
供
で

あ
る
。

─
─

経
済

的
実

体
の

経
済

・
財

務
的

行
動

、
そ
の
安

全
性
お
よ
び

脆
弱
性
、
な
ら
び
に
そ
の
実

体
が

職
務

を
遂

行
す

る
上

で
の

効
率

─
─

経
済

的
実

体
が

固
定

性
お

よ
び

流
動

性
の
資
源

を
維
持
し
、そ

の
た
め
の
資

金
を
調
達
し

、

資
金

の
調

達
源

泉
に

報
酬

を
支

払
う

能
力

29
．

財
務

情
報

に
関

心
を

持
つ

者
は

、
そ

の
各
階
層

ご
と
に
広
範

な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の

中
で

、
そ

の
財

務
情

報
が

カ
バ

ー
す

る
範
囲
と

と
も
に
、
そ

の
目
的
を
決
定
す
る
た
め
の

共
通

の
分

母
を

設
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
出
資

者
は
、
経
済

的
実
体
に
対
す
る
最
も
重
要

な
資

金
提

供
者

で
あ

る
か

ら
、

財
務

諸
表

中
に
内
包

さ
れ
る
情
報

で
、
出
資
者
の
情
報
ニ
ー
ズ

を
カ

バ
ー

す
る

も
の

は
、

他
の

情
報

利
用

者
の
求
め

る
ニ
ー
ズ
の

多
く
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に

な
ろ

う
。

30
．

残
り

の
特

定
の

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
は

、
そ
れ
ら

が
財
務
情
報

に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
も

の
で

な
け

れ
ば

、
通

常
の

会
計

シ
ス

テ
ム

、
す
な
わ

ち
、
本
概
念

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
枠
外
で

特
定

の
情

報
や

諸
表

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

に
な
る
。

し
か
し
、
財

務
情
報
が
カ
バ
ー
す
る
領
域

は
徐

々
に

広
が

っ
て

お
り

、
そ

の
た

め
、

各
情
報
利

用
者
の
、
よ

り
広
範
な
情
報
ニ
ー
ズ
が
満

た
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。

40
．
財

務
情

報
の

目
的

と
は

、
最

終
的

に
は

、
そ
の

情
報
が
作
成
・
公
表
さ
れ
る
環
境
に
備
わ
っ

た
性

質
に

よ
っ

て
決

定
さ

れ
て

き
た

も
の

で
あ

り
、

そ
の
環
境
に

合
っ
た
水
準
の
目
的
を
維
持

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
う

し
た

環
境

は
、

財
務

情
報
の
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
決
定
し
、
形

成
す

る
も

の
で

あ
る

一
方

、
財

務
情

報
の

目
的

を
設

定
す
る
た
め

の
基
本
的
な
出
発
点
を
成
し

て
い

る
。

44
．
こ
れ

ま
で

示
さ

れ
て

き
た

よ
う

に
、
財

務
情
報
の
目
的
は
、
情

報
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ

て
、

究
極

的
に

は
、

そ
の

情
報

が
作

成
・

公
表

さ
れ

る
経
済
的
環

境
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
し

た
が

っ
て

、
経

済
環

境
の

基
本

的
な

特
徴

が
変

化
す

る
も
の
で
あ

る
限
り
、
そ
の
目
的
は
、
時

間
や

場
所

に
よ

っ
て

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

43
．

…
（

中
略

）
…

財
務

情
報

の
提

供
を

通
じ

、
利

用
者
は
次
の

よ
う
な
事
柄
を
判
断
で
き
る

よ
う

に
な

る
。

…
（

中
略

）
…

○
●

●

○
○

○

○
○

○

●
○

○

○
○

○

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

い
ず

れ
も

、
主

た
る

情
報

利
用

者
と

し
て

投
資

者
を

あ
げ

て
い

る
。

〇
SF
A
C
、S
PF
R
で
は
、債

権
者

も
主
た
る

情
報
利

用
者
と

し
て
あ

げ
ら
れ

て
い
る

が
、I
A
SC
FW

と
M
C
IF

で
は
そ
の

旨
の

記
述

は
な

い
。

〇
い
ず
れ
も
、
管
理

会
計

情
報

を
対
象

外
と

し
て

い
る

。

〇
財
務
諸
表
の
目
的

と
し

て
経

済
的
意

思
決

定
有

用
性

を
あ

げ
て

い
る

点
で
、

両
者

は
一

致
し

て
い
る
。

〇
M
C
IF

は
、
情
報

の
経

済
的

意
思

決
定

有
用

性
に

つ
い

て
、

当
該

情
報

か
ら

、
企

業
の

ど
の

よ
う
な
事
柄
を
評
価
で

き
れ

ば
有

用
と

言
え

る
の

か
、

具
体

的
に

説
明

し
て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

で
は
、「

財
務

諸
表

は
、

利
用

者
が

経
済

的
意

思
決

定
を

行
う

た
め

に
必

要
と

す

る
す
べ
て
の
情
報
を

提
供

す
る

も
の
で

は
な

い
」

と
し

て
、

提
供

さ
れ

る
情
報

の
限

界
に

触
れ

て
い
る
が
、M
C
IF

で
は

財
務

情
報

の
限
界

に
つ

い
て

、そ
こ

ま
で

明
確

な
記

述
は
み

ら
れ

な
い

。

〇
M
C
IF

で
は
「

受
託

責
任

」
ま

た
は
「

会
計

責
任

」
と

い
う

言
葉

は
用

い
ら

れ
て

い
な

い
が

、

そ
れ
に
該
当
す
る
と

思
わ

れ
る

記
述
が

み
ら

れ
る

。
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（
4 ）

財
政

状
態

、

経
営

成
績

お
よ

び

財
政

状
態

の
変

動

（
5 ）

財
政

状
態

（
6 ）

経
営

成
績

（
7 ）

キ
ャ

ッ
シ

ュ
・

─
─

委
託

さ
れ

た
資

源
を

効
率

的
に

運
用

す
る
能
力

41
．

財
務

情
報

は
、

広
範

な
階

層
の

情
報

利
用
者
が

経
済
的
意
思

決
定
を
行
な
う
上
で
、
有
用

な
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
し

た
が

っ
て
、
財

務
情
報
の
基

本
目
的
は
、
そ
の
利
用
者
が

以
下

の
こ

と
を

評
価

で
き

る
よ

う
な

情
報

の
提
供
で

あ
る
。

─
─

経
済

的
実

体
の

経
済

・
財

務
的

行
動

、
そ
の
安

全
性
お
よ
び

脆
弱
性
、
な
ら
び
に
そ
の
実

体
が

職
務

を
遂

行
す

る
上

で
の

効
率

─
─

経
済

的
実

体
が

固
定

性
お

よ
び

流
動

性
の
資
源

を
維
持
し
、そ

の
た
め
の
資

金
を
調
達
し

、

資
金

の
調

達
源

泉
に

報
酬

を
支

払
う

能
力

42
．

こ
の

よ
う

な
二

通
り

の
評

価
を

行
う

に
は

、
と

く
に
収
益
獲

得
能
力
と
流
動
性
創
出
能
力

を
評

価
の

基
礎

と
し

、
実

体
の

経
済

・
財

政
状

態
、

経
済
活
動
、

資
金
の
流
入
出
に
関
す
る
知

識
が

必
要

と
な

る
。

45
．

短
く

い
え

ば
、

財
務

情
報

と
は

、
経

済
的

実
体

に
つ
い
て
、

以
下
の
こ
と
に
関
す
る
情
報

を
提

供
す

る
も

の
で

あ
る

。

─
─

そ
の

実
体

の
経

済
・

財
務

的
状

況

─
─

そ
の

実
体

の
活

動

─
─

そ
の

実
体

の
現

金
預

金
の

流
れ

47
．

経
済

的
実

体
の

財
務

状
態

は
、

次
の

こ
と
に
左

右
さ
れ
る
。

─
─

そ
の

実
体

が
管

理
す

る
経

済
的

資
源

─
─

資
金

調
達

源
泉

の
構

成

─
─

流
動

性
と

支
払

能
力

48
．

実
体

が
管

理
す

る
経

済
的

資
源

に
関

す
る
情
報

は
、
そ
の
実

体
の
活
動
に
関
す
る
情
報
と

と
も

に
、

当
該

実
体

が
将

来
、

短
期

・
長

期
の
営
業

活
動
の
中
で

、
収
益
や
、
現
金
預
金
お
よ

び
そ

の
他

流
動

性
の

高
い

支
払

手
段

を
獲

得
す
る
能

力
を
評
価
す

る
の
に
有
用
で
あ
る
。

49
．

資
金

調
達

源
泉

の
構

成
に

関
す

る
情

報
は
、
固

定
性
・
流
動

性
の
資
源
が
将
来
ど
の
程
度

必
要

か
を

予
測

す
る

の
に

有
用

で
あ

る
。

同
時
に
、

資
金
の
拠
出

者
に
対
し
て
報
酬
を
払
う
必

要
か

ら
、

現
金

預
金
お

よ
び

流
動

性
の

あ
る

支
払

手
段

が
損

な
わ

れ
る

よ
う

に
見

え
る

た
め

、

こ
れ

を
鑑

定
す

る
上

で
も

、
そ

の
情

報
は

有
用
と
な

る
。
す
な
わ

ち
、
資
金
調
達
源
泉
の
構
成

に
関

す
る

情
報

は
、

短
期

・
長

期
の

資
金

を
調
達
す

る
た
め
の
、

経
済
的
実
体
の
能
力
を
評
価

す
る

の
に

有
効

で
あ

る
。

50
．

投
資

と
資

金
調

達
源

泉
、

な
か

で
も

短
期
の
も

の
に
関
す
る

総
合
的
な
情
報
（
流
動
性
お

よ
び

支
払

能
力

）
は

、
そ

の
実

体
が

、
返

済
期
限
の

到
来
し
た
資

金
の
拠
出
者
に
、
金
利
と
元

本
を

支
払

う
能

力
を

評
価

す
る

の
に

有
用

で
あ
り
、

ひ
い
て
は
、

そ
の
拠
出
者
か
ら
、
継
続
し

て
資

金
を

調
達

す
る

能
力

を
評

価
す

る
の

に
も
役
立

つ
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
将
来
、
そ
の
実

体
が

資
源

を
再

投
資

に
あ

て
る

能
力

も
分

析
さ
れ
る

。

51
．

財
政

状
態

に
関

す
る

情
報

に
よ

っ
て

評
価
で
き

る
の
は
、
経

済
的
実
体
が
、
そ
の
組
織
構

造
を

多
様

に
変

化
す
る

環
境

に
適

合
さ

せ
、

そ
の

こ
と

に
よ

り
、

当
該

実
体

を
存

続
さ

せ
る

、

収
益

を
獲

得
す

る
能

力
で

あ
る

。

52
．

経
済

的
実

体
の

活
動

に
関

す
る

情
報

と
は
、
と

く
に
当
期
の

イ
ン
カ
ム
お
よ
び
費
用
の
発

生
に

関
す

る
行

動
に

つ
い

て
言

及
し

た
も

の
で
あ
る

。
イ
ン
カ
ム

と
費
用
か
ら
は
利
益
が
計
算

さ
れ

、
そ

の
結

果
、

当
該

実
体

の
収

益
性

が
分
か
る

。
こ
の
情
報

は
、
将
来
の
経
済
的
資
源
に

生
じ

る
潜

在
的

変
化

を
評

価
す

る
、

な
ら

び
に
企
業

の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ー
創
出
能
力
を
予

測
し

た
り

、
追

加
的

資
源

を
用

い
る

場
合

の
有
効
性

を
評
価
す
る

場
合
に
有
用
で
あ
る
。

53
．

経
済

的
実

体
の

キ
ュ

ッ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
に
関
す

る
情
報
は
、

特
定
の
期
間
に
お
け
る
通
常

○
○

○

○
○

○

○
○

●

○
○

○

〇
文

章
表

現
は

異
な

る
も

の
の

、
企

業
の

支
払

能
力

（
現

金
創

出
能

力
）

に
関

す
る

情
報

を
、

経
済
的
意
思
決
定
に
有

用
な

情
報

と
位

置
付

け
、

そ
れ

が
企

業
の

財
政

状
態
、

経
営

成
績

、
財

政
状
態
の
変
動
か
ら
判

断
で

き
る

と
い

う
内

容
は

、
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も
変

わ
ら

な
い

よ
う

に
思
わ
れ
る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

企
業

の
経

済
的

資
源

、
財

務
構

造
、

流
動

性
・

支
払

能
力

に

関
す
る
情
報
が
、
企

業
の

財
政

状
態
の

評
価

に
有

用
で

あ
る

と
し

て
い

る
。

〇
SF
A
C
、
SP
FR

も
、
こ

の
点

に
関

す
る

内
容

は
ほ

ぼ
同

じ
で

あ
る

が
、
IA
SC
FW

と
M
C
IF

は
、
そ
の
記
述
内
容
、

文
章

構
成

の
点

で
も

、
き

わ
め

て
類

似
性

が
高

い
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

経
営

成
績

に
関

す
る

情
報

は
、

事
業

体
の

キ
ャ

ッ
シ

ュ
・

フ

ロ
ー
生
成
能
力
の
評

価
に

有
用

で
あ
る

と
し

て
い

る
。

両
者

は
、

記
述

内
容
、

文
章

構
成

の
点

で
も
、
類
似
性
が
高

い
。

〇
SP
FR

だ
け

は
、
経

営
成

績
に

関
す

る
情

報
が

、
経

営
者

の
受

託
責

任
の

評
価

に
も

有
用

で

あ
る
と
述
べ
て
い
る

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

キ
ャ

ッ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
に

関
す

る
情

報
が

、
営

業
活

動
、

投
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フ
ロ

ー

（
8 ）

財
務

適
応

性

（
9 ）

財
務

諸
表

（
10

）財
務

諸
表

の

分
類

と
統

合

（
11
）
財

務
諸

表
の

補
完

性

（
12

）貸
借

対
照

表

の
営

業
活

動
、

財
務

活
動

、
お

よ
び

投
資

活
動
を
評

価
す
る
の
に

有
用
で
あ
る
。
そ
の
実
体
が

現
金

預
金

お
よ

び
そ

の
他

の
流

動
資

産
を

生
み
出
す

能
力
を
評
価

す
る
場
合
、
同
様
に
、
そ
れ

ら
を

利
用

す
る

に
あ

た
っ

て
、

事
前

に
ど

の
程
度
必

要
か
を
見
積

も
る
場
合
、
そ
の
基
礎
を
利

用
者

に
提

供
す

る
も

の
で

あ
る

限
り

、
こ

の
情
報
は

有
用
で
あ
る

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

56
．

財
務

情
報

は
い

く
つ

か
の

財
務

諸
表

の
形
を
と

っ
て
お
り
、

そ
れ
が
経
済
的
実
体
の
財
政

状
態

お
よ

び
経

営
成

績
を

反
映

し
て

い
る

。
経
済
的

実
体
の
活
動

が
継
続
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
し

て
も

、
そ

の
活

動
の

状
況

と
結

果
を

告
知
す
る

必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
企
業
の
存
続
年

数
を

、
慣

習
的

に
定

め
ら

れ
た

一
定

の
期

間
に
分
割

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

57
．
上
述

の
財

務
諸

表
は

、
少

な
く

と
も

年
１

度
の
周
期
で
作
成
さ

れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
も
っ

と
も

、
十

分
な

意
思

決
定

を
行

う
た

め
に

は
、

も
っ

と
短
い
周
期

で
の
財
務
諸
表
作
成
が
推
奨

さ
れ

る
。

58
．

財
務

諸
表

は
、

経
済

的
実

体
に

関
す

る
財

務
情

報
を
提
供
す

る
た
め
の
も
っ
と
も
主
要
な

手
段

で
あ

る
。

財
務

諸
表

は
、

特
定

の
日

付
に

お
け

る
、
会
計
関

連
デ
ー
タ
を
、
間
接
的
に
入

手
さ

れ
た

デ
ー

タ
と

と
も

に
、

集
計

、
分

類
、

要
約

し
た
も
の
を

示
し
て
い
る
。

59
．

財
務

諸
表

と
は

、
貸

借
対

照
表

、
損

益
計

算
書

、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
、
お
よ

び
補

足
的

注
記

す
な

わ
ち

注
記

書
類

を
い

う
。

現
行

の
法
規
定
で

は
、
年
一
度
作
成
さ
れ
る
こ

と
か

ら
、

年
次

計
算

書
と

称
し

て
い

る
。

60
．

財
政

状
態

に
関

す
る

情
報

は
、

と
く

に
貸

借
対

照
表
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
。
活
動
に

関
す

る
情

報
は

、
損

益
計

算
書

に
よ

っ
て

提
供

さ
れ

る
。
資
金
や

現
金
預
金
の
流
出
入
に
関
す

る
情

報
は

、
と

く
に

キ
ャ

ッ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
計

算
書

に
よ
っ
て
提

供
さ
れ
る
。

70
．

財
務

情
報

の
目

的
を

達
成

し
、

ひ
い

て
は
情
報

利
用
者
の
ニ

ー
ズ
を
満
た
す
に
は
、
財
務

諸
表

の
構

成
要

素
、

な
ら

び
に

財
務

諸
表

や
、
経
済

的
実
体
の
状

況
に
関
す
る
追
加
的
情
報
を

分
類

、
区

分
表

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

66
．

い
ず

れ
の

財
務

諸
表

も
、

そ
れ

だ
け

で
完
全
な

情
報
を
提
供

で
き
る
も
の
は
な
い
。
同
時

に
、

各
財

務
諸

表
の

内
容

は
、

密
接

に
関

連
し
て
い

る
た
め
、
他

の
財
務
諸
表
の
内
容
に
つ
い

て
も

熟
慮

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
し

た
が

っ
て
、
財
務
諸
表
は
、
そ
の
す
べ
て
が
一
つ
と
な
っ

て
意

味
を

な
す

も
の

で
あ

り
、

常
に

総
合

的
な
方
法

で
こ
れ
を
公

表
し
、
分
析
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

47
．

経
済

的
実

体
の

財
政

状
態

は
、

次
の

こ
と
に
左

右
さ
れ
る
。

─
─

そ
の

実
体

が
管

理
す

る
経

済
的

資
源

─
─

資
金

調
達

源
泉

の
構

成

─
─

流
動

性
と

支
払

能
力

48
．

実
体

が
管

理
す

る
経

済
的

資
源

に
関

す
る
情
報

は
、
そ
の
実

体
の
活
動
に
関
す
る
情
報
と

と
も

に
、

当
該

実
体

が
将

来
、

短
期

・
長

期
の
営
業

活
動
の
中
で

、
収
益
や
、
現
金
預
金
お
よ

び
そ

の
他

流
動

性
の

高
い

支
払

手
段

を
獲

得
す
る
能

力
を
評
価
す

る
の
に
有
用
で
あ
る
。

49
．

資
金

調
達

源
泉

の
構

成
に

関
す

る
情

報
は
、
固

定
性
・
流
動

性
の
資
源
が
将
来
ど
の
程
度

必
要

か
を

予
測

す
る

の
に

有
用

で
あ

る
。

同
時
に
、

資
金
の
拠
出

者
に
対
し
て
報
酬
を
払
う
必

要
か

ら
、

現
金

預
金
お

よ
び

流
動

性
の

あ
る

支
払

手
段

が
損

な
わ

れ
る

よ
う

に
見

え
る

た
め

、

こ
れ

を
鑑

定
す

る
上

で
も

、
そ

の
情

報
は

有
用
と
な

る
。
す
な
わ

ち
、
資
金
調
達
源
泉
の
構
成

に
関

す
る

情
報

は
、

短
期

・
長

期
の

資
金

を
調
達
す

る
た
め
の
、

経
済
的
実
体
の
能
力
を
評
価

す
る

の
に

有
効

で
あ

る
。

50
．

投
資

と
資

金
調

達
源

泉
、

な
か

で
も

短
期
の
も

の
に
関
す
る

総
合
的
な
情
報
（
流
動
性
お

○
○

●

○
●

●

○
●

●

○
○

○

○
○

○

資
活
動
、
財
務
活
動
を

評
価

す
る

上
で

重
要

で
あ

る
と

し
て

い
る

点
で

一
致
し

て
い

る
。

〇
FS
A
C
、
SP
FR

も
ほ

ぼ
同

様
の

内
容

で
あ

る
が

、
IA
SC
FW

と
M
C
IF

は
、
そ

の
文

章
構

成

の
点
で
も
類
似
性
を

有
し

て
い

る
。

〇
SP
FR

だ
け

が
、

投
資

者
の

要
求
す

る
情

報
と

し
て

財
務

適
応

性
を

取
り
上

げ
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

の
第

７
パ

ラ
グ
ラ

フ
で

示
さ

れ
て

い
る

財
務

諸
表

の
種
類

は
、
貸

借
対

照
表

、
損

益
計

算
書

、
財

政
状

態
変

動
表

（
キ

ャ
ッ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

計
算

書
）、

注
記

書
類

の
４

つ
で

、

M
C
IF

の
取
り
上
げ

て
い

る
財

務
諸

表
の

種
類

と
同

じ
で

あ
る

。

〇
SF
A
C
で

は
、

特
定

の
財

務
諸

表
の

名
称

が
あ

げ
ら

れ
て

い
な

い
上

、
投

資
、

所
有

主
へ

の

配
分
に
関
す
る
情
報
を

提
供

す
る

財
務

表
を

、
１

組
の

財
務

諸
表

の
中

に
含
め

て
い

る
。

〇
SP
FR

で
は

、
損

益
計

算
書

と
は

別
に

、
包

括
利

益
を

記
載

す
る

た
め

の
財

務
表

と
し

て
、

総
認
識
利
得
損
失
計
算

書
を

あ
げ

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
お

よ
び
M
C
IF

で
は

、
財

務
諸

表
の

構
成

要
素

に
関

す
る

細
分

類
に

つ
い

て
言

及
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
SF
A
C
、
SP
FR

で
は
、
デ

ー
タ

の
統

合
に

つ
い

て
も

記
述

し
て

お
り

、

そ
れ
が
必
要
な
理
由

に
つ

い
て

も
述
べ

ら
れ

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

と
M
C
IF

の
間

に
文

言
の

違
い

は
あ

る
が

、
内

容
は

ほ
ぼ

一
致
し

て
い

る
よ

う
に

思
わ
れ
る
。

〇
IA
SC
FW

と
M
C
IF

は
、
経

済
的

実
体

の
財

政
状
態

を
形

成
す

る
要

因
を

列
挙

し
、
そ

れ
ぞ

れ
に

関
す

る
情

報
が

、
利

用
者

に
と

っ
て

ど
の

よ
う

に
有

用
で

あ
る

か
を

述
べ

て
い

る
点

で
、

非
常
に
類
似
性
が
高
い

。
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（
13

）キ
ャ

ッ
シ

ュ

･フ
ロ

ー
計
算

書

（
14

）株
主

持
分

増

減
計

算
書

（
15

）注
記

お
よ

び

補
足

的
明

細
表

３
．

基
礎

と
な

る

前
提

（
1 ）

発
生

主
義

会

よ
び

支
払

能
力

）
は

、
そ

の
実

体
が

、
返

済
期
限
の

到
来
し
た
資

金
の
拠
出
者
に
、
金
利
と
元

本
を

支
払

う
能

力
を

評
価

す
る

の
に

有
用

で
あ
り
、

ひ
い
て
は
、

そ
の
拠
出
者
か
ら
、
継
続
し

て
資

金
を

調
達

す
る

能
力

を
評

価
す

る
の

に
も
役
立

つ
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
将
来
、
そ
の
実

体
が

資
源

を
再

投
資

に
あ

て
る

能
力

も
分

析
さ
れ
る

。

51
．

経
済

・
財

務
的

状
態

に
関

す
る

情
報

に
よ
っ
て

評
価
で
き
る

の
は
、
経
済
的
実
体
が
、
そ

の
組

織
構

造
を

多
様

に
変

化
す

る
環

境
に

適
合
さ
せ

、
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
当
該
実
体
を
存
続

さ
せ

る
、

収
益

を
獲

得
す

る
能

力
で

あ
る

。

60
．

財
政

状
態

に
関

す
る

情
報

は
、

と
く

に
貸
借
対

照
表
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
…
…
（

以

下
省

略
）。

53
．

経
済

的
実

体
の

キ
ュ

ッ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
に
関
す

る
情
報
は
、

特
定
の
期
間
に
お
け
る
通
常

の
営

業
活

動
、

財
務

活
動

、
お

よ
び

投
資

活
動
を
評

価
す
る
の
に

有
用
で
あ
る
。
そ
の
実
体
が

現
金

預
金

お
よ

び
そ

の
他

の
流

動
資

産
を

生
み
出
す

能
力
を
評
価

す
る
場
合
、
同
様
に
、
そ
れ

ら
を

利
用

す
る

に
あ

た
っ

て
、

事
前

に
ど

の
程
度
必

要
か
を
見
積

る
場
合
、
そ
の
基
礎
を
利
用

者
に

提
供

す
る

も
の

で
あ

る
限

り
、

こ
の

情
報
は
有

用
で
あ
る
。

60
．

…
（

省
略

）
…

資
金

や
現

金
預

金
の

流
出

入
に
関

す
る

情
報

は
、
と

く
に
キ

ャ
ッ

シ
ュ

・

フ
ロ

ー
計

算
書

に
よ

っ
て

提
供

さ
れ

る
。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

61
．

財
務

諸
表

に
は

、
注

記
書

類
も

含
ま

れ
て
い
る

。
注
記
書
類

は
次
の
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る

。

─
─

他
の

財
務

諸
表

に
含

ま
れ

て
い

る
情

報
を
敷
衍

す
る

─
─

財
務

諸
表

の
作

成
基

準
を

明
ら

か
に

す
る

─
─

注
記

書
類

以
外

の
財
務

諸
表

に
含

ま
れ

て
い

な
い
追

加
情

報
を

提
供

す
る

。
た

と
え

ば
、

経
済

的
実

体
に

影
響

を
与

え
う

る
リ

ス
ク

や
不
確
実

性
、
貸
借
対

照
表
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い

な
い
将
来
の
状
況
や
責
務
、ま

た
は
締
切
日
以
降
に
生
じ
た
重
大
な
出
来
事
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

─
─

特
別

な
会

計
諸

表
の

形
を

取
る

情
報

を
含
め
て

提
供
す
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
財
務
情

報
に

関
す

る
最

近
の

動
向

か
ら

そ
の

必
要

性
が
高
ま

り
、
情
報
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
方

法
を

、
よ

り
完

全
な

も
の

と
す

る
た

め
に

要
請
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
は

、
包

括
利

益
計

算
書

、
付

加
価

値
計

算
書
、
純

資
産
変
動
表

、
実
体
の
環
境
情
報
、
セ
グ

メ
ン

ト
情

報
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
。

─
─
注

記
以
外

の
財

務
諸
表

を
作
成
す
る
場

合
に
準

拠
さ

れ
る
基

礎
が（

本
概
念
フ
レ
ー

ム
ワ
ー

ク
で

示
さ

れ
た

も
の

と
：
訳

者
注

）
異

な
る

場
合
、
そ

の
基
礎
に
つ

い
て
の
情
報

を
提
供
す
る
。

た
と

え
ば

、
物

価
変

動
の

影
響

、
発

生
主

義
と

い
う

基
礎
的
前
提

を
考
慮
せ
ず
に
作
成
さ
れ
た

情
報

、
ま

た
は

税
務

的
な

基
準

に
基

づ
い

て
作

成
さ

れ
た
情
報
な

ど
に
関
す
る
も
の
が
あ
げ
ら

れ
る

。

62
．

経
済

的
実

体
が

通
常

の
財

務
諸

表
の

中
で

情
報

を
提
供
す
る

場
合
、
そ
の
情
報
は
、
注
記

書
類

と
統

合
し

て
考

慮
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

63
．

こ
れ

ま
で

示
さ

れ
て

き
た

内
容

と
は

別
に

、
財

務
情
報
を
よ

り
良
く
理
解
し
、
ひ
い
て
は

情
報

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
を

十
分

に
満

た
す

た
め

に
は

、
必
要
と
な

り
う
る
す
べ
て
の
情
報
を
注

記
書

類
に

含
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

18
5 ．

イ
ン

カ
ム

お
よ

び
費

用
の

期
間

帰
属

は
、
そ
の

費
用
お
よ
び

イ
ン
カ
ム
の
フ
ロ
ー
に
応
じ

て
決

定
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
費

用
と

イ
ン

カ
ム

の
フ
ロ
ー
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
貨

幣
お

よ
び

財
貨

の
フ

ロ
ー

が
生

じ
る

時
点

で
決

定
さ

れ
る
の
で
は

な
い
。

●
●

●

○
●

○

○
○

○

○
○

○

〇
IA
SC
FW

の
本

文
に

お
い
て

、
キ

ャ
ッ

シ
ュ

･フ
ロ

ー
に

関
す

る
記

述
は

な
い

。

〇
SF
A
C
だ
け

が
株
主

持
分

増
減

計
算

書
を

財
務
諸

表
の

一
つ

と
し

て
い

る
。

〇
追
加
情
報
の

記
載
の

必
要

性
、
な

ら
び

に
追

加
情

報
の

内
容

な
ど

、
IA
SC
FW

と
M
C
IF

の

内
容
は
ほ
ぼ
一
致
す
る

。

〇
い
ず
れ
の
概
念
フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
も

、
注

記
に

記
載

す
る

内
容

に
つ

い
て
の

記
述

は
ほ

ぼ
同

じ
で
あ
る
。
た

だ
し

、
IA
SC
FW

と
M
C
IF

は
、

注
記

が
財

務
諸

表
に

含
ま

れ
る

と
し

て
い

る

が
、
SF
A
C
お
よ
び
SP
FR

で
は

注
記
は

財
務

諸
表

に
含

ま
れ

な
い

と
記

述
さ
れ

て
い

る
。

〇
い
ず
れ
の
概
念
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク
も

、発
生
主

義
に

関
す

る
記
述

内
容

は
ほ

ぼ
同

様
で

あ
る

。

た
だ
し
、
IA
SC
FW

と
M
C
IF

は
、「

基
礎

的
前

提
」
と

い
う

独
立

の
章

を
設

け
、
そ

の
中

で
発

生
主
義
を
取
り
上
げ
、

強
調

し
て

い
る

点
で

類
似

性
が

高
い

。
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計 （
2 ）

継
続

企
業

４
．

報
告

事
業

体

（
1 ）

財
務

諸
表

を

作
成

、
公

表
す

る

報
告

事
業

体

（
2 ）

報
告

事
業

体

の
範

囲

（
3 ）

支
配

の
意

義

（
4 ）

事
業

体
に

対

す
る

支
配

（
5 ）

単
一

事
業

体

財
務

諸
表

18
6 ．

発
生

主
義

の
基

本
的

前
提
に

よ
っ

て
、
金

銭
の

受
取
り
、
支

払
い
を
と
も
な
う
過
去
の
取

引
だ

け
で

な
く

、
将

来
の

現
金

の
移

動
を

意
味
す
る

、
支
払
い
義

務
、
受
取
り
の
権
利
も
、
情

報
に

含
め

ら
れ

る
。

し
か

し
、

そ
れ

は
、

発
生

主
義

に
よ

っ
て

示
さ

れ
る

情
報

を
、

キ
ャ

ッ

シ
ュ
・
フ

ロ
ー

計
算

書
の

内
容
に

よ
っ

て
補

完
す
る

場
合
の
、
妨
げ

と
は
な
る
も

の
で
は
な
い
。

18
1 ．

逆
の

証
拠

が
な

い
限

り
、
予

測
可

能
な

将
来
に

お
け
る
経
済

的
実
体
の
活
動
は
継
続
す
る

も
の

と
仮

定
さ

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
会

計
規

定
を

適
用
す
る
場

合
、
財
産
の
清
算
価
値
を
決

定
す

る
よ

う
な

方
向

へ
向

か
う

こ
と

は
あ

り
え

な
い

。

18
2 ．

そ
の

こ
と

は
、
情

報
利

用
者
の

ニ
ー

ズ
を
満
た

す
こ
と
に
由

来
す
る
も
の

で
あ
る
。
財
務

情
報

の
目

的
を

相
互

に
満

た
す

に
は

、
経

済
的

実
体

が
継
続
企
業

で
あ
る
可
能
性
を
い
っ
そ
う

適
切

に
表

し
う

る
価

値
を

用
い

る
こ

と
に

な
る

。

18
3 ．

通
常

の
状

況
で

は
、
財

務
情
報

に
つ

い
て
は
っ

き
り
と
し
た

明
示
が
な
け

れ
ば
、
そ
れ
は

当
該

実
体

が
継

続
企
業

だ
と

認
識

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

意
味

す
る

。
そ

れ
と

は
異

な
る

場
合

、

す
な

わ
ち

、
通

常
で

な
い

場
合

、
当

該
実

体
に

と
っ

て
限
定
さ
れ

た
、
一
時
的
な
局
面
に
あ
る

と
考

え
ら

れ
る

場
合

、
財

務
情

報
の

作
成

に
あ

た
っ

て
用
い
ら
れ

た
基
準
と
同
様
、
そ
の
状
況

を
注

記
の

中
で

示
す

こ
と

に
な

る
。

18
4 ．

場
合
に

よ
っ

て
は

、
経

済
的
実

体
が

、
特
定
の
意
図

を
も
っ
て
、
継
続
企
業
の
前
提
に
関

す
る

基
準

と
は

異
な

る
基

準
を

用
い

て
、

当
該

実
体

の
す
べ
て
ま

た
は
一
部
に
言
及
し
、
財
務

諸
表

を
作

成
す

る
こ

と
も

あ
る

。
そ

の
よ

う
な

評
価

基
準
お
よ
び

そ
れ
を
用
い
て
作
成
さ
れ
た

財
務

諸
表

は
、

本
概

念
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
対

象
と

し
な
い
。

19
．

経
済

活
動

と
は

、
独

立
し

た
法

人
が

行
な
う
も

の
で
あ
る
。

所
有
す
る
、
ま
た
は
管
理
す

る
な

ど
の

理
由

か
ら

、
さ

ま
ざ

ま
な

者
が

、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
法
を

通
じ
て
経
済
活
動
を
行
な
っ

て
い

る
が

、
そ

の
者

た
ち

の
間

に
結

び
つ

き
が
存
在

す
る
場
合
も

あ
る
。
財
務
情
報
を
公
表
す

る
者

と
し

て
の

会
計

実
体

は
、

必
ず

し
も

法
人
と
一

致
す
る
と
は

限
ら
な
い
。
結
局
、
独
立
し

た
法

人
、

ま
た

は
そ

の
よ

う
な

法
人

の
集

合
体
が
会

計
実
体
と
な

り
う
る
。

20
．

財
務

情
報

の
公

表
者
と

し
て

の
会

計
実

体
を

認
識
す

る
の

は
、

意
思

決
定

能
力

の
存

在
、

お
よ

び
特

定
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
に

自
由
に
用

い
る
こ
と
の

で
き
る
資
源
の
集
合
を
、
十

分
に

分
析

す
る

こ
と

に
か

か
っ

て
い

る
。

21
．

会
計

実
体

と
は

、
生

産
要

素
の

集
合

体
か
ら
構

成
さ
れ
る
。

こ
の
生
産
要
素
に
は
、
包
括

的
な

視
点

か
ら

見
て

、
多

く
の

集
団

を
内

包
す
る
広

範
囲
な
階
層

の
利
害
関
係
者
が
集
中
し
て

い
る

。
財

務
情

報
を

め
ぐ

る
こ

れ
ら

の
利

害
関
係
者

に
つ
い
て
は

、
そ
の
大
部
分
を
で
き
る
だ

け
公

平
に

扱
い

、
ニ

ー
ズ

を
満

た
さ

な
け

れ
ば
な
ら

な
い
。

22
．
財

務
情

報
を

公
表

す
る

会
計

実
体

を
決

定
す
る
に

は
、
本
概
念
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク

の
11
9 パ

ラ
グ

ラ
フ

で
示

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

、
実

質
優
先
、

す
な
わ
ち
形

式
よ
り
実
質
を
優
先
す
る
と

い
う

質
的

特
徴

を
満

た
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
こ

の
こ
と
が
意

味
す
る
の
は
、
経
済
集
団
の

中
で

、
包

括
的

な
実

体
が

、
こ

れ
を

構
成

す
る
個
々

の
実
体
の
上

位
に
位
置
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

23
．

し
た

が
っ

て
、

連
結

財
務

諸
表

は
企

業
グ
ル
ー

プ
の
財
政
状

況
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
企

業
グ

ル
ー

プ
を

構
成

す
る

個
々

の
企

業
が

取
り
上
げ

ら
れ
る
場
合

、
当
該
グ
ル
ー
プ
の
連
結
財

○
○

○

●
●

●

○
○

●

○
○

●

○
○

●

●
○

●

〇
い
ず
れ
の
概
念
フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
も

、継
続
企

業
に

関
す

る
記
述

内
容

は
ほ

ぼ
同

じ
で

あ
る

。

た
だ
し
、
IA
SC
FW

、
M
C
IF

だ
け

が
「

基
礎

的
前

提
」
と

い
う

独
立

の
章

を
設

け
て

継
続

企
業

を
取
り
上
げ
、
強
調
し

て
い

る
点

で
類

似
性

が
高

い
。

〇
IA
SC
FW

で
は

、
報

告
事

業
体

の
識

別
に

関
し

て
、

簡
単

に
説

明
さ

れ
て

い
る

に
過

ぎ
な

い
。
一

方
、
M
C
IF

で
は

、
生

産
要

素
の

集
合

体
と

い
う

利
用

者
の

情
報

ニ
ー

ズ
と

い
う

観
点

か
ら

、
報

告
事

業
体

を
説

明
し

（
第
21

パ
ラ

グ
ラ

フ
）、

そ
の

境
界

に
つ

い
て

も
触

れ
て

い
る

（
第
22
パ
ラ
グ

ラ
フ

）。

〇
こ
の
内
容
に

つ
い

て
M
C
IF

と
最

も
類

似
性

の
高

い
の

は
、
SP
FR

で
あ

る
。

な
お

、
SF
A
C

は
報
告
事
業
体
に
つ
い

て
言

及
し

て
い

な
い

。

〇
SP
FR

だ
け

が
、
報

告
事

業
体

の
範

囲
に

つ
い

て
触

れ
て

い
る

。

〇
SP
FR

だ
け

が
支
配

の
意

義
に

つ
い

て
触

れ
て

い
る

。

〇
SP
FR

だ
け

が
事
業

体
に

対
す

る
支

配
に

つ
い

て
触

れ
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

で
は

、
連

結
財
務

諸
表

に
関

す
る

事
柄

は
一

切
規

定
さ
れ

て
い

な
い

。
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５
．

財
務

諸
表

の

質
的

特
徴

（
1 ）

主
要

な
質

的

特
徴

（
2 ）

理
解

可
能

性

（
3 ）

目
的

適
合

性

務
諸

表
を

背
景

と
し

て
、

個
別

財
務

諸
表

を
解
釈
し

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
会
計
実
体
に
よ
る

活
動

の
多

様
性

が
指

摘
さ

れ
る

場
合

、
セ

グ
メ
ン
ト

情
報
を
提
供

す
る
必
要
性
が
出
て
く
る
。

80
．

財
務

情
報

の
基

本
的

な
質

的
特

徴
は

、
目
的
適

合
性
と
信
頼

性
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
特
徴

そ
れ

ぞ
れ

が
、

ま
た

両
者

が
相

ま
っ

て
、

そ
こ
か
ら

派
生
し
た
特

徴
、
関
連
し
た
特
徴
と
み
な

さ
れ

る
、

そ
の

他
の

質
的

特
徴

を
生

じ
さ

せ
て
い
る

。

99
．

質
的

特
徴

と
し

て
の

明
瞭

性
は

、
さ

ま
ざ
ま
な

情
報
利
用
者

の
手
で
財
務
情
報
が
十
分
に

利
用

さ
れ

る
こ

と
を

、
可

能
な

限
り

保
証

し
よ
う
と

す
る
も
の
で

あ
る
。
情
報
が
明
瞭
性
を
欠

く
と

、
目

的
適

合
性

が
す

べ
て

、
も

し
く

は
部
分
的

に
損
な
わ
れ

る
。

10
0 ．

明
瞭

性
と

い
う

特
質

は
、
ど
ん

な
情

報
も

持
っ

て
い
る
、
理

解
お
よ
び
解
釈
の
可
能
性
に

関
連

し
て

い
る

。
明

瞭
性

は
、

適
切

な
用

語
法
と
確

立
さ
れ
た
様

式
に
よ
り
、
体
系
的
に
表
示

さ
れ

た
内

容
に

つ
い

て
言

及
す

る
も

の
で

あ
り
、
重

要
な
基
本
情

報
は
明
示
さ
れ
、
付
属
的
情

報
は

下
位

に
置

か
れ

る
。

そ
の

た
め

、
明

瞭
性
は
、

理
解
可
能
性

の
類
義
語
と
な
る
。

10
1 ．

財
務

情
報

の
利

用
者

は
、

財
務

情
報

を
作

成
す

る
の
に

必
要

な
、

経
済

的
活

動
、

商
業

界
、

お
よ

び
会

計
処

理
に

関
す

る
合

理
的

な
知
識
を

も
っ
て
い
る

と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
彼

ら
は

必
ず

し
も

会
計

の
領

域
に

お
け

る
専

門
家
で
は

な
い
。
し
た

が
っ
て
、
明
瞭
性
は
、
そ
の

よ
う

な
問

題
に

つ
い

て
合

理
的

な
知

識
を

も
ち
、
熱

心
に
情
報
を

分
析
す
る
こ
と
の
で
き
る
情

報
利

用
者

に
あ

わ
せ

て
測

定
さ

れ
る

。

10
2 ．

明
瞭
性

は
、
簡

潔
性

の
類

義
語

で
は

な
い

。
情
報
が

複
雑
で
あ
っ
た

り
、
情
報
利
用
者
に

よ
る

情
報

圧
縮

が
困

難
で

あ
る

か
ら

と
い

っ
て
、
常

に
目
的
適
合

性
を
も
っ
た
財
務
情
報
を
除

外
す

る
動

機
に

は
な

ら
な

い
。

10
3 ．

財
務

諸
表

の
構

成
要

素
間

で
相

殺
を

行
わ
な

い
の
は
、
明
瞭

性
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て

、

財
務

情
報

の
目

的
適

合
性

の
結

果
で

あ
る

（
注

４
：
こ
の
点
は
、
く

わ
え
て
、
現

行
の
プ
ラ
ン
・

ヘ
ネ

ラ
ル

・
デ
・

コ
ン

タ
ビ

リ
ダ

に
お

け
る

会
計
原

則
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。）

。
一
般
基
準
と

し
て

、
ま

た
、

相
殺

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
理
由
が

経
済
的
ま
た

は
法
的
性
質
の
も
の
で
あ
る

場
合

を
除

い
て

、
財

務
情

報
の

利
用

者
に

対
し
、
要

約
さ
れ
た
情

報
の
有
用
性
を
損
な
わ
な
い

た
め

に
、

た
と

え
ば

、
評

価
や

表
示

な
ど

、
会
計
記

録
作
成
に
関

し
て
、
そ
の
よ
う
な
構
成
要

素
は

個
別

に
扱

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

85
．

情
報

と
は

、
財

務
情

報
の

さ
ま

ざ
ま

な
受
け
手

が
求
め
る
目

的
の
た
め
に
、
明
確
な
、
潜

在
的

な
、

あ
る

い
は
実

際
の

有
用

性
を

備
え

た
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
し

た
が

っ
て

、

情
報

と
は

、
情

報
利

用
者

の
意

思
決

定
に

影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
場
合
、
目
的
適
合
的

と
い

え
る

。

86
．

情
報

の
目

的
適

合
性

と
は

、
そ

の
大

き
さ
に
よ

っ
て
、
意
思

決
定
に
違
い
を
生
じ
さ
せ
る

可
能

性
が

あ
る

。
目

的
適

合
性

は
、

情
報

利
用
者
が

、
過
去
、
現

在
、
将
来
の
重
要
な
事
象
に

関
す

る
結

果
を

予
測

し
、

事
前

の
期

待
に

つ
い
て
の

追
認
や
修
正

に
役
立
つ
。

87
．

し
た

が
っ

て
、

目
的

適
合

性
は

、
情

報
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
と

の
関
係
で
、
予
測
と
追
認
と

い
う

二
つ

の
側

面
を

持
っ

て
い

る
。

88
．

目
的

適
合

性
は

、
情

報
利

用
者

が
評

価
や
予
測

を
正
確
に
実

行
す
る
可
能
性
を
増
大
さ
せ

う
る

質
的

特
徴

と
し
て

、
予

測
の

能
力

に
関

連
し

て
い

る
。

将
来

の
変

数
を

評
価

す
る

に
は

、

過
去

に
関

す
る

デ
ー

タ
を

、
そ

の
他

の
情

報
と
総
合

し
て
用
い
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
と
い

●
○

○

○
○

○

○
○

○

〇
IA
SC
FW

で
は

、
理

解
可

能
性

、
目

的
適

合
性

、
信

頼
性

、
比

較
可

能
性
の
４

つ
を

質
的

特

徴
と
し

て
い
る

の
に

対
し

、
M
C
IF

で
は

、
目

的
適

合
性

と
信

頼
性

を
主

要
な

質
的

特
徴

と
し

て
い
る
。
SF
A
C
、
SP
FR

も
、
IA
SC
FW

と
同

じ
、
４

つ
の

質
的
特

徴
を

あ
げ

て
い
る

。

〇
M
C
IF

は
、
質
的

特
徴

の
階

層
構

造
を

示
し

て
い

る
。

そ
の

点
で

、
質

的
特

徴
に

関
し

て
は

SF
A
C
や
SP
FR

に
内

容
が

近
い

と
い

え
る

。
た

だ
し

、
具

体
的

な
階

層
構

造
は

独
特

の
も

の

で
あ
る
。

〇
M
C
IF

で
は
、
明
瞭

性
と
表

現
さ

れ
て

い
る
も

の
の

、「
理

解
可

能
性

の
類

義
語

で
あ
る

」
と

さ
れ
て
い
る
。

〇
M
C
IF
、
IA
SC
FW

と
も

に
、

会
計

に
つ

い
て

合
理

的
な

知
識

を
も

ち
、

熱
心

に
情

報
を

分

析
し
よ
う
と
す
る
情

報
利

用
者

を
対
象

と
し

て
い

る
。

〇
利
用
者
に
と
っ
て

複
雑

す
ぎ

る
か
も

し
れ

な
い

と
理

由
だ

け
で

、
当

該
情
報

を
除

去
す

べ
き

で
は
な
い
と
い
う
点

も
、

両
フ

レ
ー
ム

ワ
ー

ク
と

も
に

一
致

し
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

情
報

利
用

者
の

意
思

決
定

に
影

響
を

及
ぼ

す
場

合
に

、
そ

の

情
報
が
目
的
適
合
性

を
有

す
る

と
し
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

目
的

適
合

性
の

要
素

と
し

て
予

測
能

力
、

追
認

（
確

認
）

能

力
を
あ
げ
て
い
る
。
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重
要

性

う
の

は
、

情
報

の
有

用
性

は
、

経
営

活
動

の
責
任
者

が
そ
の
活
動

を
正
し
く
実
行
し
た
か
を
確

認
す

る
こ

と
に

限
定

さ
れ

る
も

の
で

は
な

い
か
ら
で

あ
る
。

89
．

目
的

適
合

性
は

、
同

時
に

、
情

報
が

そ
の
利
用

者
の
期
待
お

よ
び
予
測
を
追
認
・
修
正
す

る
た

め
に

役
立

つ
能

力
を

意
味

し
て

お
り

、
情
報
の

質
や
必
要
性

に
関
す
る
評
価
を
可
能
に
す

る
も

の
で

あ
る

。
情

報
と

は
、

そ
の

よ
う

な
評
価
を

下
す
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
目
的
適
合

性
が

あ
る

と
は

い
え

な
い

。

90
．

た
と

え
ば

、
財

政
状

態
に

関
す

る
情

報
は
、
状

況
や
将
来
の

結
果
を
予
測
す
る
の
に
有
用

で
あ

る
と

同
時

に
、

情
報

利
用

者
が

事
前

に
形
成
し

た
期
待
や
予

測
を
追
認
・
反

駁
す
る
よ
う

、

目
的

適
合

性
の

持
つ

二
つ

の
側

面
は

、
相

互
に

関
連

し
あ
っ
て
い

る
。

91
．

し
た

が
っ

て
、

目
的

適
合

性
は

、
財

務
情

報
利

用
者
の
ニ
ー

ズ
に
関
連
す
る
一
般
的
特
質

に
よ

っ
て

定
義

さ
れ

る
。

と
こ

ろ
が

、
各

情
報

利
用

者
グ
ル
ー
プ

の
も
つ
特
定
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て

、
目

的
適

合
性

に
は

さ
ま

ざ
ま

な
水

準
が

存
在

し
う
る
。
目

的
適
合
性
の
必
要
か
つ
十
分

な
水

準
を

決
定

す
る

要
因

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
具

体
的

な
状
況
に
お

け
る
尺
度
の
問
題
で
あ
る
。

92
．

既
存

の
事

実
お

よ
び

過
去

の
取

引
に

関
す

る
情

報
の
表
示
方

法
は
、
情
報
の
目
的
適
合
性

を
増

大
さ

せ
る

の
に

役
立

ち
う

る
。
た

と
え

ば
、（

経
営
活
動
、
財
務
活
動

な
ど
の
）
活
動
内
容

の
結

果
を

分
け

て
表

示
す

る
こ

と
は

、
損

益
計
算
書

の
追
認
・
予

測
能
力
を
増
大
さ
せ
る
。

93
．

過
去

の
事

実
に

関
す

る
情

報
は

、
通

常
、
予
測

と
追
認
と
い

う
二
つ
の
側
面
を
満
た
す
も

の
で

あ
る

。
と

は
い

え
、

予
測

情
報

は
目

的
適
合
性

を
支
援
し
、

そ
の
た
め
、
財
務
情
報
に
こ

の
種

の
予

測
情

報
を

含
め

た
結

果
、

有
用

性
が
生
ま

れ
る
の
で
あ

る
。

12
1 ．

相
対
的

な
重

要
性

と
は

、
目
的

適
合

性
の

識
閾
、
す

な
わ
ち
分
岐
点

と
な
る
も
の

で
、
特

定
の

情
報

が
目

的
適

合
性

を
も

ち
始

め
る

、
質
的
・

数
量
的
水
準

を
決
定
す
る
。

12
2 ．

結
果

的
に

、
財

務
情

報
の

作
成

を
規

定
す

る
法

律
や
、
そ
こ

か
ら
演
繹
さ
れ
う
る
代
替
的

な
会

計
基

準
お

よ
び

会
計

処
理

方
法

の
適

用
は
、
そ

れ
ら
の
基
準

な
ら
び
に
そ
の
影
響
が
与
え

う
る

、
相

対
的

な
観

点
か

ら
の

重
要

性
と

い
う
考
え

に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
。

12
3 ．

し
た

が
っ

て
、
代

替
的

な
基
準

や
処

理
方

法
が

認
め
ら
れ
る

と
き
、
そ
の
相
対
的
な
重
要

性
が

わ
ず

か
で

あ
る

た
め

、
経

済
的

実
体

の
財
産
状

態
や
業
績
に

関
す
る
目
的
適
合
性
や
信
頼

性
が

変
化

し
な

い
場

合
、

特
定

の
会

計
基

準
を
厳
格

に
適
用
し
な

い
こ
と
も
認
め
ら
れ
う
る
。

12
4 ．

財
務

情
報

を
信

頼
し

て
い
る

情
報

利
用

者
の
意
思
決
定
や
認

識
に
対
し
、
デ
ー
タ
、
す
な

わ
ち

会
計

記
録

に
関

す
る

知
識

が
影

響
す

る
可
能
性

が
高
い
と
判

断
す
る
に
足
る
理
由
が
あ
れ

ば
、

原
則

と
し

て
、

そ
の

会
計

記
録

に
は

重
要
性
が

あ
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
の
情
報
の
省
略
や

誤
表

示
が

情
報

利
用

者
の

意
思

決
定

や
認

識
に
影
響

を
及
ぼ
す
か

ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

12
5 ．

特
定

の
情

報
の

相
対

的
な
重

要
性

は
、
そ

の
程

度
だ
け
で
な

く
、
そ
の
情
報
の
省
略
か
ら

生
じ

る
影

響
に

も
左

右
さ

れ
る

た
め

、
そ

れ
ぞ
れ
の

事
例
に
固
有

の
状
況
を
常
に
考
慮
し
な
く

て
は

な
ら

な
い

。

12
6 ．

し
た
が

っ
て

、
相

対
的

な
重
要

性
は

、
以

下
に
列
挙

さ
れ
る
基
準
を

考
慮
し
な
が

ら
、
目

的
適
合
性
や
信
頼
性
と
い
う
質
的
特
徴
の
枠
組
み
の
中
で
、そ

の
評
価
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

12
7 ．

相
対
的

な
重

要
性

は
、
包

括
的

に
評

価
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
だ
け

で
は

重
要

な
影

響
を

も
た

な
い

も
の

も
、

そ
の
他
の

会
計
記
録
や

事
象
と
混
在
し
た
場
合
、
包

括
的

に
考

え
る

と
一

定
の

重
要

性
を

も
つ

こ
と
が
あ

り
う
る
。

12
8 ．

特
定

の
状

況
下

で
は

、
相

対
的

な
重

要
性

を
評

価
す
る
場
合

に
、
財
務
情
報
全
般
に
対
す

る
影

響
の

み
な

ら
ず

、
年

次
計

算
書

の
具

体
的
な
項

目
や
タ
イ
ト

ル
と
関
連
付
け
て
評
価
す
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

に
、

た
と

え
ば

、
特
定
の

情
報
に
つ
い

て
、
包
括
的
な
観
点
か
ら
み

れ
ば

、
財

務
諸

表
に

お
け

る
重

要
性

は
低

い
場
合
で

あ
っ
て
も
、

具
体
的
な
財
政
状
態
を
評
価

○
○

○

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

項
目

の
性

質
、

量
が

重
要

性
の

判
断

基
準

と
な

る
と

説
明

し

て
い
る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

重
要

性
を

情
報

の
有

用
性

の
識

閾
と

し
て

論
じ

て
い

る
。
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（
5 ）

信
頼

性

（
6 ）

表
現

の
忠

実

性 （
7 ）

実
質

優
先

主

義

す
る
の
に
重
要
で
あ
る
た
め
に
、そ

の
情
報
を
省
略
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
生
じ
う
る
。

12
9 ．

特
定

の
情

報
に

つ
い

て
、
相
対

的
な

重
要

性
は

定
量
的
な
評

価
で
な
く
、
定
性
的
な
観
点

か
ら

評
価

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
も

あ
る
。
た

と
え
ば
、
新

し
い
セ
グ
メ
ン
ト
に
関
す
る

情
報

の
提

供
は

、
そ

の
セ

グ
メ

ン
ト

が
会

計
年
度
に

お
い
て
達
成

し
た
成
績
に
つ
い
て
の
相
対

的
な

重
要

性
に

か
か

わ
り

な
く

、
企

業
が

直
面
す
る

リ
ス
ク
や
機

会
に
つ
い
て
の
評
価
に
影
響

を
与

え
う

る
。

他
に

も
、

特
定

の
情

報
に

つ
い
て
、

定
性
的
側
面

と
定
量
的
側
面
を
組
み
合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

相
対

的
な

重
要

性
が

生
じ
る
場

合
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
特
定
の
経
済
的

実
体

の
経

済
活

動
に

と
っ

て
共

通
と

考
え

ら
れ
る
部

門
ご
と
に
、

そ
の
棚
卸
資
産
の
維
持
残
高

に
関

す
る

情
報

な
ど

が
あ

る
。

13
0 ．

特
定

の
事

象
お

よ
び

具
体

的
取

引
の

重
要

性
に
関
し
て
、
定

性
的
な
観
点
か
ら
評
価
す
る

に
は

、
そ

れ
ら

自
体

の
本

質
を

評
価

す
る

必
要

も
生

じ
る
。
金
額

の
小
さ
い
も
の
は
、
経
常
的

な
状

況
や

取
引

を
処

理
す

る
場

合
に

は
、

ほ
と

ん
ど

重
要
性
を
持

た
な
い
が
、
異
常
ま
た
は
非

経
常

的
な

状
況

を
処

理
す

る
場

合
、

金
額

が
わ

ず
か

で
あ
っ
て
も

、
相
対
的
な
重
要
性
を
も
つ

可
能

性
も

あ
る

。

13
1 ．

要
約

す
れ

ば
、
相

対
的

な
重
要

性
と

い
う
の
は

、
会
計
記
録

の
金
額
に
だ
け
依
拠
し
て
い

る
も

の
で

も
な

け
れ

ば
、

財
務

情
報

の
利

用
者

の
意

見
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
だ
け
に
依
拠

す
る

も
の

で
も

な
い

。
そ

れ
ら

す
べ

て
を

総
合

し
た

、
相
対
的
な

状
況
が
考
慮
さ
れ
る
。
そ
の

こ
と

が
意

味
す

る
の

は
、

相
対

的
な

重
要

性
に

由
来

す
る
規
定
の

適
用
は
、
既
存
の
定
量
化
さ

れ
た

基
準

に
よ

る
の

で
は

な
く

、
具

体
的

な
場

面
ご

と
に
生
じ
た

状
況
に
対
し
、
専
門
的
な
尺

度
を

用
い

て
判

断
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

13
2 ．

信
頼

性
と

は
、

基
本

的
な

特
徴

お
よ

び
、
反

映
さ
れ
る
事
象

の
状
態
、
状

況
に
つ
い
て

、

最
大

限
の

厳
格

さ
を

も
っ

て
表

現
す

る
と

い
う
、
情

報
に
備
わ
っ

た
能
力
で
あ
り
、
目
的
適
合

性
と

と
も

に
、

財
務

情
報

の
有

用
性

を
保

証
す
る
も

の
で
あ
る
。

13
3 ．

情
報

が
信

頼
で

き
る
も

の
で

あ
る

た
め
に

は
、
情
報
は

、
不
偏
性

、
客
観
性

、
検
証
可
能

性
を

備
え

て
い

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
ま

た
、
情
報

が
、
諸
事
象

の
忠
実
な
表
示
を
構
成
す
る

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

忠
実

な
表

示
は
、
明

瞭
さ
と
慎
重

さ
が
必
要
と
さ
れ
る
。

14
9 ．

忠
実

性
は

、
実

行
さ

れ
た

測
定

値
お

よ
び

記
述

と
、
表
示
し

よ
う
と
す
る
事
象
と
が
一
致

し
て

い
る

こ
と

を
意

味
す

る
。

15
0 ．

あ
る

事
象

に
い

く
つ

か
の

測
定

お
よ

び
表
示

方
法
を
適
用
で

き
る
可
能
性

が
あ
る
場
合

、

同
一

事
象

の
忠

実
な

表
現

が
複

数
存

在
す

る
可
能
性

が
で
て
く
る

。
そ
の
中
か
ら
、
財
務
情
報

の
目

的
お

よ
び

情
報

が
備

え
る

べ
き

質
的

特
徴
に
鑑

み
て
、
最
適

な
表
現
が
選
択
さ
れ
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

15
1 ．

忠
実
な

表
示

は
、
正

確
性

と
同

義
で

は
な

い
。
な
ぜ

な
ら
、
表
示
の
対
象
と
な
る
事
象
や

出
来

事
の

識
別

、
ま

た
は

測
定

値
・

表
示

方
法
の
適

用
に
つ
い
て

、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
困
難

を
と

も
な

う
場

合
が

あ
る

か
ら

で
あ

る
。

15
2 ．

財
務
情

報
の

作
成

に
、
不

確
実

性
が

と
も

な
う
場
合
が
あ
る

。
こ
の

不
確
実
性
か

ら
、
場

合
に

よ
っ

て
、

見
積

り
や

近
似

値
計

算
を

行
う
必
要

性
が
生
じ
る

。
不
確
実
性
を
忠
実
に
表
示

す
る

と
い

う
こ

と
の

意
味

は
、

こ
の

見
積

り
に
あ
た

っ
て
用
い
ら

れ
る
基
準
お
よ
び
方
法
、
な

ら
び

に
見

積
も

っ
た
数

値
の

振
れ

幅
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

で
あ

る
。

次
の

パ
ラ

グ
ラ

フ
は

、

信
頼

性
に

関
連

す
る

質
的

特
徴

で
あ

る
、

慎
重
性
に

関
す
る
内
容

で
あ
る
が
、
そ
こ
で
述
べ
ら

れ
て

い
る

基
準

を
考

慮
す

る
こ

と
が

不
可

欠
と
な
る

。

11
9 ．

内
容

の
優

先
、
す

な
わ

ち
、
形

式
に

対
す
る
実
質
の

優
先
性
が
意

味
す
る
の
は

、
実
体
と

法
形

式
が

一
致

し
な

い
場

合
、

法
形

式
で

な
く
、
経

済
的
実
質
に

従
っ
て
、
取
引
や
事
象
を
表

○
○

○

○
○

○

○
●

●

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
信

頼
性

を
構

成
す

る
質

的
特

徴
と

し
て

表
現

の
忠

実
性

、
中

立

性
を
あ
げ
て
い
る
点

で
一

致
し

て
い
る

。

〇
M
C
IF

は
、
信
頼

性
の

構
成

要
素

と
し

て
、
他

に
も

客
観

性
、
検

証
可
能

性
を

あ
げ

て
い
る

。

検
証
可
能
性
を
指
摘
し

て
い

る
点

で
は

、
SF
A
C
と

一
致

し
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

表
現

し
よ

う
と

す
る

現
象

と
測

定
値

お
よ

び
記

述
が

一
致

す

る
こ
と
を
表
現
の
忠

実
性

と
し

て
い
る

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

表
現

の
忠

実
性

の
限

界
と

し
て

、
測

定
や

表
示

方
法

に
関

す

る
固
有
の
困
難
性
、お

よ
び

財
務

諸
表

作
成

に
あ

た
っ

て
の

不
確
実

性
の

２
点

を
あ

げ
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

取
引

や
事

象
を

、
単

に
法

的
形

式
に

従
う

の
で

は
な

く
、

そ

の
経
済
的
実
質
に
則

し
て

表
示

す
る
必

要
が

あ
る

と
述

べ
ら

れ
て

い
る

。
た
だ

し
、

実
質

優
先
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（
8 ）

中
立

性
（

不

偏
性

）

（
9 ）

検
証

可
能

性

す
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

結
果

、
内

容
の
優
先

、
す
な
わ
ち

形
式
に
対
す
る
実
質
の
優
先

性
が

得
ら

れ
る

の
で

あ
る

。

12
0 ．

実
質

を
優

先
さ

せ
る

と
い
う

こ
と

は
、
事

象
や

取
引
の
形
式

が
、
経
済
的
実
質
と
は
異
な

る
外

観
を

も
ち

う
る

た
め

、
結

果
的

に
、

財
政
状
況

や
、
経
済
的

実
体
の
活
動
に
関
し
て
生
じ

た
出

来
事

が
十

分
に

反
映

さ
れ

な
い

点
に

起
因
し
て

い
る
。

13
4 ．

財
務

情
報

は
、
中

立
的

で
あ
り

、
か

つ
重
大
な

バ
イ
ア
ス
が

な
い
こ
と
を
志
向
し
て
作
成

さ
れ

ね
ば

な
ら

な
い

。

13
5 ．

こ
の

意
味

で
、
財
務

情
報

は
、
情

報
の

内
容
を
把
握

し
、
表
示

す
る
方
法
に

よ
っ
て
、
意

思
決

定
や

判
断

の
形

勢
に

あ
た

っ
て

不
適

切
な
影
響

を
与
え
う
る

場
合
、
中
立
性
を
欠
い
て
い

る
こ

と
に

な
る

。
情
報

が
中

立
性

を
欠

い
た

場
合

、
情

報
利

用
者

は
、

そ
の

情
報

に
よ

っ
て

、

情
報

作
成

者
が

事
前

に
想

定
し

た
通

り
の

意
思
決
定

を
行
う
よ
う

、
誘
導
さ
れ
て
し
ま
う
。

13
6 ．

特
定

の
情

報
利

用
者

グ
ル

ー
プ

の
利

益
に

考
慮

し
た
表

示
を

行
う

た
め

に
、

情
報

の
作

成
、

選
択

が
行

わ
れ

た
場

合
、

そ
の

情
報

も
ま
た
中

立
的
と
は
い

え
な
い
。

13
7 ．

測
定

結
果

に
同

じ
兆

候
や

同
程

度
の

不
明

確
性
が
見
ら
れ
る

場
合
、
そ
の
測
定
の
プ
ロ
セ

ス
に

は
バ

イ
ア

ス
が
か

か
っ

て
い

る
。

そ
の

バ
イ

ア
ス

に
は

、
意

図
が

な
い

場
合

も
あ

れ
ば

、

特
定

の
結

果
を

得
よ

う
と

す
る

目
的

が
原

因
に

な
っ

て
い
る
場
合

も
あ
る
。

13
8 ．

し
た

が
っ

て
、

信
頼

性
が

求
め

る
の

は
、

行
な

わ
れ
る

測
定

が
、

バ
イ

ア
ス

や
ラ

ン
ダ

ム
・

エ
ラ

ー
を

免
れ

る
こ

と
で

あ
る

。
こ

う
し

た
バ

イ
ア
ス
や
エ

ラ
ー
は
、
正
確
性
や
完
全
性

の
欠

如
に

起
因

す
る

、
測

定
者

の
責

任
に

よ
る

も
の

や
、
測
定
手

続
き
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

が
あ

る
。

13
9 ．

財
務

情
報

に
お

い
て

許
容
さ

れ
ざ

る
バ
イ
ア
ス
に
は
、
イ
ン

カ
ム
の
繰
り

上
げ
計
上
、
費

用
の

繰
り

延
べ

計
上

を
通

じ
た

利
益

の
平

準
化

や
、

異
常
損
益
の

不
適
切
な
区
分
な
ど
が
あ
げ

ら
れ

う
る

。

14
0 ．

同
様
に

許
容

さ
れ

ざ
る

バ
イ

ア
ス

に
は

、
客
観
性
（

後
述
さ
れ
る
特

徴
）
の
欠
如
か
ら
生

じ
る

バ
イ

ア
ス

、
不

確
実

性
を

と
も

な
う

評
価

に
お

い
て
、
主
観

的
な
、
極
度
に
慎
重
な
、
ま

た
は

極
度
に

楽
観
的
な
基
準

を
用
い

る
こ
と
に
よ

っ
て
生

じ
る
バ
イ
ア
ス

な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る

。

14
1 ．

不
偏
性

は
、
財

務
情

報
作

成
の

責
任

者
、
財
務
情
報

の
監
査
担
当
者

、
お
よ
び
会
計
基
準

の
設

定
・

公
表

を
依

頼
さ

れ
た

者
に

関
係

し
て

い
る

。
情
報
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
利

用
者

の
間

で
異

な
る

も
の

に
な

り
う

る
。

し
た

が
っ
て
、
不

偏
性
を
求
め
る
中
で
関
連
す

る
諸

部
門

の
人

々
の

行
動

に
は

、独
立

的
な

姿
勢
、分

析
、お

よ
び
批

判
的
判
断
が

必
要
と
な
る

。

14
5 ．

財
務

情
報

は
、

内
部

お
よ

び
外

部
か

ら
の
管

理
・
訂
正
を
受

け
る
余
地
を
残
し
た
も
の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

14
6 ．

内
部
的

な
検

証
可

能
性

は
、
基

本
的

に
、
内
部
の
管

理
基
準
に
依
拠

し
て
い
る
。
こ
の
内

部
の

管
理

基
準

に
よ

っ
て

、
経

済
的

実
体

の
展
開
す

る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
や
、
当
該
実
体
固
有

の
財

務
情

報
作

成
プ

ロ
セ

ス
を

事
実

上
規

制
す
る
も

の
で
あ
る
。

14
7 ．

外
部
的

な
検

証
可

能
性

と
は

、
情

報
が

、
そ
の
作
成

プ
ロ
セ
ス
の
外

で
、
適
切
な
テ
ス
ト

を
通

じ
て

証
明

を
受

け
る

と
い

う
属

性
を

表
し
て
い

る
。
同
時
に

、
そ
の
情
報
に
対
し
て
求
め

ら
れ

る
質

的
特

徴
が

備
わ

っ
て

い
る

か
、

情
報
作
成

の
た
め
に
用

い
ら
れ
る
基
礎
的
前
提
が
正

し
く

適
用

さ
れ

て
い

る
か

に
つ

い
て

、
情

報
利
用
者

が
必
要
と
す

る
保
証
を
表
す
も
の
で
も
あ

る
。

こ
の

保
証

の
度

合
い

は
、

経
済

的
実

体
か
ら
独

立
し
た
専
門

家
が
情
報
の
訂
正
を
行
う
場

合
に

強
く

な
る

。

14
8 ．

検
証

可
能

性
は

、
情

報
の

信
頼

性
を

高
め

る
。
な
ぜ

な
ら
、
検

証
可
能
性
は

、
基
礎
的
な

○
○

○

●
●

○

主
義

の
内

容
に

関
し
て
IA
SC
FW

、
M
C
IF

は
一

致
し

て
い

る
が

、
質

的
特

徴
の

階
層

に
お

け

る
位
置
付
け
は
大
き
く

異
な

る
。
IA
SC
FW

で
は

実
質

優
先

主
義

を
信

頼
性
の

構
成

要
素

で
あ

る
表
現

の
忠
実

性
の

要
件

と
し

て
い

る
の

に
対

し
、
M
C
IF

は
目

的
適

合
性

の
構

成
要

素
と

し

て
位
置
付
け
て
い
る

。

〇
SF
A
C
と
SP
FR

で
は

、
実

質
優

先
主

義
を

質
的

特
徴

の
一

つ
と

し
て

明
示

し
て

は
い

な
い

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

中
立

性
を

信
頼

性
の

構
成

要
素

と
し

て
い

る
。

〇
M
C
IF

に
お
け
る

不
偏
性

（
中

立
性

）
に

関
す

る
記

述
は

、
IA
SC
FW

の
そ

れ
よ

り
も

詳
し

い
。
M
C
IF

で
は

、
不

偏
性

を
損

な
う

要
素

と
し

て
、

故
意

ま
た

は
過

失
に

よ
る

バ
イ

ア
ス

お

よ
び
ラ
ン
ダ
ム
・
エ

ラ
ー

を
あ

げ
、
そ

れ
ら

が
発

生
す

る
原

因
と

し
て

、
完
全

性
や

客
観

性
と

い
う
質
的
特
徴
の
欠

如
に

言
及

し
て
い

る
。

〇
ま
た

、
M
C
IF

で
は

、
会

計
基

準
設

定
主

体
が

会
計

基
準

設
定

に
お

い
て

普
遍

性
を

保
つ

こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の

点
は

、
SF
A
C
に

同
じ

で
あ
る

。

〇
IA
SC
FW

に
は

検
証

可
能
性

に
関

す
る

記
述

は
な

い
。

〇
SF
A
C
に

は
検

証
可

能
性

に
関

す
る

記
述

が
み

ら
れ

る
が

、
そ

れ
と

比
較

し
て

も
M
C
IF

の

検
証
可
能
性
に
関
す
る

記
述

は
詳

細
と

言
え

る
。

検
証

可
能

性
が

信
頼

性
を
高

め
る

質
的

特
徴

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

と
ど

ま
ら

ず
、
内

部
的

な
検

証
可

能
性
（

内
部

統
制

に
よ
る

）、
外

部
的

な
検
証
可
能
性
（
独
立

の
監

査
人

の
監

査
に

よ
る

）
に

つ
い

て
も

言
及

し
て
い

る
。
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（
10

）
慎

重
性

（
11
）

完
全

性

質
的

特
徴

お
よ

び
情

報
に

反
映

さ
れ

る
事

象
の
状
況

を
最
大
限
厳

密
に
表
現
す
る
能
力
を
保
証

す
る

も
の

だ
か

ら
で

あ
る

。
し

か
し

、
検

証
可
能
性

だ
け
が
、
財

務
情
報
の
有
用
性
を
保
証
す

る
属

性
と

な
る

わ
け

で
は

な
い

。
検

証
可

能
な
情
報

は
、
目
的
適

合
性
を
有
し
て
い
な
い
場
合

も
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

必
要

な
の

は
、

用
い
ら
れ

た
測
定
プ
ロ

セ
ス
の
有
用
性
を
検
証
す
る

こ
と

に
よ

り
、

こ
の

特
質

を
補

完
す

る
こ

と
で
あ
る

。

15
3 ．

慎
重

性
と

は
、

不
確

実
性

の
あ

る
状

況
下

で
必

要
と
さ

れ
る

見
積

り
を

行
う

に
あ

た
っ

て
、

資
産

お
よ

び
イ

ン
カ

ム
を

過
大

評
価

し
な
い
、

ま
た
負
債
お

よ
び
費
用
を
過
小
評
価
し
な

い
程

度
の

、
合

理
的

な
注

意
を

払
う

こ
と

を
意
味
す

る
。

15
4 ．

慎
重

性
と

は
、
問

題
と

な
る
事

象
の

重
要

性
、
そ
れ
が
生
じ

る
時
期
は
わ
か
ら
な
い
に
し

て
も

、
現

状
に

照
ら

し
て

確
実

な
事

象
を

予
測
・
評

価
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
問
題
の

事
象

や
取

引
に

固
有

の
不

確
実

性
が

あ
る

と
し
て
も

、
そ
れ
ら
は

十
分
厳
密
に
数
値
化
さ
れ
る

こ
と

に
な

る
。

15
5 ．

慎
重

性
の

原
則

に
よ

っ
て

不
確

実
性

を
分

析
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
確
率
が
同
じ
で
あ
る

場
合

、
も

っ
と

も
楽

観
性

の
低

い
見

積
り

を
選

択
す

る
こ
と
を
意

味
す
る
。
も
っ
と
も
保
守
的

な
見

積
り

だ
と

い
う

理
由

だ
け

で
、

確
率

の
低

い
見

積
り
を
選
択

す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
。

15
6 ．

不
確

実
性

の
分

析
は

、
財

務
情

報
の

質
的
特
徴

、
と
り
わ
け

信
頼
性
に
か
か
わ
る
特
徴
と

と
も

に
、

財
務

諸
表

作
成

時
に

利
用

で
き

る
デ

ー
タ

を
す
べ
て
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

15
7 ．

慎
重

性
と

い
う

質
的

特
徴

を
適

用
す

る
場
合
、
財
務
情
報
の

目
的
適
合
性
お
よ
び
信
頼
性

を
損

な
っ

て
は

な
ら

な
い

。
慎

重
性

を
行

使
す

る
と

い
う
こ
と
は

、
秘
密
積
立
金
や
過
度
の
引

当
金

、
資

産
ま

た
は

イ
ン

カ
ム

の
恣

意
的

な
過

小
評

価
、
負
債
や

費
用
の
過
大
評
価
を
容
認
す

る
も

の
で

は
な

い
。

そ
の

こ
と

に
よ

っ
て

、
逆

に
財

務
情
報
の
目

的
適
合
性
が
失
わ
れ
、
同
時

に
客

観
性

、
ひ

い
て

は
信

頼
性

と
い

う
質

的
特

徴
ま

で
満
た
さ
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

15
8 ．

い
か

な
る

ケ
ー

ス
で

も
、
目

的
適

合
性

と
信
頼

性
と
い
う
質

的
特
徴
を
保
持
す
る
目
的
か

ら
、

情
報

利
用

者
が

事
象

や
状

況
に

関
し

て
適

切
な

判
断
を
下
せ

る
よ
う
、
財
務
情
報
に
お
い

て
、

慎
重

性
が

ど
の

よ
う

に
適

用
さ

れ
た

か
、

リ
ス

ク
の
見
積
り

に
あ
た
っ
て
ど
ん
な
基
準
や

方
法

が
用

い
ら

れ
た

か
、

説
明

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

15
9 ．

ス
ペ

イ
ン

の
商

法
典

で
は
、
忠

実
な

概
観
の
枠

組
み
の
中
で

、
慎
重
性
の
原
則
が
他
の
原

則
と

競
合

す
る

場
合

、
慎

重
性

の
原

則
に

優
位

性
を

も
た
せ
て
い

る
。
こ
の
規
定
は
、
信
頼
性

と
目

的
適

合
性

が
同

じ
水

準
で

あ
る

場
合

、
よ

り
保

守
的
な
方
法

を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

解
釈

す
べ

き
で

あ
る

。
と

く
に

競
合

が
な

い
場

合
に
は
、
財

務
情
報
の
質
的
特
徴
と
と
も

に
、情

報
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

を
十

分
に

満
た

す
よ
う

な
処
理
方
法
が

選
択
さ
れ
る

は
ず
で
あ
る

。

95
．

明
示

し
よ

う
と

す
る

事
実

に
つ

い
て

、
十

分
な

内
容
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め

に
は

、
比

較
的

重
要

な
会

計
期

間
に

お
い

て
、

情
報
は
完
全

な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
の

た
め

、
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
で

必
要

と
さ

れ
る
適
切
な

情
報
お
よ
び
追
加
情
報
を
す

べ
て

明
ら

か
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

96
．

情
報

の
完

全
性

が
前

提
と

し
て

い
る

の
は

、
重

要
事
項
や
状

況
の
表
示
が
有
効
で
あ
る
こ

と
を

保
障

す
る

た
め

に
必

要
な

す
べ

て
の

属
性

を
、

合
理
性
や
経

済
性
な
ど
、
本
概
念
フ
レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
第
16
0 パ

ラ
グ

ラ
フ

か
ら
17
6 パ

ラ
グ
ラ

フ
に
お
い
て

分
析
さ
れ
て
い
る
制
約
条
件

と
い

う
枠

組
み

の
中

で
包

含
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

97
．

情
報

の
完

全
性

は
、

目
的

適
合

性
が

備
わ

る
こ

と
を
可
能
な

ら
し
め
る
が
、
一
方
で
信
頼

性
と

も
関

連
を

持
っ

て
い

る
。
不

完
全

な
情
報

は
、
バ
イ
ア
ス
を
生

じ
さ
せ
る
可

能
性
も
あ
り

、

そ
の

た
め

、
信

頼
性

を
損

な
う

可
能

性
も

あ
る

。
逆

に
、
完
全
な

情
報
は
、
信
頼
性
が
あ
っ
て

も
、

目
的

適
合

性
が

損
な

わ
れ

る
場

合
も

あ
る

。

○
○

○

○
●

○

〇
M
C
IF

で
も
、
IA
SC
FW

と
同

様
、

慎
重

性
の

名
の

も
と

、
資

産
・

収
益

の
過

大
表

示
あ

る

い
は

負
債

・
費

用
の

過
小

表
示

を
認

め
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

が
述

べ
ら

れ
て

い
る

。
M
C
IF

で
は
、
過
度
の
慎
重
性

は
、

目
的

適
合

性
、

ひ
い

て
は

信
頼

性
さ

え
も

損
な
う

こ
と

に
つ

い
て

も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

〇
M
C
IF

で
は
、
ス

ペ
イ

ン
の

商
法

典
に

お
け

る
「

慎
重

性
の

原
則

」
に

も
触

れ
て

い
る

。
商

法
典
に
お
い
て
、
慎

重
性

の
原

則
は
、

他
の

原
則

に
対

し
て

相
対

的
優

位
性
が

与
え

ら
れ

て
い

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

完
全

性
に

関
す

る
定

義
は

ほ
ぼ

一
致

し
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

で
は
、

完
全

性
は

信
頼

性
を

構
成

す
る

質
的

特
徴

で
あ

る
と

さ
れ

る
の

に
対

し
、

M
C
IF

で
は
、

完
全

性
は

目
的

適
合

性
の

構
成

要
素

で
あ

る
と

さ
れ

て
い

る
。

た
だ

し
、

両
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お

い
て

も
、

完
全
性

の
欠

如
は

信
頼

性
、

目
的

適
合

性
の
双

方
を

損
な

う
も

の
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

〇
SF
A
C
で

は
、

完
全

性
は

、
表

現
の

忠
実

性
に

お
い

て
補

足
的

に
説

明
さ

れ
て

い
る

に
と

ど

ま
り
、
質
的
特
徴
の

一
つ

と
し

て
明
示

さ
れ

て
い

な
い

。
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（
12

）比
較

可
能

性

（
13

）
適

時
性

10
4 ．

比
較

可
能

性
と

は
、
時

間
と
場

所
が

異
な

る
状

況
を
総
合
的

に
評
価
す
る

場
合
に
、
類
似

性
お

よ
び

相
違

を
発

見
し

、説
明

す
る

た
め

に
有
用

で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と

を
意
味
す
る

。

10
5 ．

比
較

可
能

性
は

、
相

対
的

な
観

点
で

情
報
を
評

価
可
能
に
し

よ
う
と
す
る

場
合
、
情
報
の

有
用

性
が

増
大

す
る

限
り

、
目

的
適

合
性

と
関

連
を

も
っ
て
い
る

。
し
か
し
、
同
時
に
、
比
較

可
能

性
は

信
頼

性
と

も
関

連
性

が
あ

る
。

な
ぜ

な
ら

、
比
較
可
能

で
な
い
情
報
は
、
不
確
実
性

を
増

大
さ

せ
、

必
然

的
に

備
わ

っ
て

い
る

信
頼

性
の

水
準
を
低
下

さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

10
6 ．

情
報

が
目

的
適

合
的

か
つ

信
頼

で
き

る
も
の
で
あ
る
た
め
に

は
、
情
報
利
用
者
は
時
系
列

的
に

実
体

の
内

容
を

比
較

す
る

状
況

に
い

な
く
て
は

な
ら
な
い
。

比
較
は
実
体
の
進
展
を
評
価

す
る

上
で

、
重

要
な

も
の

と
な

る
。

同
様

に
、
特
定

の
経
済
状
況

の
中
に
お
か
れ
た
当
該
実
体

の
状

態
を

評
価

す
る

た
め

に
、

情
報

利
用

者
は
当
該

実
体
の
内
容

を
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
体
と
関

連
さ

せ
て

比
較

で
き

る
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
。

10
7 ．

比
較

可
能

性
と

い
う

特
徴
の

結
果

と
し

て
、
財

務
情
報
は
、
そ
の
作
成
に
お
い
て
用
い
ら

れ
た

基
準

と
方

法
、

そ
の

よ
う

な
基

準
と

方
法
に
つ

い
て
生
じ
る

可
能
性
の
あ
っ
た
変
化
、
な

ら
び

に
そ

の
変

化
に

よ
る

影
響

を
含

む
も

の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

10
8 ．

基
準

お
よ

び
方

法
に

関
し
て

必
要

な
こ

の
情
報
は
、
と
り
わ

け
、
リ
ス
ク
や
不
確
実
性
が

あ
る

状
況

の
場

合
に

、
目

的
適

合
的

で
あ

る
。
不
確

実
性
が
覆
い

隠
さ
れ
る
限
り
、
あ
る
い
は

そ
の

不
確

実
性

を
数

量
化

す
る

た
め

の
基

準
が
明
ら

か
で
な
い
場

合
、
比
較
可
能
性
は
損
な
わ

れ
て

い
く

。

10
9 ．

正
当
な

理
由

か
ら

、
経

済
的
実

体
が

、
そ

の
活
動
分

野
に
お
い
て
一

般
的
、
も
し
く
は
習

慣
的

と
考

え
ら

れ
う

る
基

準
か

ら
離

脱
し

た
場
合
、

当
該
実
体
は

、
そ
の
離
脱
を
裏
付
け
る
動

機
、

離
脱

に
よ

っ
て

財
務

情
報

が
受

け
う

る
数
量
的

影
響
に
関
す

る
情
報
を
、
注
記
に
含
め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

11
0 ．

比
較

可
能
性

に
よ

っ
て

必
要

と
な

る
の

は
、
あ
る
会
計
期

間
の
財
務
情
報
が
、
前
の
期
間

と
対

応
す

る
形

で
表

示
さ

れ
る

こ
と

で
あ

る
。
貸
借

対
照

表
、
損

益
計
算

書
、

キ
ャ
ッ

シ
ュ

・

フ
ロ

ー
計

算
書

、
お

よ
び

注
記

は
、

最
低

で
も

２
期

間
連
続
で
比

較
情
報
を
表
示
し
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。

11
1 ．

会
計

の
標

準
化

は
、
構

造
、
用

語
法

、
お
よ
び

作
成
上
の
基

準
に
関
し
て
、
統
一
的
な
財

務
諸

表
が

作
成

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

情
報

の
明

瞭
性

お
よ
び
比
較

可
能
性
に
と
っ
て
有
利
に
働

く
。
A
EC
A
の

会
計

原
則

に
準

拠
し

た
財

務
諸

表
の
作
成
は
、
経
済
的
実
体
に

よ
っ
て
利
用
さ

れ
た

会
計

基
準

お
よ

び
会

計
処

理
方

法
に

関
す

る
情

報
を
含
む
も

の
で
あ
り
、
必
要
な
比
較
可

能
性

を
達

成
す

る
の

に
役

立
つ

。

11
2 ．

比
較

可
能
性

を
実

現
す

る
の

に
必

要
な

の
は
、
当
該
実
態

の
中
だ
け
で
な
く
、
別
の
実
体

に
お

い
て

も
、

同
じ

事
象

や
取

引
を

測
定

・
表

示
す

る
の
に
、
同

様
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
で

あ
る

。
雑

多
な

条
件

の
も

と
で

比
較

が
行

わ
れ

れ
ば

、
有
用
性
が

失
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

11
3 ．

継
続

性
は
、
財

務
情

報
の

質
的

特
徴

、
と
り
わ

け
比
較
可
能

性
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を

意
味

す
る

。
単

一
性

が
な

け
れ

ば
、

会
計

数
値

の
変

化
の
原
因
が

、
経
済
的
実
質
の
変
化
な
の

か
、

あ
る

い
は

単
に

会
計

基
準

や
会

計
処

理
方

法
の

変
化
な
の
か

分
か
ら
な
く
な
る
た
め
、
会

計
情

報
は

比
較

可
能

性
を

失
う

こ
と

に
な

る
。

11
4 ．

し
た

が
っ

て
、

比
較
可

能
性

を
確

保
す
る

た
め
の
必
要
条

件
で
あ
る
単
一
性
を
遵
守
し

、

一
度

採
用

さ
れ

た
会

計
基

準
ま

た
は

会
計

処
理

方
法

は
、
そ
れ
ら

を
採
用
す
る
動
機
と
な
っ
た

前
提

条
件

が
変

化
し

な
い

限
り

、
維

持
さ

れ
な

け
れ

ば
な
ら
な
い

。

16
2 ．

財
務

情
報

は
適

切
な

時
点
で

、
す

な
わ

ち
、
情

報
利
用
者
の

意
思
決
定
に
対
す
る
影
響
力

が
発

揮
さ

れ
る

前
に

、そ
の

利
用

者
に

提
供

さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。適

時
性
を
欠
い
た
デ
ー

○
○

○

○
○

●

〇
文
言
は
異
な
る
も

の
の

、
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、
比

較
可

能
性

の
内
容

に
つ

い
て

は
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
る
。

〇
た
だ
し
、
IA
SC
FW

で
は

比
較

可
能

性
が

財
務

諸
表

の
主

要
な

質
的

特
徴
と

位
置

づ
け

ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
M
C
IF

で
は

、
比

較
可

能
性

は
目

的
適

合
性
の

構
成

要
素

と
さ

れ
て

い
る

。

〇
ま
た

、
M
C
IF

で
は

、
比

較
可

能
性

を
確

保
す

る
た

め
の

必
要

条
件

と
し

て
単

一
性

を
あ

げ

て
い

る
。

一
方

、
IA
SC
FW

で
は

、「
比

較
可

能
性

は
単

な
る

単
一

性
と

は
混

同
す

べ
き

で
は

な
い
」
と
し
て
お
り

、
会

計
方

針
の
変

更
に

対
す

る
考

え
方

に
若

干
の

違
い
が

あ
る

よ
う

に
も

思
わ
れ
る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

適
時

性
を

質
的

特
徴

の
制

約
条

件
、

す
な

わ
ち

、
目

的
適

合

性
と
信
頼
性
の
均
衡

に
お

い
て

考
慮
す

べ
き

事
項

と
し

て
い

る
。
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（
14

）中
立

性
と

慎

重
性

（
15

）コ
ス

ト
と

ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
（

経

済
性

）

（
16

）質
的

特
徴

の

間
の

均
衡

タ
が

公
表

さ
れ

る
と

、
そ

れ
は

志
向

す
る

目
的
に
と

っ
て
無
益
な

も
の
と
な
る
。

16
3 ．

遅
れ

て
提

供
さ

れ
た

情
報
は

、
目

的
適

合
性
を

す
べ
て
、
も

し
く
は
一
部
欠
い
た
も
の
と

な
る

。
逆

に
、

適
時

性
の

あ
る

情
報

を
提

供
す
る
た

め
に
は
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
特
定
の
取

引
も

し
く

は
出

来
事

に
つ

い
て

、
す

べ
て

の
側
面
が

明
ら
か
に
な

る
前
に
、
情
報
を
提
供
す
る

必
要

も
生

じ
る

。
そ

の
結

果
、

目
的

適
合

性
お
よ
び

信
頼
性
の
水

準
が
低
下
す
る
と
い
う
リ
ス

ク
も

広
が

る
。

16
4 ．

他
の

質
的

特
徴

な
く

し
て
、
適

時
性

そ
れ

だ
け

で
は
価
値
が

な
い
。
適
時
性
の
あ
る
情
報

で
も

、
目

的
適

合
性

ま
た

は
信

頼
性

が
な

け
れ
ば
、

利
用
者
の
ニ

ー
ズ
は
満
た
さ
れ
な
い
。

16
5 ．

し
た

が
っ

て
、
適

時
性

の
あ
る

情
報

を
提

供
す

る
こ
と
を
通

じ
て
、
信
頼
性
と
目
的
適
合

性
の

間
で

十
分

な
均

衡
を

は
か

る
こ

と
が

必
要
で
あ

る
。
す
な
わ

ち
、
適
時
性
以
外
の
財
務
情

報
の

質
的

特
徴

を
最

適
な

水
準

に
保

ち
な

が
ら
、意

思
決
定
の
た
め

に
適
切
な
期

間
を
お
い
て

、

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

16
6 ．

財
務

諸
表

を
公

表
す

る
期
間

の
決

定
は

、
会
計

基
準
の
問
題

で
あ
り
、
す
べ
て
の
場
合
に

お
い

て
、

経
済

的
実
体

の
諸

関
連

機
関

で
の

決
定

に
応

じ
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。
し

か
し

、

通
常

、
財

務
諸

表
の

公
表

の
期

間
は

、
法

規
定
に
よ

っ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

17
1 ．

財
務

情
報

は
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

上
有

用
で

あ
る
が

、
同

時
に

情
報

を
得

る
た

め
に

は
、

コ
ス

ト
が

か
か

る
。

諸
事

象
に

関
す

る
よ
り
詳

細
な
知
識
を

各
意
思
決
定
者
に
も
た
ら
し

う
る

デ
ー

タ
が

、
ど

れ
だ

け
集

積
し

、
ま

た
普
及
し

て
い
る
か
、
そ

の
水
準
を
判

断
す
る
と
き

、

意
思

決
定

者
に

提
供

す
べ

き
情

報
は

、
コ

ス
ト
・
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト

の
原
則
を
考
慮
し
た
も
の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
目

的
適

合
性

お
よ

び
信
頼
性

が
最
大
限
の

情
報
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は

コ
ス

ト
が

か
か

り
す

ぎ
る

可
能

性
も

あ
る

。

17
2 ．

コ
ス

ト
お

よ
び

ベ
ネ

フ
ィ
ッ

ト
の

測
定

、
と
り

わ
け
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
の
測

定
は
、
簡
単
な

問
題

で
は

な
い

。
そ
の

コ
ス

ト
は

ベ
ネ

フ
ィ

ッ
ト

を
享

受
す

る
者

が
負

担
す

る
と

は
限

ら
ず

、

そ
の

一
方

で
、ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
は

簡
単

に
数

値
化
で

き
る
も
の
で
は

な
い
し
、そ

の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
が

、
情

報
作

成
に

あ
た

っ
て

当
初

対
象

と
し

て
い

た
利
用
者
に

帰
す
る
と
も
限
ら
な
い
。
こ

の
よ

う
な

状
況

が
あ

る
限

り
、

コ
ス

ト
、

ベ
ネ

フ
ィ

ッ
ト
の
測
定

に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
な

側
面

を
考

慮
に

入
れ

る
必

要
も

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
経
済
性
の

評
価
は
、
職
業
専
門
的
な
基

準
が

介
入

す
る

問
題

と
な

る
。

17
3 ．

し
か

し
、
過
度

の
情

報
作

成
コ

ス
ト

を
い
と
わ

な
い
利
用
者

に
だ
け
情
報
を
提
供
す
る
と

い
う

こ
と

は
認

め
ら

れ
な

い
。

必
要

な
の

は
、

情
報

利
用
者
が
期

待
す
る
有
用
性
に
見
合
っ
た

コ
ス

ト
が

か
か

っ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

17
4 ．

目
的

適
合

性
お

よ
び

信
頼

性
と

い
う

質
的
特
徴
は
、
そ
こ
か

ら
派
生
す
る
質
的
特
徴
と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
目

的
、
ひ

い
て
は

財
務

情
報
の
意
思
決
定
有
用
性

を
保
証
す
る

も
の
で
あ
る

。

し
か

し
、

あ
る

特
徴

と
そ

の
他

の
特

徴
を

、
同

時
に

最
大
限
の
水

準
で
達
成
し
よ
う
と
す
る
の

は
、

通
常

結
果

と
し

て
不

可
能

で
あ

る
。

な
ぜ

な
ら

、
特
定
の
水

準
を
越
え
る
と
、
目
的
適
合

性
の

向
上

に
よ

っ
て

、
信

頼
性

が
低

下
す

る
、

あ
る

い
は
そ
の
逆

が
生
じ
る
た
め
で
あ
る
。

17
5 ．

そ
れ

ら
が

意
味

す
る

の
は
、
目

的
達

成
の
度
合

い
は
、
す
べ

て
の
質
的
特
徴
を
最
高
水
準

で
達

成
す

る
の

で
は

な
く

、
最

適
点

を
求

め
る

と
い

う
観
点
か
ら

動
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ

ら
は

、
具

体
的

な
事

例
ご

と
に

、
十

分
な
職
業
専
門
的
尺
度
を

必
要
と
す
る

問
題
で
あ
る

。

17
6 ．

し
か

し
、
財

務
情
報

で
は

、
目

的
適

合
性
が
最
優
先

さ
れ
、
信

頼
性
に
つ
い

て
は
、
最
低

限
不

可
欠

の
水

準
を

満
た

さ
な

く
て

は
な

ら
な

い
と

言
え
る
。

○
○

●

○
○

●

○
●

●

〇
SP
FR

で
は

、
適

時
性

に
つ

い
て

の
言

及
は

あ
る

も
の

の
、

質
的

特
徴

、
ま

た
は

制
約

要
因

と
し
て
明
示
さ
れ
て
は

い
な

い
。

〇
SP
FR

だ
け

が
、
こ

の
論

点
に

言
及

し
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

コ
ス

ト
・

ベ
ネ

フ
ィ

ッ
ト

（
経

済
性

）
を

質
的

特
徴

に
対

す

る
制
約
条
件
と
し
て

い
る

。

〇
SP
FR

は
、

コ
ス

ト
・

ベ
ネ

フ
ィ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

規
定

し
て

い
な

い
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

質
的

特
徴

の
間

の
均

衡
に

つ
い

て
は

、
ほ

ぼ
同

様
の

説
明

が

み
ら
れ
る
。
SF
A
C
、
SP
FR

で
は

、
こ

の
点

に
関

す
る

規
定

は
な
い

。
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（
17

）真
実

か
つ

公

正
な

る
概

観
ま

た

は
適

正
表

示

６
．

財
務

諸
表

の

構
成

要
素

（
1 ）

構
成

要
素

（
2 ）

構
成

要
素

の

定
義

17
7 ．
「

忠
実

な
概

観
」
と

い
う
表

現
は

、
ス

ペ
イ

ン
の
法
規
定
の
中

に
出
て
く
る

も
の
で
あ
る
。

こ
れ

は
、

財
務

情
報

に
課

せ
ら

れ
る

質
的

特
徴

と
と

も
に
、
財
務

情
報
作
成
の
根
底
に
あ
る
基

礎
的

前
提

を
満

た
す

こ
と

に
よ

り
、

財
務

情
報

の
目

的
を
達
成
す

る
と
い
う
意
味
で
解
釈
し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

た
め

、
忠

実
な

概
観

の
達

成
は
、
本
概

念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
適
用

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

必
然

的
に

得
ら

れ
る

結
果

だ
と

考
え
ら
れ
る

。

17
8 ．

さ
ら

に
、

商
法

典
で

は
、

忠
実

な
概

観
の

確
保

を
い
っ

そ
う

達
成

し
や

す
く

す
る

た
め

の
、

法
律

的
な

性
格

の
強

い
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
注

目
し

て
い
る
。
そ

れ
は
、
追
求
し
て
い
る
目
的

に
到

達
し

な
い

場
合
、

あ
る

基
準

を
切

り
離

す
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

可
能

性
、

な
ら

び
に

、

法
規

定
が

十
分

で
な

い
場

合
、

追
加

情
報

を
含

め
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
義
務
で
あ
る
。

17
9 ．

こ
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
は

非
常

に
法

律
的

な
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

は
、
あ

え
て

こ
れ

に
は

触
れ

な
い

。
し

か
し

、
財
務

情
報
の
目
的
お

よ
び
質
的
特

徴
の
達
成
が

、

具
体

的
な

基
準

の
文

言
の

内
容

よ
り

も
、

忠
実

な
概

観
と
い
う
目

的
を
優
先
す
る
こ
と
に
関
連

し
て

い
る

限
り

、
そ

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
適

用
し

た
結

果
は
、
本
概

念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
い

て
も

絶
対

的
な

も
の

と
な

る
。

18
9 ．

し
た

が
っ

て
、

財
務

諸
表

の
構

成
要

素
に

は
、

当
該
実

体
が

所
有

し
て

い
る

資
源

（
資

産
）、

当
該

資
源
に

対
す

る
権

利
（

負
債

）、
資

本
（

資
産

、
負

債
の

差
額

）、
お

よ
び

取
引

に

よ
っ
て
生
じ
る
資
産
・
負
債
の
変
化
と
経
済
的
活
動
か
ら
生
じ
る
そ
の
他
の
事
象
や
状
況
が
あ
る
。

19
5 ．

財
政

状
態

と
関

連
の
あ

る
構

成
要

素
（

資
産
、
負
債

、
お
よ
び

そ
の
差
額
、
す
な
わ
ち
資

本
）

に
対

す
る

基
本

的
情

報
は

、
貸

借
対

照
表

で
表

示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
、
活

動
に

関
連

す
る

構
成

要
素

（
費

用
お

よ
び

イ
ン

カ
ム

）
に
対
す
る

基
本
的
情
報
は
、
損
益
計
算

書
に

示
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
注

記
書

類
は

、
必

要
な
追
加
情

報
を
記
載
す
る
も
の
で
あ
る

が
、注

記
書

類
に

含
ま

れ
る

デ
ー

タ
は

、貸
借

対
照
表

お
よ
び
損
益

計
算
書
に
記
載
さ
れ
る
デ
ー

タ
の

代
用

と
考

え
て

は
な

ら
な

い
。

19
6 ．

資
産
と

は
、
過

去
の

事
象

の
結

果
生

じ
た
も
の
と
し
て
、
経
済
的
実

体
に
よ
り
、
経
済
的

に
支

配
を

受
け

て
い

る
資

源
で

あ
り

、
当

該
実

体
に

将
来
の
収
益

獲
得
を
も
た
ら
す
可
能
性
の

高
い

も
の

で
あ

る
。

19
7 ．

そ
の

た
め

、「
経

済
的

支
配

」
と

い
う

用
語
が

意
味
す
る
の

は
、
当
該
実
体
が
、
生
み
出

さ
れ

た
収

益
を

自
由

に
処

分
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
収
益

獲
得

の
蓋

然
性

が
、

資
産

の
定

義
に

備
わ

っ
て

い
る

基
礎
的
特
徴

の
う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
も

の
で

あ
る

。

20
9 ．

負
債

と
は

、
過

去
の

取
引

や
事

象
の

結
果
生
じ

る
、
経
済
的

実
体
の
債
務
お
よ
び
義
務
の

こ
と

で
あ

る
。

そ
れ

を
履

行
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

当
該
実
体
が

資
源
を
失
う
、
ま
た
は
将
来

の
収

益
の

獲
得

を
と

も
な

う
役

務
を

提
供

す
る

高
い

可
能
性
が
生

じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
収
益

を
生

む
可
能

性
の
あ
る
資
源

を
手
放

さ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と
い
う
義
務

が
生
じ

る
蓋
然
性
は

、

負
債

の
定

義
に

固
有

の
基

本
的

特
徴

で
あ

る
。

21
0 ．

負
債

は
財

や
サ

ー
ビ

ス
の
取

得
、
外

部
か
ら
の

融
資
の
獲
得

、
ま
た
は
そ
の
他
の
負
債
の

転
換

に
よ

っ
て

生
じ

う
る

。
例

外
的

に
、

支
払

う
べ

き
負
債
の
原

因
が
資
本
の
削
減
で
あ
る
こ

と
も

あ
る

。

21
2 ．

資
源

を
放

棄
す

る
契

約
が
生

じ
う

る
の
で
あ
れ
ば
、
支
払
期

日
が
な
い
、
も
し
く
は
支
払

○
●

○

○
●

●

○
○

○

〇
M
C
IF

第
17
7 パ

ラ
グ

ラ
フ

は
、
IA
SC
FW

に
お

け
る
「

真
実

か
つ

公
正

な
概

観
」、

ま
た

は

「
適
正
表
示
」
に
関

す
る

記
述

と
一

致
す

る
。
M
C
IF

第
17
8 、
17
9 パ

ラ
グ

ラ
フ

は
、
ス

ペ
イ

ン

の
商
法
典
に
お
け
る
忠

実
な

概
観

に
つ

い
て

言
及

さ
れ

て
お

り
、

英
国

の
概
念

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
SP
FR

の
序

章
に
お

け
る

「
真

実
か

つ
公

正
な

概
観

」
に

関
す

る
記

述
と
ほ

ぼ
一

致
す

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

貸
借

対
照

表
の

構
成

要
素

と
し

て
資

産
、

負
債

、
資

本

（
IA
SC
FW

で
は
持

分
）、

損
益

計
算

書
の

構
成

要
素

を
イ

ン
カ

ム
、

費
用

と
し

て
い

る
。

〇
M
C
IF

で
は
、
損
益

計
算

書
の

構
成

要
素

で
あ

る
イ

ン
カ

ム
（
in
co
m
e ）

と
し

て
、
in
gr
es
os

と
い
う
言
葉
を
用
い

て
い

る
。

こ
の
言

葉
は

、
商

法
典

や
プ

ラ
ン

・
コ

ン
タ
ブ

ル
・

ヘ
ネ

ラ
ル

に
お
い
て
、伝

統
的
な

収
益

に
該

当
す

る
用

語
と

し
て

用
い

ら
れ

て
い

る
。M
C
IF

で
は
in
gr
es
os

の
他
に
re
nd
im
ie
nt
o
と

い
う

用
語

も
用

い
ら

れ
て

い
る

。
本

文
中

に
明

確
な
規

定
は

な
い

も
の

の
、
re
nd
im
ie
nt
o
は
in
gr
es
os

に
包

摂
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
IA
SC
FW

に

従
い
、
in
gr
es
os

に
イ

ン
カ

ム
と

い
う

訳
語

を
あ
て

は
め

た
。

〇
SF
A
C
で

は
、

損
益

計
算

書
の

構
成

要
素

を
収

益
、

費
用

、
利

得
、

損
失

の
４

つ
と

し
て

い

る
。

ま
た

、
SF
A
C
お

よ
び
SP
FR

で
は

、
所

有
者

に
よ

る
投

資
、

所
有

主
へ

の
分

配
を

財
務

諸
表
の
構
成
要
素
と
し

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

資
産

の
定

義
に

つ
い

て
は

「
過

去
の

事
象

」、
「

特
定

の
事

業

体
（
経
済
的
実
体
）
に

よ
る

支
配

」、
「

将
来

の
経

済
的

便
益

」
の
３

つ
を

要
件

と
し

て
い

る
点

で
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

資
産

を
「

資
源

」
と

し
て

い
る

点
で

も
一

致
し

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

負
債

の
定

義
に

つ
い

て
は

「
過

去
の

事
象

」、
「

特
定

の
企

業

（
経

済
的

実
体

）
の

債
務

」、
「

将
来

の
経

済
的

便
益

の
流

出
」

の
３

つ
を

要
件

と
し

て
い

る
点

で
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
。

〇
資
産

の
要
件

の
一

つ
で

あ
る

「
将

来
の

経
済

的
便

益
」

に
つ

い
て

、
M
C
IF

で
は

「
将

来
の

収
益
」
と
い
う
用
語
が

用
い

ら
れ

て
い

る
。

〇
将
来

の
経
済

的
便

益
の

流
入

（
IA
SC
FW

）
の

可
能

性
に

つ
い

て
、
IA
SC
FW

で
は

「
期

待

さ
れ
る
：
ex
pe
ct
ed
」
と

い
う

用
語

が
用

い
ら
れ

て
い

る
の

に
対
し

、
将
来

の
収

益
獲

得
（
M
C
IF
）

の
可
能
性
に
つ
い
て
は

、「
可

能
性

の
高

い
：
pr
ob
ab
le
」

と
い

う
用

語
が

用
い

ら
れ

て
い

る
。
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（
3 ）

構
成

要
素

の

連
繋

（
4 ）

資
産

の
特

徴

期
日

が
条

件
付

の
も

の
で

あ
っ

た
と

し
て

も
、
そ
れ

が
負
債
の
定

義
を
満
た
さ
な
い
と
い
う
理

由
に

は
な

ら
な

い
。

21
3 ．

条
件

付
で

あ
る

が
ゆ

え
に
、
ま

た
は

他
の

あ
ら

ゆ
る
理
由
か

ら
、
負
債
の
金
額
を
見
積
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
し

て
も

、
資

源
を

放
棄
す
る

契
約
が
生
じ

う
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

負
債

が
存

在
す

る
た

め
の

障
害

と
は

な
ら

な
い
。

21
4 ．

財
務

諸
表

の
構

成
要

素
の

う
ち

負
債

の
定

義
を
満
た
す
に
は

、
明
示
さ
れ
た
基
本
的
要
件

さ
え

満
た

し
て

い
れ

ば
よ

い
の

で
あ

り
、

事
前

の
契

約
や
約
束
の

結
果
と
し
て
、
そ
れ
に
応
じ

た
義

務
を

法
的

に
求

め
る

こ
と

は
、

必
ず

し
も

必
要

な
わ
け
で
は

な
い
。

25
0 ．

構
成

要
素

間
で

必
然

的
に
相

互
関

係
が

生
じ
る
。
こ
れ
が
意

味
す
る
の
は

、
あ
る
特
定
の

構
成

要
素

と
し

て
成

立
す

る
た

め
に

は
、

定
義
お
よ

び
認
識
の
要

件
を
達
成
し
て
い
る
す
べ
て

の
項

目
は

、
自

動
的

に
お

よ
び

同
時

に
、

当
該
構
成

要
素
と
関
連

を
も
っ
た
そ
の
他
の
要
素
の

認
識

を
も

求
め

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
た
と

え
ば
、
資
産

と
な
る
た
め
に
は
、
負
債
ま

た
は

費
用

も
自

動
的

か
つ

同
時

に
認

識
さ

れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ

る
。

19
8 ．

資
産
の

存
在

を
決

定
す

る
、
将

来
の

収
益

と
は
、
直

接
的
ま
た
は
間

接
的
に
、
そ
れ
自
体

単
独

で
ま

た
は

そ
の

他
の

構
成

要
素

と
相

ま
っ
て
、

当
該
実
体
へ

の
現
金
お
よ
び
そ
の
他
流
動

性
の

あ
る

現
金

同
等

物
の

流
入

に
貢

献
す

る
潜
在
的

可
能
性
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
潜

在
的

可
能

性
は

、
経

済
的

実
体

の
経

営
活

動
、
現
金

お
よ
び
現
金

と
同
等
の
流
動
的
財
産
の
変

換
、

ま
た

は
将

来
の

負
債

削
減

の
可

能
性

な
ど
に
由

来
し
て
生
じ

う
る
も
の
で
あ
る
。

19
9 ．

資
産

の
獲

得
に

よ
っ

て
期

待
さ

れ
る

将
来

の
収
益
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
経
済
的
実
体
の

手
に

入
る

が
、

そ
れ

は
資

産
を

以
下

の
よ

う
に

用
い

る
こ
と
が
で

き
る
場
合
で
あ
る
。

─
─

経
済

的
実

体
が

販
売

の
た

め
に

財
や

サ
ー

ビ
ス

を
生
産
す
る

に
あ
た
っ
て
、
単
独
で
、
ま

た
は

そ
の

他
の

資
産

と
の

組
み

合
わ

せ
で

用
い

ら
れ

る
。

─
─

そ
の

他
の

資
産

と
交

換
さ

れ
る

。

─
─
負
債
を
返
済
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
、も

し
く
は
経
済
的
実
体
の
所
有
者
に
分
配
さ
れ
る
。

20
0 ．

資
産

の
耐

用
年

数
は

、
収

益
を

生
み

出
す
可
能

性
に
よ
っ
て

限
定
さ
れ
る

。
そ
の
可
能
性

が
な

い
場

合
、

も
し

く
は

減
少

す
る

場
合

、
そ

の
資

産
の
全
部
ま

た
は
一
部
は
、
資
産
と
は
な

ら
ず

、
相

応
の

金
額

が
費

用
に

変
換

さ
れ

る
。

20
1 ．

資
産

が
将

来
の

収
益

を
生

み
出

し
う

る
期
間
は
、
資
産
そ
の

も
の
に
固
有
の
状
況
に
起
因

す
る

が
、

包
括

的
に

考
え

た
場

合
、

経
済

的
実

体
が

将
来
の
収
益

を
生
み
出
し
う
る
期
間
に
も

起
因

す
る

。

20
2 ．

資
産

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

潜
在

的
能

力
が
減
少
す
る
と
評
価

さ
れ
る
場
合

、
資
産
か
ら
収

益
が

得
ら

れ
る

と
期

待
さ

れ
る

期
間

の
短

縮
を

、
定

期
的
に
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
期

間
を

延
長

す
る

こ
と

が
可

能
な

の
は

、
例

外
的

な
場
合
の
み

で
あ
る
。
延
長
さ
れ
る
期
間

の
長

さ
が

十
分

に
確

認
さ

れ
る

と
と

も
に

、本
概
念

フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
第
26
4 パ

ラ
グ
ラ
フ
か
ら

第
27
0 パ

ラ
グ
ラ

フ
に
示
さ
れ

て
い
る

資
産
の
認
識

要
件
が
し
か
る

べ
く
達
成
さ

れ
て
い

る
場
合

が
そ

れ
に

あ
た

る
。

し
か

し
、

基
準

の
変

更
が

あ
る

場
合
、
そ
れ

は
遡
及
的
な
影
響
を
も
つ
も

の
で

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

20
3 ．

経
済

的
実

体
の

資
産

が
生

じ
う

る
形

式
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
資
産
の
存
在
自
体
は
そ

れ
が

生
じ

る
形

式
か
ら

独
立

し
て

い
る

。
機

能
上

、
す

べ
て

の
資

産
は

、
そ

の
定

義
の

中
で

、

収
益

を
得

る
能

力
に

基
礎

を
置

い
た

基
準

を
満
た
す

も
の
で
あ
り

、
個
別
の
資
産
ご
と
の
違
い

は
、

収
益

を
得

る
形

式
や

期
間

に
基

づ
い

て
い
る
。

し
た
が
っ
て

、
無
償
で
取
得
さ
れ
た
と
い

う
事

象
は

、
資

産
を

構
成

し
な

い
も

の
ば

か
り
を
想

定
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い

。
結
果
的
に

、

無
償

で
取

得
さ

れ
た
も

の
は

、
他

の
定

義
お

よ
び

認
識

の
要

件
が

す
べ

て
満

た
さ

れ
た

場
合

、

●
●

●

○
○

○

Pr
ob
ab
le
は
SF
A
C
で

も
用

い
ら
れ

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

で
は

構
成

要
素
の

連
繋

に
つ

い
て

は
規

定
さ

れ
て

い
な
い

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

資
産

の
特

徴
と

し
て

次
の

３
つ

を
あ

げ
て

い
る

点
で

一
致

し

て
い
る
。

①
直
接
ま
た
は
間
接
的

に
現

金
お

よ
び

現
金

同
等

物
の

流
入

に
貢

献
す

る
潜
在

的
な

可
能

性
の

あ
る
経
済
的
便
益
を
有

し
て

い
る

こ
と

。

②
当
該
実
体
が
経
済
的

便
益

を
有

し
て

い
る

こ
と

。そ
れ

は
法

的
な

所
有

権
と

は
区

別
さ

れ
る

。

③
過
去
の
取
引
ま
た
は

過
去

の
事

象
か

ら
生

じ
て

い
る

こ
と

。
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（
5 ）

用
役

の
資

産

性 （
6 ）

資
産

の
評

価

勘
定

（
7 ）

負
債

の
特

徴

資
産

と
考

え
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

20
4 ．

有
形
性

は
、
資

産
が

存
在

す
る

た
め

の
基

礎
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う

な
属
性
は
、
将
来
の

収
益

の
獲

得
可

能
性

が
な

い
限

り
、

資
産

概
念
の
枠

組
み
と
な
る

基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
る
べ

き
要

件
と

は
な

ら
な

い
。

ま
た

、
無

形
資

産
と
、
経

済
的
な
内
容

が
な
い
た
め
に
、
貸
借
対
照

表
に

記
載

し
て

は
な

ら
な

い
概

念
と

を
識

別
す
る
の

に
役
立
つ
要

件
に
も
な
ら
な
い
。

20
5 ．

ま
た
、
資

産
の

法
的

所
有

権
に

つ
い

て
も

、
将
来
の

収
益
を
利
用
す

る
権
利
、
お
よ
び
収

益
を

実
際

に
利

用
で

き
る

可
能

性
が

な
い

限
り
、
資

産
概
念
の
基

礎
的
要
件
と
は
な
ら
な
い
。

20
6 ．

そ
の

か
わ

り
、
過

去
の

事
象
や

取
引

の
結

果
生

じ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
資
産

の
定

義
に

関
す

る
基

礎
的

要
件

と
な

る
。ま

だ
確
定

し
て
い
な
い
事

象
や
取
引
に

対
す
る
期
待

、

お
よ

び
未

完
了

ま
た

は
条

件
付

の
将

来
の

契
約
に
つ

い
て
は
、
注

記
に
お
い
て
追
加
情
報
を
提

供
す

る
必

要
性

は
生

じ
る

も
の

の
、

そ
れ

自
体
に
資

産
と
な
る
要

因
は
な
い
。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

21
1 ．

負
債

が
解

消
さ

れ
る

の
は

、
次

の
よ

う
な
手
段
に
よ

る
。
す
な
わ
ち
、

─
─

現
金

に
よ

る
支

払
い

─
─

他
の

資
産

の
譲

渡

─
─

サ
ー

ビ
ス

の
提

供

─
─

そ
の

他
の

負
債

の
更

新
や

継
続

─
─

相
殺

─
─

権
利

の
中

で
定

め
ら

れ
た

そ
の

他
の

手
段
。
た

と
え
ば
債
権

者
と
債
務
者
の
合
併
、
負
債

の
免

責
、

時
効

な
ど

21
2 ．

資
源

を
放

棄
す

る
契

約
が
生

じ
う

る
の

で
あ
れ
ば
、
支
払
期

日
が
な
い
、
も
し
く
は
支
払

期
日

が
条

件
付

の
も

の
で

あ
っ

た
と

し
て

も
、
そ
れ

が
負
債
の
定

義
を
満
た
さ
な
い
と
い
う
理

由
に

は
な

ら
な

い
。

21
3 ．

条
件

付
で

あ
る

が
ゆ

え
に
、
ま

た
は

他
の

あ
ら

ゆ
る
理
由
か

ら
、
負
債
の
金
額
を
見
積
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
し

て
も

、
資

源
を

放
棄
す
る

契
約
が
生
じ

う
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

負
債

が
存

在
す

る
た

め
の

障
害

と
は

な
ら

な
い
。

21
4 ．

財
務

諸
表

の
構

成
要

素
の

う
ち

負
債

の
定

義
を
満
た
す
に
は

、
明
示
さ
れ
た
基
本
的
要
件

さ
え

満
た

し
て

い
れ

ば
よ

い
の

で
あ

り
、

事
前

の
契

約
や
約
束
の

結
果
と
し
て
、
そ
れ
に
応
じ

た
義

務
を

法
的

に
求

め
る

こ
と

は
、

必
ず

し
も

必
要

な
わ
け
で
は

な
い
。

21
5 ．

金
額

や
期

日
に

つ
い

て
見

積
り

を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
、
そ
れ
が
い
か
な
る
場
合

で
も

、
そ

の
見

積
も

り
は

、
見

積
も

り
に

用
い
た
判

断
尺
度
を
注

記
に
記
載
し
、
で
き
る
限
り

正
確

な
方

法
で

実
行

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

21
6 ．

上
記

の
パ

ラ
グ

ラ
フ

に
お

い
て

示
さ

れ
た

理
由
か
ら
、
リ
ス

ク
や
費
用
に
対
す
る
引
当
金

も
、

そ
れ

が
財

務
諸

表
の

構
成

要
素

に
つ

い
て

定
義

さ
れ
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、

た
と

え
そ

の
金

額
が

見
積

も
り

の
金

額
で

あ
り

、
ま
た
期
日

が
明
ら
か
に
決
定
さ
れ
て
い

な
い

と
し

て
も

、
負

債
と

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

21
7 ．

し
か

し
、
通

常
、
資

産
の

も
と

の
金

額
の

修
正

項
目
に
記
さ

れ
る
資
産
価
値
の
減
少
分
に

つ
い

て
は

、こ
れ

ら
の

構
成

要
素

の
定

義
で

示
さ
れ

て
い
る
要
件
を

満
た
し
て
い

な
い
た
め
に

、

負
債

と
は

考
え

な
い

。

21
8 ．

場
合
に

よ
っ

て
は

、
負

債
と
資

本
の

区
別
が
、
演
繹

的
に
難
し
い
場

合
が
あ
る
。
取
引
の

○
●

○

○
●

○

○
○

○

〇
SF
A
C
の
み

が
、

こ
の

点
に

つ
い

て
規

定
し

て
い

る
。

〇
SF
A
C
の
み

が
、

こ
の

点
に

つ
い

て
規

定
し

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、
表

現
は
違

う
も

の
の

、
次

の
３

点
を
負

債
の

特
徴

と
し

て
い

る
。

①
現
在
の
義
務
ま
た

は
債

務
で

あ
る
こ

と
（
M
C
IF

で
は

、「
現

在
の

」
と

い
う

言
葉

は
用

い
ら

れ
て
い
な
い
も

の
の
、「

過
去

の
取

引
や

事
象

の
結

果
生

じ
る

」（
pa
ra
.
20
9 ）

と
さ

れ
て

い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
現

在
の

義
務

ま
た

は
債

務
で

あ
る

こ
と

が
う

か
が

え
る
）

②
将
来
の
犠
牲
が
生
じ

る
蓋

然
性

が
高

い

③
過
去
の
取
引
ま
た
は

事
象

に
起

因
し

て
い

る

〇
表
現
は
異
な
る
も
の

の
、
A
IS
C
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、
推

定
的

義
務

も
負
債

に
含

ま
れ

る
と

さ
れ
て
お
り
、
法
的
義

務
は

必
ず

し
も

負
債

の
要

件
で

は
な

ら
な

い
こ

と
を
述

べ
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
引

当
金

に
つ

い
て

言
及

し
て

い
る

。
金

額
を

見
積

も
る

必
要

の

あ
る
引
当
金
も
、
負

債
の

定
義

を
満
た

し
て

い
れ

ば
負

債
と

考
え

る
旨

が
明
示

さ
れ

て
い

る
。

引
当
金
に
つ
い
て
は

、
SF
A
C
、
SP
FR

で
は

言
及

さ
れ

て
お

ら
ず

、
こ

の
点

に
も
IA
SC
FW

と

M
C
IF

の
類
似
性
が

う
か

が
え

る
。
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（
8 ）

負
債

の
評

価

勘
定

（
9 ）

不
確

実
性

（
10

）権
利

と
義

務

の
相

殺

（
11
）
持

分
の

定
義

（
12

）持
分

の
特

徴

（
13

）持
分

と
負

債

（
14

）持
分

の
分

類

特
定

の
条

件
が

原
因

で
あ

り
、

そ
の

取
引

が
両
方
の

構
成
要
素
の

特
徴
を
併
せ
も
っ
て
し
ま
う

場
合

に
生

じ
る

。
し

か
し

、
形

式
よ

り
も

実
質
を
優

先
す
る
必
要

性
か
ら
、
上
述
の
条
件
を
評

価
す

る
こ

と
に

よ
り

、
負

債
と

資
本

の
区

別
の
た
め

の
判
断
要
因

が
提
示
さ
れ
る
の
が
常
で
あ

り
、

同
時

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
構

成
要

素
に

見
ら
れ
る

判
断
要
因
の

分
類
も
行
な
わ
れ
る
。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

15
2 ．

財
務
情

報
の

作
成

に
、
不

確
実

性
が

と
も

な
う
場
合
が
あ
る

。
こ
の

不
確
実
性
か

ら
、
場

合
に

よ
っ

て
、

見
積

り
や

近
似

値
計

算
を

行
う
必
要

性
が
生
じ
る

。
不
確
実
性
を
忠
実
に
表
示

す
る

と
い

う
こ

と
の

意
味

は
、

こ
の

見
積

り
に
あ
た

っ
て
用
い
ら

れ
る
基
準
お
よ
び
方
法
、
な

ら
び

に
見

積
も

っ
た
数

値
の

振
れ

幅
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

で
あ

る
。

次
の

パ
ラ

グ
ラ

フ
は

、

信
頼

性
に

関
連

す
る

質
的

特
徴

で
あ

る
、

慎
重
性
に

関
す
る
内
容

で
あ
る
が
、
そ
こ
で
述
べ
ら

れ
て

い
る

基
準

を
考

慮
す

る
こ

と
が

不
可

欠
と
な
る

。

26
2 ．

不
確

実
性

が
あ

る
場

合
、
信

頼
性

を
と

も
な
っ

た
測
定
を
行

な
え
る
か
ど
う
か
の
可
能
性

は
、

高
い

水
準

で
評

価
す

べ
き

で
あ

る
。

営
業

権
の

よ
う
に
、
信

頼
性
の
あ
る
測
定
が
ほ
ぼ
不

可
能

な
項

目
は

、
第

三
者

と
の

取
引

を
通
じ

て
（
信

頼
性
が
）
明
ら

か
に
さ
れ
な

い
場
合
に
は

、

将
来

の
収

益
と

結
び

つ
き

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
財

務
諸
表
に
記

載
す
る
た
め
に
必
要
な
基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
に

は
な

ら
な

い
。

26
3 ．

信
頼

性
は

、
特

定
の

構
成

要
素

が
認

識
さ
れ
る

時
点
と
関
連

し
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
そ

の
た

め
、

そ
の

時
間

に
よ

っ
て

、
信

頼
性

の
あ

る
測

定
を
行
な
う

こ
と
の
で
き
る
可
能
性
が
増

大
す

る
。

十
分

な
信

頼
性

の
水

準
が

得
ら

れ
な

い
間

は
、
そ
の
構

成
要
素
を
財
務
諸
表
上
で
認

識
し

て
は

な
ら

な
い
。

と
は

い
え

、
必

要
と

さ
れ

る
情

報
の

適
時

性
を

考
慮

に
入

れ
な

が
ら

、

そ
の

項
目

に
関

す
る

十
分

な
情

報
を

注
記

書
類

に
含

め
る
必
要
は

あ
る
。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

22
1 ．

資
本

と
は

、
経

済
的

実
体

の
資

産
か

ら
、
す
べ

て
の
負
債
を

差
し
引
い
た
後
の
残
り
の
部

分
で

あ
り

、
当

該
実

体
の

所
有

者
に

帰
属

す
る
も
の

で
あ
る
。
経

済
的
実
体
の
資
金
調
達
の
う

ち
、

所
有

者
に

よ
る

出
資

を
構

成
す

る
。

22
2 ．

し
た

が
っ

て
、
資
産

と
負

債
の

簿
価

の
差

額
が
計
算
さ

れ
、
そ
の

差
額
が
「

純
資
産
」
ま

た
は

「
所

有
者

持
分

」
と

呼
ば

れ
る

も
の

と
な
る
。

22
3 ．

資
本

は
、

所
有

者
と

の
取

引
や

、
そ

の
他

、
年

間
の
損

益
を

原
因

と
す

る
修

正
事

項
に

よ
っ

て
変

更
さ

れ
る

が
、

評
価

替
え

や
外

貨
建
財
務

諸
表
の
換
算

差
額
な
ど
の
原
因
か
ら
変
更

さ
れ

る
こ

と
は

な
い

。

22
4 ．

財
政
的

な
観

点
か

ら
み

て
、
前

期
以

前
の

損
失
、
自

己
株
式
、
ま
た
は
払
い
込
ま
れ
て
い

な
い

資
本

な
ど

の
項

目
は

、
そ

の
金

額
を

資
本
か
ら

控
除
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

22
5 ．

分
配

ま
た

は
処

分
の

決
ま

っ
て

い
な

い
損
益

も
、
資
本
の
一

部
と
し
て
統

合
さ
れ
る
。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

21
8 ．

場
合
に

よ
っ

て
は

、
負

債
と
資

本
の

区
別

が
、
演
繹

的
に
難
し
い
場

合
が
あ
る
。
取
引
の

特
定

の
条

件
が

原
因

で
あ

り
、

そ
の

取
引

が
両
方
の

構
成
要
素
の

特
徴
を
併
せ
も
っ
て
し
ま
う

場
合

に
生

じ
る

。
し

か
し

、
形

式
よ

り
も

実
質
を
優

先
す
る
必
要

性
か
ら
、
上
述
の
条
件
を
評

価
す

る
こ

と
に

よ
り

、
負

債
と

資
本

の
区

別
の
た
め

の
判
断
要
因

が
提
示
さ
れ
る
の
が
常
で
あ

り
、

同
時

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
構

成
要

素
に

見
ら
れ
る

判
断
要
因
の

分
類
も
行
な
わ
れ
る
。

22
6 ．

経
済

的
実

体
の

経
済
・
財

政
状

態
に

関
す
る
情

報
を
、
情
報

利
用
者
が
正
し
く
評
価
す
る

に
は

、
そ

の
性

質
に

し
た

が
っ

て
、

資
本

を
適

切
に

分
類
す
る
と

と
も
に
、
各
資
本
項
目
に
応

○
●

○

○
●

●

○
○

●

○
○

○

○
●

○

●
●

●

○
●

●

〇
SF
A
C
だ
け

が
、

こ
の

点
に

つ
い

て
規

定
し

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

で
は
、「

質
的

特
徴

」
の

「
表

現
の

忠
実

性
」

の
中

で
不

確
実

性
が

大
き

い
場

合

に
は

認
識

し
な

い
と

述
べ

て
い

る
に

過
ぎ

ず
、

ま
た
M
C
IF

も
「

質
的

特
徴

」
の

「
信

頼
性

」

の
中
で
同
様
の
こ
と
を

述
べ

て
い

る
。
IA
SC
FW

で
は
、

不
確

実
性

の
具

体
例

と
し

て
の

れ
ん

を
上
げ
て
説
明
し
て
い

る
。
M
C
IF

で
は

、「
構

成
要

素
の

認
識

基
準

」
の
「

信
頼

性
」
の

中
で

の
れ
ん
の
例
を
あ
げ
、

不
確

実
性

に
つ

い
て

触
れ

て
い

る
。

こ
れ
に
対
し
、
SF
A
C
、
SP
FR

で
は

、
認

識
の

段
階

で
不

確
実

性
が

あ
る

こ
と
を

強
調

し
、

不

確
実
性
が
も
た

ら
す
財

務
報

告
の

限
界
（
SF
A
C
）、

不
確

実
性

が
存

在
す

る
場

合
の

測
定

の
見

積
り
に
つ
い
て
の
指

針
（
SP
FR

）
に

つ
い

て
言
及

さ
れ

て
い

る
。

〇
こ
の
論
点
に
つ
い
て

は
、
SP
FR

に
お

い
て

の
み

規
定

さ
れ
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

と
は

表
現

が
異
な

る
も

の
の

、
M
C
IF

で
も
、

①
資
産
か
ら
負
債
を

控
除

し
た

も
の
が

持
分
（

＝
純

資
産

）
で

あ
る

②
持
分
と
純
資
産
が

同
義

で
あ

る

と
い
う
点
で
は
一
致

し
て

い
る

。
た
だ

し
、

持
分

が
所

有
者

に
帰

属
し

て
い
る

こ
と

を
明

示
し

て
い
る
点
で
は
、
SF
A
C
に

類
似

し
て

い
る

。

〇
SF
A
C
の
み

が
、
持

分
に

つ
い

て
詳

細
に

言
及
し

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

に
は

、
持

分
と

負
債

の
区

分
に

関
し

て
、
特

に
記

述
さ

れ
て

い
な

い
。
持

分
に

つ

い
て
、
M
C
IF

は
む

し
ろ

、
SF
A
C
と

の
類
似

が
確

認
で

き
る

。

〇
M
C
IF

で
は
、
IA
SC
FW

の
よ

う
に

、
細

分
類

項
目

を
あ

げ
て
説

明
は

し
て

い
な

い
も

の
の

、

持
分
の

分
類
を

行
な
っ

て
い

る
と

い
う

点
で

、
同

じ
で

あ
る

（
SF
A
C
で

は
、

持
分

の
分

類
は
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（
15

）資
本

維
持

の

概
念

（
16

）貨
幣

資
本

維

持
と

実
態

資
本

維

持 （
17

）
利

益
概

念

じ
て

こ
れ

を
細

分
化

し
、

必
要

が
あ

れ
ば

注
記
書
類

に
お
い
て
追

加
情
報
を
漏
ら
さ
ず
記
載
す

る
こ

と
が

関
係

し
て

く
る

。

22
7 ．

会
社

に
と

っ
て

は
、
資

本
と

剰
余

金
と

の
区
分
、
両

者
の
中
で
の

区
分
、
ま

た
、
任
意
の

も
の

と
法

規
定

に
よ

っ
て

設
定

さ
れ

た
も

の
と
の
区

分
を
行
な
う

こ
と
に
よ
り
目
的
適
合
性
が

生
ま

れ
る

。
経

済
的
実

体
が

、
そ

の
資

本
を

処
分

、
分

配
、

使
用

で
き

る
可

能
性

に
対

す
る

、

法
的

お
よ

び
そ

の
他

の
制

約
を

明
ら

か
に

す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な

区
分
は
、
と
く
に
目
的
適
合

性
を

増
す

。
そ

れ
は

ま
た

、
当

該
実

体
の

所
有
に
関

す
る
さ
ま
ざ

ま
な
利
害
関
係
者
が
、
配
当

金
の

受
領

や
資

本
の

払
い

戻
し

に
関

し
て

異
な
る
権

利
を
も
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
を
反
映
す

る
の

に
役

立
つ

。

22
8 ．

所
有

者
の

出
資

金
お

よ
び

分
配

前
の

利
益

と
、
法
規
定
ま
た

は
資
本
維
持
モ
デ
ル
を
想
定

し
て

い
る

た
め

に
行

な
わ

れ
る

、
再

評
価

や
資
産
の

調
整
を
区
別

す
る
こ
と
も
目
的
適
合
的
で

あ
る

。

33
5 ．

経
済

的
実

体
が

存
続

す
る

た
め

に
は

、
当
該

実
体
が
存
続
・
拡
大
す
る
可
能
性
を
確
保
す

る
た

め
に

、
さ

ら
に

場
合

に
よ

っ
て

は
、

そ
の

所
有

者
に
出
資
金

を
払
い
戻
す
た
め
に
、
実
体

が
維

持
す

る
こ

と
を

求
め

ら
れ

る
資

本
に

つ
い

て
、

定
義
す
る
必

要
が
あ
る
。
以
下
の
パ
ラ
グ

ラ
フ

に
お

い
て

、
次

の
よ

う
な

可
能

性
が

論
じ

ら
れ

る
。

─
─

貨
幣

（
財

政
）

資
本

維
持

は
、

所
有

者
の

金
銭

的
出
資
、
換

言
す
れ
ば
、
資
本
金
す
な
わ

ち
純

資
産

を
保

持
す

る
こ

と
に

相
当

す
る

。
貨

幣
資

本
維
持
は
、

名
目
的
な
尺
度
、
す
な
わ
ち

統
一

的
な

単
位

、
ま

た
は

一
般

購
買

力
単

位
と

い
う

観
点
か
ら
行

な
わ
れ
る
。

─
─

実
体

資
本

維
持

は
、

実
際

に
行

な
わ

れ
た

投
資

の
実
物
面
か

ら
、
生
産
能
力
を
保
持
す
る

こ
と

に
相

当
す

る
。

し
た

が
っ

て
、

資
本

と
は

、
日

々
生
産
さ
れ

る
単
位
の
数
量
や
そ
の
他
の

あ
ら

ゆ
る

同
種

の
尺

度
を

基
準

と
す

る
、

経
済

的
実

体
の
経
営
能

力
を
獲
得
・

維
持
す
る
の
に

必
要

な
資

金
の

こ
と

で
あ

る
。

33
6 ．

資
本

の
保

有
を

可
能

に
す
る

純
資

産
が
、
分
配

可
能
な
純
利

益
を
構
成
す

る
た
め
、
資
本

維
持

の
た

め
に

ど
の

基
準

を
採

用
す

る
か

に
よ

っ
て

、
自
動
的
に

損
益
の
概
念
が
決
定
す
る
。

33
7 ．

資
本

維
持

の
基

準
は

、
情

報
利

用
者

が
満

た
そ

う
と
す

る
ニ

ー
ズ

に
よ

っ
て

選
択

さ
れ

る
。

名
目

的
な

単
位

ま
た

は
、

一
般

購
買

力
単

位
に

よ
っ
て
投
資

さ
れ
た
純
資
産
の
維
持
を
評

価
す

る
こ

と
は

、
そ

れ
ぞ

れ
、

統
一

的
な

単
位

、
ま

た
は
一
般
購

買
力
単
位
に
よ
っ
て
、
貨
幣

資
本

に
基

づ
い

た
基

準
を

選
ぶ

こ
と

を
意

味
す

る
。

逆
に
、
生
産

能
力
の
維
持
を
評
価
す
る
こ

と
は

、
実

体
資

本
の

観
点

か
ら

資
本

維
持

基
準

を
選

ぶ
こ
と
を
前

提
と
す
る
。

33
8 ．

財
務

情
報

の
目

的
や

情
報

利
用

者
と

の
相
関
的
な
ニ
ー
ズ
に

あ
わ
せ
、
財
務
情
報
に
課
さ

れ
る

、
目

的
適

合
性

と
信

頼
性

と
い

う
質

的
特

徴
か

ら
も
、
い
ず

れ
か
の
資
本
維
持
基
準
を
選

ぶ
可

能
性

が
出

て
く

る
。

統
一

的
な

単
位

に
よ

る
貨

幣
資
本
維
持

が
選
ば
れ
る
か
、
実
質
資
本

維
持

に
よ

る
資

本
維

持
が

選
ば

れ
る

か
と

い
う

場
面

で
は
、
貨
幣

的
な
尺
度
で
統
一
的
な
単
位

に
よ

る
資

本
維

持
は

、
信

頼
性

の
要

件
を

か
な

り
の

程
度
満
た
す

が
、
目
的
適
合
性
を
満
た
す

度
合

い
は

低
い

。
一

方
、

後
者

を
満

た
す

可
能

性
が

高
け
れ
ば
、

前
者
は
損
な
わ
れ
る
。

33
9 ．

一
般

購
買

力
と

い
う

尺
度
に

よ
る

資
本
維
持
基
準
は
、
相
対

的
に
み
て
、
本
概
念
フ
レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
26

～
38

パ
ラ

グ
ラ

フ
で

定
義

さ
れ
る
利

用
者
の
ニ
ー

ズ
に
一
致
す
る
。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

33
6 ．

資
本

の
保

有
を

可
能

に
す
る

純
資

産
が

、
分
配

可
能
な
純
利

益
を
構
成
す

る
た
め
、
資
本

維
持

の
た

め
に

ど
の

基
準

を
採

用
す

る
か

に
よ
っ
て

、
自
動
的
に

損
益
の
概
念
が
決
定
す
る
。

○
●

●

●
○

○

○
○

○

表
示
の
問
題
と
し
て
い

る
。
SP
FR

で
は

、
持

分
の

細
分

類
に
つ

い
て

の
規

定
は
な

い
）。

〇
資

本
維

持
修

正
が

持
分

の
再

分
類

項
目

と
し

て
認

め
ら

れ
て

い
る

点
で

も
、
IA
SC
FW

と

M
C
IF

は
同
じ
で
あ

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

資
本

維
持

概
念

と
し

て
、

貨
幣

資
本

維
持

（
名

目
貨

幣
資

本

維
持

お
よ

び
実

質
貨

幣
資

本
維

持
）

と
実

態
資

本
維

持
を

あ
げ

て
い

る
点

で
一

致
し

て
い

る

（
SF
A
C
、
SP
FR

で
は

貨
幣

資
本

維
持
の

み
し

か
説

明
し

て
い

な
い

）。

〇
た
だ
し
、
IA
SC
FW

で
は

、
特

定
の

資
本

維
持

概
念

を
主

張
し

て
い

な
い

の
に

対
し
、
M
C
IF

で
は
、
そ
の
中
で
規
定

さ
れ

て
い

る
情

報
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

と
の

整
合

性
か
ら

、
実

質
貨

幣
資

本
維
持
概
念
が
主
張
さ

れ
て

い
る

。

〇
資
本
維
持
概
念
は
利

益
概

念
と

連
係

し
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

も
、
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
説
明
し
て
い
る
。

〇
貨
幣
資
本
維
持
と
実

体
資

本
維

持
と

差
が

、
価

格
変

動
の

影
響

の
取

り
扱
い

に
あ

る
、

と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
M
C
IF

で
は

明
示

さ
れ
て

い
な

い
。

〇
表
現
は
異
な
る
が

、
M
C
IF

の
利

益
概
念

に
関

連
す

る
記

述
も

、
IA
SC
FW

、
SF
A
C
、
SP
FR

に
み
ら
れ
る
、
利
益
を
「

資
本

を
維
持

す
る

た
め

に
必

要
な

金
額

を
超

過
す
る

も
の

」
と

す
る
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（
18

）貨
幣

資
本

維

持
の

も
と

で
の

利

益
概

念

（
19

）貨
幣

資
本

維

持
の

も
と

で
の

測

定
基

礎

（
20

）実
体

資
本

維

持
の

も
と

で
の

利

益
概

念

（
21

）実
体

資
本

維

持
の

も
と

で
の

測

定
基

礎

34
1 ．

貨
幣

資
本

維
持

の
基

準
に
よ

れ
ば

、
損

益
は
、
一
会
計
期
間

の
期
首
の
資
本
金
の
金
額
に

対
す

る
、

当
該

期
間
の

期
末

の
資

本
金

の
金

額
の

増
加

、
ま

た
は

減
少

分
で

あ
る

。
た

だ
し

、

所
有

者
に

よ
る

出
資

金
ま

た
は

所
有

者
へ

の
配
当
は

考
慮
し
な
い

。

34
4 ．

統
一

的
な

単
位

に
よ

る
貨
幣

資
本

維
持

の
基
準
に
よ
れ
ば
、
損
益
は
、
当
該
期
間
に
お
け

る
、

名
目

的
な

貨
幣

資
本

の
増

分
で

あ
る

。
そ
の
会

計
期
間
に
維

持
さ
れ
た
純
資
産
額
の
増
分

（
保

有
に

よ
る

損
益

と
呼

ぶ
）
は

、
実

現
し

な
い
限
り
、
す

な
わ
ち
、
当
該
資
産
が
取
引
を
通
じ

て
交

換
さ

れ
な

い
限

り
、

損
益

と
し

て
認

識
さ
れ
る

こ
と
は
な
い

。
し
か
し
、
資
産
価
額
の
減

少
は

、
当

該
減

少
が

生
じ

た
期

の
損

失
と

考
え
る
の

が
常
で
あ
る

。
測
定
の
貨
幣
単
位
は
名
目

的
な

単
位

、
ま

た
は

現
在

の
単

位
で

あ
る

。

34
6 ．

一
般

購
買

力
と

い
う

単
位
で

の
貨

幣
資

本
維
持
の
基
準
に
よ

れ
ば
、
損
益

は
、
投
下
資
本

額
の

、
当

該
期

間
に

お
け

る
増

減
額

を
、

必
ず
し
も

名
目
的
で
は

な
い
、
統
一
的
単
位
で
表
し

た
も

の
で

あ
る

。

34
7 ．

し
た

が
っ

て
、
一

般
物

価
水

準
の

増
加

分
を
越

え
る
資
産
価

額
の
増
分
が
損
益
と
考
え
ら

れ
る

。

34
8 ．

増
分

の
残

り
は

、
資

本
維

持
に

よ
る

調
整

、
お

よ
び
調
整
に

よ
っ
て
生
じ
る
純
資
産
の
増

減
を

構
成

す
る

。
こ

の
基

準
に

よ
れ

ば
、

原
初
資
本

の
一
般
物
価

水
準
に
よ
る
調
整
は
、
原
初

資
本

の
一

部
と

し
て

認
識

さ
れ

、
利

益
と

は
認
識
さ

れ
な
い
。
貨

幣
単
位
は
一
般
購
買
力
単
位

で
あ

る
。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

35
0 ．

実
体

に
関

す
る

観
点

か
ら

資
本

維
持

の
基

準
が
選
択
さ
れ
る

と
、
当
該
会
計
期
間
中
に
お

け
る

出
資

者
に

よ
る

取
引

が
除

外
さ

れ
た

後
、
当
該

期
末
に
お
け

る
相
応
の
コ
ス
ト
と
い
う
観

点
か

ら
み

た
生

産
能

力
が

、
当

該
期

首
の

そ
れ
を
上

回
っ
て
い
る

場
合
に
は
利
益
が
存
在
す
る

こ
と

に
な

る
。

35
1 ．

こ
の

基
準

は
、
資

産
の

保
有
に

よ
る

損
益

と
、
営
業
損
益
と

を
区
別
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。

す
な

わ
ち

、
前

者
は

純
資

産
の

調
整

を
前
提
と

し
て
お
り
、

後
者
は
、
真
に
分
配
可
能
な

純
資

産
と

な
る

。

35
2 ．

資
産

の
保

有
に

よ
る

損
益
は

、
経

済
的

実
体
に

資
産
が
存
在

す
る
期
間
に

お
け
る
、
当
該

資
産

の
価

額
の

増
加

分
で

あ
り

、
現

在
の

原
価
と
取

得
時
の
原
価

ま
た
は
当
該
資
産
の
原
初
原

価
と

の
差

額
と

し
て

計
算

さ
れ

る
。

す
な

わ
ち
、
資

産
の
保
有
に

よ
る
損
益
は
、
経
済
的
単
位

の
実

態
的

（
物

的
）

な
側

面
に

つ
い

て
の

維
持
に
よ

る
調
整
を
構

成
す
る
も
の
で
あ
り
、
準
備

金
と

い
う

形
で

資
本

の
一

部
と

し
て

認
識

さ
れ
る
。

35
3 ．

営
業

損
益

は
、
販

売
や

評
価
が

実
際

に
行

な
わ

れ
た
時
点
に

お
け
る
、
資
産
の
実
現
価
額

と
現

在
原

価
と

の
差

額
で

あ
る

。

34
9 ．

反
対

に
、

資
本

に
つ

い
て

実
質

的
概

念
が
採

用
さ
れ
る
場
合

、
経
済
的
単

位
の
経
営
・
生

産
能

力
は

、
評

価
基

準
と

し
て

取
替

原
価

を
用

い
て

評
価
さ
れ
る

。

○
●

○

●
○

●

○
○

●

○
○

●

考
え
方
と
同
じ
で
あ

る
よ

う
に

思
わ
れ

る
。

〇
た

だ
し
、
M
C
IF

で
は

、
SF
A
C
の

よ
う

に
、

包
括

利
益

と
い

う
具

体
的

な
名

称
を

付
し

て
、

利
益
概
念
を
説
明
し

て
は

い
な

い
（

こ
れ

は
IA
SC
FW

も
同

様
）。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

貨
幣

資
本

維
持

の
も

と
で

の
利

益
を

、
期

末
純

資
産

─
期

首

純
資
産
と
し
て
い
る

点
で

同
じ

で
あ
る

。

〇
ま
た
、
保
有
利
得

に
つ

い
て

、
交
換

取
引

に
よ

り
処

分
さ

れ
る

ま
で

認
識
さ

れ
な

い
と

し
て

い
る
点
も
、
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
同

様
で

あ
る

。
な

お
、
SF
A
C
で

は
、
保

有
利

得
を

利

益
と
し
て
い
る
。

〇
一

般
購

買
力

に
よ

る
貨

幣
資

本
維

持
の

も
と

で
の

利
益

概
念

に
つ

い
て

の
記

述
は

、
M
C
IF

独
特
の
も
の
で
あ
る
が

、
物

価
水

準
の

変
動

に
よ

る
純

資
産

の
増

減
も

、
利

益
と

は
さ

れ
な

い
。

〇
M
C
IF

で
は
、
貨

幣
資

本
維

持
の

も
と

で
の

測
定

基
礎

に
つ

い
て

言
及

さ
れ

て
い

な
い

も
の

の
、
貨
幣
資
本
維
持

概
念

の
も

と
で
は

、
特

定
の

測
定

基
礎

を
用

い
る

必
要
は

な
い

。
こ

の
こ

と
は
、
IA
SC
FW

に
お

い
て

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、
実

態
資

本
維

持
の

も
と

で
は

、
期

末
の

物
的

生
産

能
力

の
、
期

首
の
物
的
生
産
能
力
に

対
す

る
超

過
を

利
益

と
し

て
い

る
点

で
、

同
様

で
あ
る

。

〇
ま
た
、
価
格
変
動
に

よ
る

物
的

生
産

能
力

の
増

加
額

は
、

利
益

で
は

な
く
、

資
本

維
持

修
正

と
し
て
認
識
さ
れ
る
点

で
も

、
IA
SC
FW

と
M
C
IF

は
一
致

し
て

い
る

。

〇
SP
FR

で
は

、
こ

の
点

に
つ

い
て
言

及
さ

れ
て

い
な

い
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
実

態
資

本
維

持
の

も
と

で
の

測
定

基
礎

を
現

在
原

価
（

取
替

原

価
）
と
し
て
い
る
。
SF
A
C
も

同
じ
で

あ
る

。

〇
SP
FR

で
は

、
こ

の
点

に
つ

い
て
言

及
さ

れ
て

い
な

い
。
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（
22

）資
本

維
持

修

正
額

ま
た

は
再

評

価
剰

余
金

（
23

）業
績

の
測

定

（
24

）所
有

主
に

よ

る
投

資
お

よ
び

所

有
主

へ
の

分
配

（
25

）
イ

ン
カ

ム

（
利

得
）

と
費

用

（
損

失
）

（
26

）
収

益

（
27

）
費

用

22
8 ．

所
有

者
の

出
資

金
お

よ
び

分
配

さ
れ

て
い

な
い
利
益
と
、
法

規
定
ま
た
は
資
本
維
持
モ
デ

ル
が

そ
れ

を
想

定
し

て
い

る
た

め
に

行
な

わ
れ

る
、

再
評
価
や
資

産
の
調
整
を
区
別
す
る
こ
と

も
目

的
適

合
的

で
あ

る
。

22
9 ．

資
本

の
修

正
が

あ
り

、
と

く
に

そ
れ

が
各
期
間

に
お
い
て
重

要
性
の
高
い

場
合
、
こ
れ
を

表
示

す
る

の
に
「

純
資

産
変

動
表

」
が

有
用

で
あ
る

。
同
表
は
、

そ
の
よ
う
な
名
称
の
財
務
表

と
し

て
、

も
し

く
は

注
記

に
お

け
る

注
釈

と
し

て
表

示
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

23
0 ．

イ
ン

カ
ム

お
よ

び
費

用
は
、
経

済
的

実
体

の
活

動
に
関
す
る

構
成
要
素
で

あ
り
、
両
者
の

差
額

に
よ

っ
て

、
特

定
の

期
間

に
お

け
る
損

益
が
決

定
さ
れ
る
。
そ
の
損
益
は
、
資
本
の
増
加
・

減
少

分
に

等
し

く
な

る
。

た
だ

し
そ

の
場

合
、
所
有

者
と
の
関
係

に
関
す
る
も
の
、
剰
余
金
勘

定
へ

の
直

接
的

な
借

方
・

貸
方

記
入

を
と

も
な
う
も

の
は
除
か
れ

る
。

23
5 ．

財
務

情
報

の
目

的
適

合
性
か

ら
必

要
と

さ
れ
る
の
は
、
期
間

損
益
お
よ
び

、
イ
ン
カ
ム
と

費
用

と
い

う
構

成
要

素
が

、
最

低
で

も
経

常
損
益
、
異
常
損
益
の
区

分
を
含
む
形

で
分
類
さ
れ

、

損
益

計
算

書
に

お
い

て
適

切
に

表
示

さ
れ

る
こ

と
で

あ
る
。

23
6 ．

損
益

に
貢

献
し

た
、
さ

ま
ざ
ま

な
段

階
で
の
差

損
益
が
分
か

る
よ
う
に
、
報
告
式
で
損
益

の
構

成
要

素
を

表
示

す
る

こ
と

も
、

目
的

適
合

的
で

あ
る
。
そ
の

た
め
、
項
目
の
性
質
に
従
っ

て
表

示
す

る
、

伝
統
的

な
損

益
計

算
書

と
と

も
に

、
報

告
式

に
よ

る
表

示
の

損
益

計
算

書
を

、

財
務

情
報

に
含

め
る

こ
と

も
、

目
的

適
合

的
で

あ
る

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

23
7 ．

イ
ン

カ
ム

と
は

、
あ

る
会

計
年

度
の

間
に

生
み

出
さ
れ
た
、
経
済
的
実
体
の
経
済
的
資
源

の
増

加
分

で
あ

り
、

入
金

や
資

産
価

値
の

増
加
、
ま

た
は
負
債
の

減
少
と
い
う
形
で
生
じ
る
。

イ
ン

カ
ム

は
資

本
の

増
加

を
も

た
ら

す
も

の
で
あ
り

、
利
害
関
係

者
か
ら
の
純
財
産
へ
の
出
資

に
は

関
係

が
な

い
。

23
9 ．

す
で

に
示

し
た

よ
う

に
、
イ
ン

カ
ム

の
定

義
に

は
、
経
済
的

実
体
が
も
つ
経
済
的
資
源
に

つ
い

て
、

そ
れ

が
経

常
的

な
も

の
で

あ
れ

、
異
常
な

性
質
の
も
の

で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
増
加
分

が
含

ま
れ

る
。（

後
略

）

24
1 ．

費
用

と
は

、
特

定
の

会
計

年
度

に
お

い
て
、

支
出
（

借
方
記

入
：
訳
者
注
）
ま
た
は
資
産

価
値

の
減

少
、

あ
る

い
は

負
債

の
増

加
と

い
う

形
で

生
み
出
さ
れ

た
、
当
該
実
体
の
も
つ
経
済

的
資

源
の

減
少

分
で

あ
る

。
費

用
は

、
資

本
の

減
少

の
原
因
で
あ

り
、
純
資
産
の
出
資
者
に
対

し
て

実
施

さ
れ

る
分

配
と

は
関

連
が

な
い

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

24
1 ．

費
用

と
は

、
特

定
の

会
計

年
度

に
お

い
て
、

支
出
（

借
方
記

入
：
訳
者
注
）
ま
た
は
資
産

価
値

の
減

少
、

あ
る

い
は

負
債

の
増

加
と

い
う

形
で

生
み
出
さ
れ

た
、
当
該
実
体
の
も
つ
経
済

的
資

源
の

減
少

分
で

あ
る

。
費

用
は

、
資

本
の

減
少

の
原
因
で
あ

り
、
純
資
産
の
出
資
者
に
対

し
て

実
施

さ
れ

る
分

配
と

は
関

連
が

な
い

。

○
●

●

○
●

●

○
●

●

○
●

○

●
○

●

○
○

●

〇
資
本
維

持
修
正
や
再
評

価
剰
余
金

を
利
益

と
区
別

す
る

こ
と
に

つ
い
て
は

、I
A
SC
FW

、M
C
IF

と
も
に
言
及
し
て
い
る

。S
FA
C
お

よ
び
SP
FR

で
は

こ
の

点
に
つ

い
て

記
述

が
な

く
、I
A
SC
FW

と
M
C
IF

の
類
似
性

が
う

か
が

え
る

。

〇
業
績

の
測

定
に

つ
い

て
は

、
IA
SC
FW

、
SF
A
C
、
SP
FR

と
も

に
相

違
の

み
ら

れ
る

部
分

で

あ
り
、
M
C
IF

は
IA
SC
FW

と
最

も
類

似
し

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、
経

営
活

動
に
関

す
る

構
成

要
素
は

イ
ン

カ
ム

と
費

用
で

あ
り

、

損
益
計
算
書
お
け
る

そ
れ

ら
の

区
分
表

示
に

つ
い

て
言

及
し

て
い

る
点

で
一
致

し
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

お
よ

び
M
C
IF

と
も

に
、
所

有
主

に
よ
る

投
資

、
所

有
主

へ
の
分

配
を

財
務

諸
表

の
構
成
要
素
と
は
し

て
い

な
い

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

イ
ン

カ
ム

と
費

用
の

定
義

に
つ

い
て

は
一

致
し

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

で
は

、
イ

ン
カ

ム
に

は
収

益
と

利
得

が
含

ま
れ

る
旨

が
記

さ
れ
て

い
る

が
、
M
C
IF

で
は
、
そ
の
点
に
関
す

る
記

述
は

な
い

。

〇
ま
た
、
IA
SC
FW

で
は

、
イ

ン
カ
ム

に
は

未
実

現
利

益
が

含
ま

れ
る

こ
と
が

明
記

さ
れ

て
い

る
（
pa
ra
.
76
）
が

、
M
C
IF

に
は
未

実
現

利
益

に
つ
い

て
、

直
接

的
な

言
及

は
な

い
。

〇
イ
ン

カ
ム
と

費
用
は

、
そ

れ
ぞ

れ
、
SF
A
C
で

規
定

さ
れ

て
い

る
収

益
と

利
得

、
費

用
と

損

失
の
上

位
概
念

に
な
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

も
の

の
、
SF
A
C
で

は
、

収
益

と
利

得
、

費
用

と

損
失
を
そ
れ
ぞ
れ
含
む

概
念

を
定

義
し

て
い

な
い

。

〇
SP
FR

も
、
IA
SC
FW

、
M
C
IF

同
様

、
損

益
計

算
書
（

業
績

計
算

書
）
に

お
い

て
、
二

つ
の

構
成
要
素
し
か
識
別
し

て
い

な
い

点
で

は
同

じ
で

あ
り

、
イ

ン
カ

ム
、

費
用
に

対
す

る
も

の
と

し
て
、
利
得
、
損
失
を

定
義

し
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

で
は

、
イ

ン
カ

ム
は

収
益

と
利

得
を

含
む

も
の

と
し

て
説

明
し
て

い
る

が
、
M
C
IF

で
は
、
そ
の
よ
う
な
説

明
は

な
い

。

〇
SP
FR

で
も

、
収
益

を
構

成
要

素
と

し
て

独
立

に
定

義
し

て
は

い
な

い
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

費
用

の
定

義
に

つ
い

て
は

一
致

し
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

で
は

、
費

用
に

は
、
企
業

の
通

常
の

活
動

の
過

程
に

お
い

て
発
生

す
る

費
用

と
損

失
が
含

ま
れ
る

旨
が

記
さ

れ
て

い
る

。
M
C
IF

で
は

、
費

用
は

、
経

常
的

な
、

も
の

、
異

常
な
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（
28

）
利

得
、
損

失

（
29

）収
益

お
よ

び

利
得

、
費

用
お

よ

び
損

失
の

区
分

７
．

認
識

（
1 ）

定
義

（
2 ）

認
識

の
中

止

（
3 ）

認
識

の
要

件

24
2 ．

イ
ン

カ
ム

の
場

合
と

同
様

に
、

費
用

の
概
念

に
は
、
そ
の
原

因
や
、
経
常

的
な
も
の
か

、

異
常

な
も

の
か

と
い

っ
た

性
質

を
問

わ
ず

、
経
済
的

実
体
の
経
済

的
資
源
の
減
少
す
べ
て
が
含

ま
れ

る
。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

23
5 ．

財
務

情
報

の
目

的
適

合
性
か

ら
必

要
と

さ
れ
る
の
は
、
期
間

損
益
お
よ
び

、
イ
ン
カ
ム
と

費
用

と
い

う
構

成
要

素
が

、
最

低
で

も
経

常
損
益
、
異
常
損
益
の
区

分
を
含
む
形

で
分
類
さ
れ

、

損
益

計
算

書
に

お
い

て
適

切
に

表
示

さ
れ

る
こ

と
で

あ
る
。

23
6 ．

損
益

に
貢

献
し

た
、
さ

ま
ざ
ま

な
段

階
で
の
差

損
益
が
分
か

る
よ
う
に
、
報
告
式
で
損
益

の
構

成
要

素
を

表
示

す
る

こ
と

も
、

目
的

適
合

的
で

あ
る
。
そ
の

た
め
、
項
目
の
性
質
に
従
っ

て
表

示
す

る
、

伝
統
的

な
損

益
計

算
書

と
と

も
に

、
報

告
式

に
よ

る
表

示
の

損
益

計
算

書
を

、

財
務

情
報

に
含

め
る

こ
と

も
、

目
的

適
合

的
で

あ
る

。

23
9 ．

す
で

に
示

し
た

よ
う

に
、
イ
ン

カ
ム

の
定
義
に

は
、
経
済
的

実
体
が
も
つ
経
済
的
資
源
に

つ
い

て
、

そ
れ

が
経

常
的

な
も

の
で

あ
れ

、
異

常
な

性
質
の
も
の

で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
増
加
分

が
含

ま
れ

る
。

経
常

・
異

常
の

区
別

を
す

る
こ

と
が

目
的
適
合
的

で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を

個
別

に
追

加
表

示
す

る
。

24
6 ．

（
省

略
）

…
…

構
成

要
素

が
そ

れ
ぞ

れ
に

応
じ

た
定
義
と
、

目
的
適
合
性
と
信
頼
性
と
い

う
最

低
限

の
要

件
を

満
た

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
確

認
し
た
後
、

貸
借
対
照
表
ま
た
は
損
益
計

算
書

上
の

項
目

に
記

載
す

る
こ

と
を

通
じ

て
行

な
わ

れ
る
手
続
が

、
認
識
と
解
さ
れ
る
。

24
7 ．

そ
の

こ
と

は
、

財
務

諸
表

に
そ

の
項

目
を

含
め

る
こ
と

を
意

味
し

て
い

る
が

、
そ

の
場

合
、

上
述

の
質

的
特

徴
を

い
っ

そ
う

確
実

に
達

成
す

る
の
に
必
要

な
追
加
情
報
を
注
記
書
類
に

含
め

る
こ

と
も

関
係

し
て

く
る

。

25
3 ．

あ
る

構
成

要
素

が
、

そ
の

構
成

要
素

と
し
て

の
確
定
要
件
を

満
た
さ
な
く

な
っ
た
場
合

、

そ
の

他
の

代
替

的
な

構
成

要
素

に
変

換
す

る
、
他
の

財
務
諸
表
の

構
成
要
素
に
対
す
る
影
響
を

認
識

し
た

後
、

財
務

諸
表

か
ら

外
さ

れ
る

こ
と
に
な

る
。

24
4 ．

財
務

諸
表

の
構

成
要

素
の

定
義

は
、
財

務
諸
表

に
そ
の
構
成

要
素
を
記
載
す
る
た
め
の
必

要
条

件
で

は
あ

る
が

、
十

分
条

件
と

は
な

ら
な
い
。

そ
れ
ら
の
構

成
要
素
を
記
載
す
る
た
め
に

必
要

な
の

は
、

本
章

で
述

べ
ら

れ
て

い
る

認
識
基
準

を
満
た
す
こ

と
で
あ
る
。

24
5 ．

こ
の

認
識

基
準

は
、
財

務
情

報
の

質
的

特
徴
を

満
た
す
こ
と

に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
て
く
る

も
の

で
あ

り
、

二
つ

の
基

本
的

な
質

的
特

徴
（

目
的

適
合
性
と
信

頼
性
）
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ

れ
る

。
さ

ら
に

、
認

識
基

準
は

発
生

主
義

と
い

う
基

本
的
前
提
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
っ

て
発

展
さ

せ
ら

れ
る

。

24
8 ．

し
た

が
っ

て
、

認
識

の
た

め
の

要
件

で
、

目
的

適
合
性

と
信

頼
性

と
に

関
連

す
る

も
の

は
、

次
の

通
り

で
あ

る
。

1 ．
貸

借
対

照
表

や
損

益
計

算
書
の

、
ま

だ
不

確
定
な

構
成
要
素
を

表
す
資
源
に

つ
い
て
、
そ
の

獲
得

ま
た

は
費

消
が

実
現

す
る

と
い

う
期

待
が

確
実

で
あ
る
こ
と

。
ま
た
は
、
そ
の
実
現
の
可

能
性

が
合

理
的

な
も

の
で

あ
る

と
保

証
さ

れ
う

る
こ

と
。

2 ．
そ

の
項

目
に

、
信

頼
性

を
持

っ
て

測
定

す
る
こ

と
の
で
き
る
原

価
や
価
値
が

あ
る
こ
と
。

●
○

●

○
○

○

○
○

○

●
●

●

○
●

○

も
の
を
包
括
す
る
と
さ

れ
て

お
り

、
IA
SC
FW

に
お

け
る

定
義

と
実

質
的

に
は

相
違

な
い

と
思

わ
れ
る
。
た
だ
し
、
M
C
IF

で
は

、
損

失
と
い

う
用

語
は

用
い

ら
れ

て
い

な
い

。

〇
SP
FR

で
は

、
費

用
を

構
成

要
素
と

し
て

独
立

に
定

義
し

て
は

い
な

い
。

〇
M
C
IF

で
は
、
利

得
お

よ
び

損
失

と
い

う
用

語
は

用
い

ら
れ

て
い

な
い

。
そ

の
た

め
、

そ
れ

ら
の
定
義
も
明
示
さ
れ

て
は

い
な

い
。

〇
SP
FR

は
、

利
得
、

損
失

を
独

立
し

た
構

成
要

素
と

し
て

定
義

し
て

い
な
い

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

目
的

適
合

性
の

観
点

か
ら

、
経

常
項

目
お

よ
び

異
常

項
目

を

区
別
し
て
表
示
す
る

こ
と

を
論

じ
て
い

る
点

で
一

致
し

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

認
識

を
、

構
成

要
素

を
貸

借
対

照
表

ま
た

は
損

益
計

算
書

に

記
載
す
る
手
続
き
と

し
て

い
る

。

〇
A
SC
FW

で
は
認
識

の
中

止
は

規
定
さ

れ
て

い
な

い
。

〇
M
C
IF

で
は
、
認

識
が

中
止

さ
れ

う
る

こ
と

を
述

べ
て

い
る

だ
け

で
、

認
識

の
中

止
に

つ
い

て
の
具
体
的
な

記
述

は
な

い
。

こ
の

点
で

は
SF
A
C
と

同
様

で
あ

る
。

認
識

の
中

止
に

つ
い

て

は
SP
FR

が
詳

し
く
説

明
し

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、「

将
来

の
経
済

的
便

益
の

蓋
然

性
」
と
「

測
定

の
信

頼
性

」
を

あ
げ
て
い
る
。
M
C
IF

で
は

、「
蓋

然
性
」
を
「

目
的

適
合

性
」
と

結
び

付
け

て
論
じ

て
い

る
。

目
的
適
合
性
は
、
SF
A
C
に

お
い

て
認

識
要

件
の

一
つ
に

あ
げ

ら
れ

て
い

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

重
要

性
の

識
閾

に
言

及
し

て
い

る
。

た
だ

し
、
M
C
IF

で
は

、

適
時
性
、
合
理
性
、
経

済
性

な
ど

の
制

約
要

件
に

つ
い

て
も

触
れ

て
い

る
。

〇
SF
A
C
の
み

が
、

認
識

要
件

と
し

て
目

的
適

合
性

を
あ

げ
て

い
る

。

〇
SP
FR

は
表

現
こ
そ

異
な

る
も

の
の

、
IA
SC
FW

と
認

識
要

件
は

同
じ

で
あ

る
。「

十
分

な
証

拠
」
は
「

蓋
然
性
」

に
該

当
す

る
と
さ

れ
て

い
る

。
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（
4 ）

将
来

の
経

済

的
便

益
の

蓋
然

性

（
5 ）

測
定

の
信

頼

性
等

（
6 ）

資
産

、
負

債

の
認

識

24
9 ．

こ
れ

ら
の

要
件

を
達

成
し

て
い

る
か

ど
う

か
を
評
価
す
る
に

は
、
継
続
企
業
や
発
生
主
義

と
い

う
基

礎
的

前
提

と
と

も
に

、
そ

の
要

件
の
相
対

的
な
重
要
性

、
財
務
情
報
の
質
的
特
徴
に

対
す

る
制

約
要

件
（

適
時

性
、

合
理

性
、

お
よ
び
経

済
性
）
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

25
7 ．

情
報

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
、
お
よ

び
財

務
情

報
の

相
互
関
連
的

な
目
的
に
あ

わ
せ
、
財
務
諸

表
の

あ
ら

ゆ
る

構
成

要
素

は
、

当
該

実
体

に
お
い
て

期
待
さ
れ
る

将
来
の
収
益
水
準
に
結
び
つ

い
た

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

よ
う
に
し

て
、
予
測
価

値
お
よ
び
確
定
し
た
価
値
が

決
定

さ
れ

、
そ

の
結

果
、

目
的

適
合

性
、

ひ
い
て
は

有
用
性
が
保

証
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し

た
が

っ
て

、
そ

の
こ

と
が

意
味

す
る

の
は

、
完
全
性

、
単
一
性
、

明
瞭
性
、
比
較
可
能
性
、
形

式
に

対
す

る
実

質
優

先
性

な
ど

、
本

概
念

フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
5.
2.

で
定
義
さ
れ
た
、
目
的
適

合
性

に
関

す
る

質
的

特
徴

、
な

ら
び

に
、

こ
れ

ら
の

質
的
特
徴
に

対
す
る
制
約
要
因
を
遵
守
す

る
こ

と
で

あ
る

。

25
8 ．

そ
の

よ
う

な
概

念
は

、
こ

れ
ら

の
各

構
成

要
素

の
定
義
に
お

い
て
暗
黙
的
な
も
の
で
あ
る

よ
う

に
見

え
る

。
し

た
が

っ
て

、
そ

の
概

念
は

、
あ

る
項
目
を
構

成
要
素
と
し
て
み
な
す
た
め

の
要

件
を

構
成

す
る

。
さ

ら
に

、
認

識
と

い
う

の
は

、
あ
る
項
目

と
、
そ
の
項
目
に
関
す
る
潜

在
的

な
収

入
と

の
間

に
、

非
常

に
高

い
確

率
で

生
じ

う
る
、
正
ま

た
は
負
の
関
連
性
を
確
認
す

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

よ
う

な
関

連
性

が
存

在
す
る
と
い

う
可
能
性
は
、
そ
れ
だ
け
で

当
該

項
目

を
認

識
し

、
場

合
に

よ
っ

て
必

要
で

あ
れ

ば
、
注
記
書

類
に
お
い
て
、
こ
の
状
況
を

記
載

す
る

こ
と

に
対

す
る

、
十

分
な

理
由

と
な

る
。

25
9 ．

可
能

性
と

い
う

概
念

は
、

正
当

な
理

由
か

ら
、

高
い
水

準
で

動
か

さ
れ

る
こ

と
は

あ
る

が
、

主
観

的
な

も
の

で
あ

る
。

評
価

の
時

点
に

お
い

て
用
い
ら
れ

る
資
料
や
デ
ー
タ
の
基
礎
に

関
し

て
、

不
確

実
性

が
十

分
に

見
積

ら
れ

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
こ

と
を
、
一
度
な
ら
ず
述
べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
同

時
に

、
そ

の
よ

う
な

見
積

も
り

に
あ
た
っ
て

用
い
ら
れ
た
基
準
に
つ
い
て

は
、

必
要

な
情

報
を

注
記

書
類

に
記

載
す

る
。

26
0 ．

さ
ら

に
、

あ
る

項
目

を
認

識
す

る
た

め
に

必
要

な
の
は

、
本

概
念

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

5.
3.

に
お

い
て

定
義

さ
れ

て
い

る
、

不
偏

性
、
客
観

性
、
検
証
可

能
性
、
忠
実
な
表
示
お
よ
び

慎
重

性
と

い
っ

た
質

的
特

徴
を

満
た

す
こ

と
で
、
信

頼
性
を
も
っ

て
測
定
で
き
る
原
価
や
価
値

が
そ

の
項

目
に

備
わ

っ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

26
1 ．

信
頼

性
を

評
価

す
る

に
あ
た

っ
て

は
、
ま

た
不

確
実
性
が
あ

る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
の

た
め

、
こ

の
認

識
基

準
に

関
し

て
は

、
上

述
の
財
務

情
報
の
質
的

特
徴
や
そ
の
制
約
条
件
を
考

慮
す

る
と

と
も

に
、

信
頼

性
を

損
な

わ
な

い
よ
う
に

、
そ
の
評
価

に
あ
た
っ
て
用
い
ら
れ
る
基

準
に

つ
い

て
、

追
加

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
を
考
え

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

26
2 ．

不
確

実
性

が
あ

る
場

合
、
信

頼
性

を
と

も
な
っ

た
測
定
を
行

な
え
る
か
ど
う
か
の
可
能
性

は
、

高
い

水
準

で
評

価
す

べ
き

で
あ

る
。

営
業

権
の

よ
う
に
、
信

頼
性
の
あ
る
測
定
が
ほ
ぼ
不

可
能

な
項

目
は

、
第

三
者

と
の

取
引

を
通
じ

て
（
信

頼
性
が
）
明
ら

か
に
さ
れ
な

い
場
合
に
は

、

将
来

の
収

益
と

結
び

つ
き

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
財

務
諸
表
に
記

載
す
る
た
め
に
必
要
な
基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
に

は
な

ら
な

い
。

26
3 ．

信
頼

性
は

、
特

定
の

構
成

要
素

が
認

識
さ
れ
る

時
点
と
関
連

し
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
そ

の
た

め
、

そ
の

時
間

に
よ

っ
て

、
信

頼
性

の
あ

る
測

定
を
行
な
う

こ
と
の
で
き
る
可
能
性
が
増

大
す

る
。

十
分

な
信

頼
性

の
水

準
が

得
ら

れ
な

い
間

は
、
そ
の
構

成
要
素
を
財
務
諸
表
上
で
認

識
し

て
は

な
ら

な
い
。

と
は

い
え

、
必

要
と

さ
れ

る
情

報
の

適
時

性
を

考
慮

に
入

れ
な

が
ら

、

そ
の

項
目

に
関

す
る

十
分

な
情

報
を

注
記

書
類

に
含

め
る
必
要
は

あ
る
。

26
4 ．

資
産

と
は

、
そ

こ
か

ら
経

済
的

実
体

に
対

す
る

将
来
の

収
益

が
得

ら
れ

る
可

能
性

が
あ

り
、

さ
ら

に
信

頼
性

を
も

っ
て

測
定

可
能

な
価

値
を

も
っ
て
い
る

場
合
に
、
認
識
さ
れ
な
け
れ

○
○

○

○
○

○

○
●

●

〇
M
C
IF

で
は
、
蓋

然
性

と
い

う
用

語
は

用
い
ら

れ
て

い
な

い
が

、「
確

実
性

の
度

合
い
」
を

認

識
基
準
と
し
て
い
る
点

で
、
IA
SC
FW

と
一

致
し

て
い
る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

認
識

要
件

と
し

て
、

当
該

項
目

が
信

頼
性

を
も

っ
て

測
定

で

き
る

原
価

ま
た

は
価

値
を

有
し

て
い

る
こ

と
を

あ
げ

て
い

る
。

こ
の

認
識

基
準

に
つ

い
て

は
、

SF
A
C
、
SP
FR

で
も
言

及
さ

れ
て

い
る
が

、
IA
SC
FW

と
M
C
IF

は
、
表

現
も

類
似

し
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

資
産

・
負

債
の

認
識

に
つ

い
て

、
経

済
的

便
益

（
収

益
）

の

流
入
、
流
出
の

蓋
然
性

、
信

頼
性

に
つ

い
て

述
べ

、
そ

れ
以

外
に

は
詳

し
く

言
及

し
て

い
な
い

。
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（
7 ）

収
益
（

利
得

）

の
認

識

ば
な

ら
な

い
。

26
5 ．

財
務

情
報

の
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
一

致
す

る
と
い
う
観
点
か

ら
、
お
よ
び
財
務
情
報
の
目

的
か

ら
、

将
来

の
収

益
の

存
在

は
、

資
産

項
目
の
目

的
適
合
性
を

決
定
す
る
。

26
6 ．

資
産

の
認

識
を

実
行

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の
は
、
信
頼
性

と
い
う
特
質
が
満
た
さ
れ
て

い
る

上
で

、
当

該
資

産
と

関
連

し
た

将
来

収
益

を
享

受
す
る
権
利

を
獲
得
で
き
る
よ
う
、
取
引

が
完

了
し

た
場

合
で

あ
る

。

26
7 ．

第
20
0 パ

ラ
グ

ラ
フ

か
ら
20
2 パ

ラ
グ

ラ
フ
に
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
従
え
ば

、
資
産
の
基
本

的
特

徴
は

、
収

益
を

生
む

た
め

の
能

力
で

あ
り

、
収

益
が
、
収
益

創
出
能
力
を
維
持
す
る
構
成

要
素

と
し

て
の

資
産

に
残

る
こ

と
に

な
る

の
で

あ
る

。
逆
の
場
合

、
将
来
の
収
益
を
獲
得
す
る

能
力

が
存

在
し

な
い
、

ま
た

は
い

か
な

る
理

由
で

あ
れ

、
収

益
獲

得
能

力
が

消
滅

す
る

場
合

、

そ
の

項
目

は
損

益
計

算
書

の
借

方
に

記
入

さ
れ

る
。

同
様
の
考
え

方
は
、
将
来
の
収
益
を
獲
得

す
る

能
力

が
減

少
し

て
い

く
場

合
に

も
適

用
す

る
こ

と
が
で
き
る

。

26
8 ．

同
様

の
理

由
か

ら
、

資
産

に
よ

っ
て

獲
得

が
期

待
さ
れ

る
潜

在
的

収
益

が
減

少
す

る
場

合
、

い
か

な
る

も
の

で
あ

っ
て

も
、

元
の

価
値

に
応

じ
て
、
そ
の

減
少
が
生
じ
た
の
と
同
じ
期

間
内

に
、

こ
れ

を
認

識
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
よ
う
な
潜

在
的
収
益
の
減
少
の
原
因
と

な
り

得
る

の
は

、
突

発
的

ま
た

は
漸

進
的

に
生

じ
る

物
質
面
で
の

減
損
、
利
用
を
通
じ
た
資
産

の
消

費
、

ま
た

は
陳

腐
化

や
資

産
の

使
用

者
の

ニ
ー

ズ
の
変
化
に

よ
っ
て
生
じ
た
減
価
な
ど
で

あ
る

。

26
9 ．

ま
た

、
資

産
の

認
識

に
は

、
負

債
や

イ
ン
カ
ム
を
同

時
に
認
識
す

る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の

他
の

資
産

や
費

用
の

減
少

や
資

本
の

増
加

を
認

識
す

る
こ
と
も
含

ま
れ
て
い
る
。

27
0 ．

受
取

勘
定

に
つ

い
て

、
た

と
え

ば
期

日
が
決
定

さ
れ
て
い
な

い
場
合
、
あ
る
い
は
支
払
い

が
、

債
務

者
の

任
意

に
よ

っ
て

行
わ

れ
る

、
も

し
く

は
早
急
な
合

意
や
債
権
者
側
か
ら
の
公
式

な
行

動
に

よ
っ

て
決

定
さ

れ
る

場
合

な
ど

、
受

取
額

が
確
定
し
て

い
な
い
も
の
は
、
経
済
的
実

体
側

で
金

銭
の

受
取

り
が

保
証

さ
れ

な
い

限
り

、
資

産
と
し
て
認

識
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
注

記
書

類
に

お
い

て
追

加
情

報
を

示
す

の
は

適
切

で
あ

る
。

27
1 ．

あ
る

項
目

が
負

債
と

し
て
認

識
さ

れ
る
の
は
、
支
払
期
日
に

お
い
て
、
将
来
の
収
益
を
獲

得
す

る
可

能
性

を
備

え
た

資
源

を
手

放
す

義
務

を
は

ら
む
可
能
性

が
あ
る
、
さ
ら
に
は
、
そ
の

価
値

が
信

頼
性

を
も

っ
て

決
定

さ
れ

う
る

場
合

で
あ

る
。

27
2 ．

負
債

を
認

識
す

る
事

象
は

、
そ

の
負

債
に

応
じ

た
資
産

や
費

用
を

同
時

に
認

識
す

る
こ

と
、

ま
た

は
そ

の
他

の
負

債
、

イ
ン

カ
ム

、
資

本
の

減
少
が
関
連

し
て
い
る
。

27
3 ．

負
債
の

増
加

、
ま

た
は

減
少
が

原
因

と
な
り
、
将
来

の
収
益
の
獲
得

可
能
性
、
を
備
え
た

資
源

を
手

放
す

義
務

、
も

し
く

は
そ

の
可

能
性

の
減

少
を
表
す
金

額
が
増
加
す
る
。

27
4 ．

負
債

の
認

識
を

実
行

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
の
は
、
信
頼
性

と
い
う
特
質
が
満
た
さ
れ
て

い
る

上
で

、
将

来
収

益
を

獲
得

す
る

可
能

性
を

備
え

た
資
源
を
手

放
す
義
務
が
、
経
済
的
実
体

に
確

実
に

生
じ

る
よ

う
、

取
引

が
完

了
し

た
場

合
で

あ
る
。

27
7 ．

あ
る

項
目

を
損

益
計

算
書

の
イ

ン
カ

ム
と
し
て
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
資
産

の
増

加
、

ま
た

は
別

の
資

源
の

減
少

と
関

連
し

て
、

経
済
的
資
源

に
増
加
が
生
じ
、
そ
の
金
額

が
信

頼
性

を
も

っ
て

測
定

で
き

る
場

合
で

あ
る

。

27
8 ．

イ
ン

カ
ム

の
認

識
は

、
資

産
の

認
識
（

ま
た

は
資
産
の
増
加

）、
あ
る
い
は
負
債
の
消
滅

ま
た

は
減

少
を

と
も

な
う

。

27
9 ．

イ
ン

カ
ム

を
認

識
す

る
に

は
、

発
生

主
義
の

基
礎
的
前
提
に

注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず

、

そ
の

結
果

、
財

務
的

な
フ

ロ
ー

で
は

な
く

、
現

物
の

フ
ロ
ー
が
あ

っ
た
場
合
や
取
引
が
し
か
る

べ
く

完
了

さ
れ

た
場
合

に
イ

ン
カ

ム
の

認
識

が
行

な
わ

れ
る

。
イ

ン
カ

ム
が

発
生

す
る

の
は

、

●
●

○

〇
一
方
、
SF
A
C
は
、

資
産

、
負

債
に

影
響

を
も

た
ら
す

事
象

に
つ

い
て

、
SP
FR

は
、

取
引
・

事
象
が
資
産
、
負
債
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
詳

し
く

言
及

し
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

お
よ

び
M
C
IF

に
み

ら
れ

る
収

益
の

認
識

に
関

す
る

記
述
は

、
ほ

と
ん

ど
同

じ
表

現
が

用
い

ら
れ

て
い

る
。

た
だ

し
、
IA
SC
FW

で
は

、「
実

現
」

と
い

う
要

件
に

関
す

る
記

述

が
な
い
。
M
C
IF

で
は

、「
実

現
」
は

、
イ

ン
カ

ム
を

認
識

す
る

必
要

条
件

で
は

あ
る

が
、
十

分

条
件
で
は
な
い
と
し
な

が
ら

も
、「

実
現

」
に
つ

い
て

述
べ

ら
れ
て

い
る

。

〇
M
C
IF

は
「

実
現
」
に

つ
い

て
説

明
し
て

い
る

も
の

の
、「

実
現

可
能

性
」
の

概
念

や
収

益
の

「
稼
得
」
に
つ

い
て
は

言
及

し
て

お
ら

ず
、

そ
の

点
で
SF
A
C
と

も
相

違
が

み
ら
れ

る
。
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（
8 ）

費
用
（

損
失

）

の
認

識

経
済

的
実

体
が

財
や

サ
ー

ビ
ス

の
取

得
、

売
却
の
プ

ロ
セ
ス
を
完

了
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
対

価
を

得
る

権
利

が
与

え
ら

れ
る

と
き

、
も

し
く
は
い

か
な
る
理
由

で
あ
れ
、
資
産

が
増
加
す
る

、

ま
た

は
負

債
が

減
少

す
る

と
き

で
あ

る
。

28
0 ．

イ
ン

カ
ム

が
認

識
さ

れ
る

た
め

に
は

、
そ

の
イ

ン
カ
ム
が
実

現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、

そ
の

実
現

に
固

有
の

要
件

に
つ

い
て

、
こ
れ
を

満
た
す
に
は

、
現
物
の
フ
ロ
ー
を
生
じ
さ

せ
る

事
象

が
完

了
す

る
と

同
時

に
、

イ
ン

カ
ム
に
よ

っ
て
対
価
を

受
け
取
っ
た
、
も
し
く
は
対

価
を

受
け

取
る

権
利

が
生

じ
た

こ
と

を
通

じ
、
経
済

的
資
源
の
増

加
の
存
在
が
確
定
し
な
く
て

は
な

ら
な

い
。

28
1 ．

イ
ン

カ
ム

の
実

現
は

、
必

要
条

件
で

は
あ

る
が

、
損
益
計
算

書
に
記
載
す
る
に
あ
た
っ
て

の
十

分
条

件
で

は
な

い
。

く
わ

え
て

、
信

頼
性
を
も

っ
て
測
定
で

き
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て

く
る

。

28
2 ．

場
合

に
よ

っ
て

は
、

イ
ン

カ
ム

と
確

定
的
に

考
え
ら
れ
る
こ

と
を
可
能
に

す
る
よ
う
な

、

イ
ン

カ
ム

の
発

生
に

必
要

な
状

況
が

揃
う

ま
で
、
貸

借
対
照
表
項

目
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
に

よ
っ

て
、

損
益

計
算

書
に

お
け

る
イ

ン
カ

ム
の
認
識

が
延
期
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。

28
3 ．

先
の

パ
ラ

グ
ラ

フ
で

述
べ

ら
れ

て
い

る
規

定
は
、
次
の
よ
う

な
特
定
の
ケ
ー
ス
に
適
用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

─
─

現
物

の
フ

ロ
ー

の
以

前
に

財
務

的
な

フ
ロ
ー
が

生
じ
た
場
合

、
当
該
取
引
は
負
債
を
生
じ

さ
せ

る
原

因
と

な
る

。
こ

の
負

債
は

、
現

物
の
フ
ロ

ー
を
生
じ
さ

せ
る
事
象
が
完
了
し
た
と
き

イ
ン

カ
ム

と
し

て
認

識
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

─
─

サ
ー

ビ
ス

の
生

産
ま

た
は

提
供

が
注

文
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ

る
場
合
、
依
頼
者
に
よ
る
注

文
を

受
け

ら
れ

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
疑

問
の
余
地

が
な
く
、
ま

た
そ
の
イ
ン
カ
ム
認
識
に
あ

た
っ

て
目

的
適

合
性

と
信

頼
性

の
要

件
が

満
た
さ
れ

て
い
れ
ば
、

そ
の
作
業
や
計
画
が
ど
の
程

度
遂

行
さ

れ
て

い
る

か
に

よ
っ

て
、

イ
ン

カ
ム
を
認

識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

─
─

現
物

の
フ

ロ
ー

が
、

該
当

す
る

会
計

年
度
よ
り

も
後
の
数
期

間
に
ま
た
が
る
場
合
、
合
理

的
な

基
準

を
用

い
て

計
算

し
、

各
期

間
に

応
じ
た
イ

ン
カ
ム
を
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

28
4 ．

あ
る

項
目

が
損

益
計

算
書

に
お

い
て

費
用
と

し
て
認
識
さ
れ

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は

、

資
産

の
減

少
や

負
債

の
増

加
と

関
連

し
て

、
経
済
的

実
体
に
お
い

て
資
源
の
減
少
が
生
じ
、
そ

の
金

額
が

信
頼

性
を

も
っ

て
測

定
で

き
る

場
合
で
あ

る
。

28
5 ．

費
用
の

認
識

は
、
負

債
の

認
識
（

す
な

わ
ち
負
債
の

増
加
の
認
識
）
ま
た
は
資
産
の
消
滅

ま
た

は
減

少
を

と
も

な
う

。

28
6 ．

費
用

を
認

識
す

る
に

は
、
発
生

主
義

の
基

礎
的

前
提
に
注
目

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ

の
結

果
、

財
務

的
な

フ
ロ

ー
で

は
な

く
、

現
物
の
フ

ロ
ー
が
生
じ

、
取
引
が
し
か
る
べ
く
完
了

し
た

と
き

、
費

用
の

認
識

が
行

な
わ

れ
る

こ
と
に
な

る
。
費
用
が

発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

は
、

い
か

な
る

理
由

で
あ

れ
、

資
産

の
減

少
ま
た
は

負
債
の
増
加

を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
、
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
消

費
プ

ロ
セ

ス
を

、
経

済
的
実
体

が
完
了
す
る

と
き
で
あ
る
。

28
7 ．

見
積

り
に

基
づ

い
て

金
額

の
決

定
さ

れ
る
費

用
は
、
信
頼
性

の
質
的
特
徴

、
と
り
わ
け

、

信
頼

性
に

関
連

し
た

質
的

特
徴

で
あ

る
慎

重
性
に
し

た
が
っ
て
扱

わ
れ
る
。
い
く
通
り
か
求
め

ら
れ

る
見

積
り

額
か

ら
選

択
す

る
必

要
が

あ
る
と
き

、
そ
の
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
目

的
適

合
性

が
あ

る
場

合
に

は
、

こ
れ

を
注

記
書
類
に

示
す
。

28
8 ．

発
生

主
義

と
い

う
基

礎
的

前
提

の
費

用
に

対
す
る
適
用
は
、
収
益
と
費
用
の
適
切
な
相
関

関
係

に
準

拠
し

て
行

な
わ

れ
る

。
そ

の
結

果
、
原
則

と
し
て
、
該

当
す
る
期
間
の
イ
ン
カ
ム
か

ら
、

そ
の

イ
ン

カ
ム

を
獲

得
す

る
の

に
費

や
さ
れ
た

費
用
を
引
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
損
益
が
計

算
さ

れ
る

。
ま

た
、

こ
の

損
益

は
、

当
該

実
体
の
活

動
と
明
確
な

関
連
の
な
い
イ
ン
カ
ム
・
費

○
○

○

〇
ま
た
、
SP
FR

で
も
「

実
現

お
よ

び
実

現
可

能
」

に
つ

い
て
記

述
は

な
い

。

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

費
用

の
認

識
の

要
件

と
し

て
、

①
収

益
と

の
対

応
、

②
体

系

的
か

つ
合

理
的

な
期

間
配

分
、

③
資

産
の

減
少

、
ま

た
は

負
債

の
増

加
と

関
連

し
た

、
資

源

（
IA
SC
FW

で
は
経

済
的
便

益
）

の
減

少
、
の

３
点

を
あ

げ
て

い
る

。

〇
IA
SC
FW

、
お

よ
び
M
C
IF

と
も

に
、

費
用

と
収

益
の

対
応

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
資

産
ま

た
は
負
債
の
定
義
を
満

た
さ

な
い

貸
借

対
照

表
項

目
の

認
識

は
容

認
さ

れ
な
い

旨
が

述
べ

ら
れ

て
い
る
。
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測
定

（
1 ）

測
定

属
性（

基

礎
）

用
か

ら
構

成
さ

れ
る

。

28
9 ．

し
た

が
っ

て
、
利

益
の

獲
得
に

必
要

な
財

や
サ

ー
ビ
ス
は
、
費
用
が
発
生
す
る
と
き
に
消

費
さ

れ
た

と
考

え
る

。
た

だ
し

、
以

下
の

パ
ラ
グ
ラ

フ
に
示
さ
れ

た
こ
と
に
抵
触
し
て
は
な
ら

な
い

。

29
0 ．

こ
の

よ
う

に
、
イ

ン
カ

ム
が
単

一
の

会
計

期
間

に
お
い
て
生

じ
た
場
合
、
そ
の
イ
ン
カ
ム

に
関

連
の

あ
る

費
用

は
そ

の
会

計
期

間
に

帰
属
さ
せ

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

29
1 ．

イ
ン

カ
ム

が
あ

る
期

間
よ

り
も

後
の

期
間

に
獲
得
さ
れ
、
そ

の
イ
ン
カ
ム
と
特
定
の
費
用

と
の

関
係

が
間

接
的

な
方

法
で

し
か

確
定

で
き

な
い

場
合
、
そ
の

費
用
の
認
識
は
、
両
者
の
適

切
な

関
係

が
達

成
さ

れ
る

よ
う

、
体

系
化

さ
れ

た
、

合
理
的
か
つ

十
分
信
頼
性
の
あ
る
基
準
に

よ
っ

て
、

イ
ン

カ
ム

の
及

ぶ
全

期
間

に
お

い
て

行
な

わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

29
2 ．

し
た

が
っ

て
、
前

の
期

間
に
お

い
て

資
産
と
し

て
計
上
さ
れ

た
金
額
は
、
イ
ン
カ
ム
の
獲

得
に

貢
献

し
た

程
度

に
し

た
が

っ
て

、
そ

の
期

間
に

お
い
て
当
該

資
産
が
消
費
さ
れ
た
の
と
同

等
の

金
額

を
、

損
益

計
算

の
中

の
費

用
と

し
て

認
識

す
る
。

29
3 ．

し
か

し
、
将

来
の

イ
ン

カ
ム
の

獲
得

可
能
性
は

、
信
頼
性
と

い
う
質
的
特
徴
の
枠
組
み
に

お
い

て
評

価
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

う
し

た
将

来
の
イ
ン
カ

ム
が
確
定
さ
れ
な
い
、
も
し

く
は

信
頼

性
を

持
っ

て
測

定
で

き
な

い
場

合
、

現
在

の
費
用
を
将

来
の
イ
ン
カ
ム
に
対
応
さ
せ

る
こ

と
は

適
切

と
考

え
ら

れ
な

い
。

そ
の

た
め

、
費

用
は
、
そ
の

よ
う
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

た
期

間
に

お
け

る
費

用
と

し
て

認
識

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
対
応
の
プ
ロ

セ
ス

を
適

用
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

資
産

ま
た

は
負

債
の
定
義
を

満
た
さ
な
い
よ
う
な
状
況
に

つ
い

て
、

貸
借

対
照

表
項

目
を

認
識

す
る

こ
と

は
容

認
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。

29
4 ．

費
用

が
具

体
的

な
イ

ン
カ

ム
と

結
び

付
け
ら
れ
な
い
、
あ
る

い
は
収
益
を
生
み
出
さ
な
い

と
想

定
さ

れ
る

場
合

、
ま

た
は

確
率

か
ら

い
っ

て
、

そ
の
両
方
に

つ
い
て
の
可
能
性
が
合
理
的

に
存

在
す

る
場

合
、

そ
の

費
用

は
、

そ
れ

が
生

じ
た

期
間
の
も
の

と
し
て
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。

29
5 ．

資
産

は
、
将

来
の

収
益

が
も
は

や
生

み
出
さ
れ

る
こ
と
は
な

い
と
確
認
さ

れ
る
、
も
し
く

は
見

積
ら

れ
る

限
り

、
そ

の
全

額
ま

た
は

一
部

を
、

損
益
計
算
書

に
帰
属
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

。

29
6 ．

前
パ

ラ
グ

ラ
フ

で
示

さ
れ

た
こ

と
が

一
度
適
用
さ
れ
、
後
に

資
産
の
価
値
が
回
復
し
た
場

合
、

そ
の

金
額

は
、

財
務

諸
表

の
構

成
要

素
の

う
ち

、
イ
ン
カ
ム

の
認
識
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば

、
イ

ン
カ

ム
と

し
て

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
そ
の
場
合

の
金
額
は
、
最
初
に
費
用
と

し
て

計
上

さ
れ

た
金

額
を

最
高

限
度

と
す

る
。

29
7 ．

債
務

に
つ

い
て

、
対

応
す

る
資

産
を

同
時
に
認

識
せ
ず
に
、
そ
の
債
務
を
認
識
す
る
こ
と

は
、

費
用

が
存

在
す

る
こ

と
を

意
味

し
て

お
り

、
当

該
債
務
が
認

識
さ
れ
る
時
、
損
益
計
算
書

に
反

映
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
が
起
き
る

の
は
、
た
と
え
ば
、
製
品
の

保
証

に
由

来
す

る
債

務
が

生
じ

た
場

合
で

あ
る

。

29
8 ．

評
価
と

は
、
そ

れ
を

通
じ

て
、
財

務
諸

表
に
記
載
す

べ
き
貨
幣
単
位

に
よ
る
金
額

を
、
財

務
諸

表
の

各
構

成
要

素
に

帰
属

さ
せ

る
プ

ロ
セ

ス
と

解
さ
れ
る
。

29
9 ．

評
価

の
プ

ロ
セ

ス
は

、
包

括
的

に
考

え
た
場
合

、
お
よ
び
財

務
諸
表
の
各
構
成
要
素
に
つ

い
て

考
え

た
場

合
に

も
、

財
務

情
報

の
利

用
者

の
ニ

ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
す
な
わ
ち
、
財
務
情

報
に

対
し

て
課

せ
ら

れ
た

目
的

に
合

わ
せ

て
実

施
さ

れ
る
べ
き
で

あ
る
。

30
0 ．

し
か

し
、
財

務
諸

表
の

構
成
要

素
の

す
べ
て
に

適
用
可
能
な

評
価
基
準
の

う
ち
、
財
務
諸

表
の

目
的
を

す
べ
て
満
た
す

唯
一
の

基
準
と
い
う

も
の
は

存
在
し
な
い
。ま

た
本
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
の

第
41

～
44

パ
ラ

グ
ラ

フ
で

列
挙

さ
れ

た
財

務
諸

表
の
目
的
の

達
成
に
あ
た
っ
て
、
有
用
性

○
○

●

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
も

に
、

同
じ

４
種

類
の

測
定

属
性

を
あ

げ
て

い
る

。

〇
SF
A
C
は

現
在

市
場

価
値

を
加

え
た

合
計

５
つ

の
測

定
属

性
を

あ
げ

て
い

る
。

た
だ

し
、

IA
SC
FW

で
は
市

場
性

の
あ

る
有

価
証

券
は

じ
か

で
計
上

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
M
C
IF

も
、

実
現

可
能

価
額

の
定

義
の

中
で

、
現

実
に

機
能

し
て

い
る

市
場

が
あ

り
、

「
需
要
と
供
給

の
動

き
に
よ

っ
て

自
由

に
形

成
・
公

開
さ

れ
る

取
引

価
格

が
存
在

す
る

場
合

」
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い

る
。
こ

の
意

味
で

、
SF
A
C
も
IA
SC
FW

、
M
C
IF

と
等

し
い

よ
う

に
思

わ
れ
る
。
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（
2 ）

時
価

の
代

替

的
測

定

（
3 ）

そ
の

後
の

再

測
定

を
最

大
限

の
水

準
に
ま

で
到

達
さ

せ
る

こ
と

の
で

き
る

唯
一

の
基

準
も

な
い

。
し

た
が

っ
て

、

必
要

な
の

は
、

経
済

的
実

体
の

状
況

や
活

動
の
な
か

で
、
財
務
諸

表
の
各
構
成
要
素
が
果
た
す

役
割

や
構

成
要

素
の

性
質

を
事

例
ご

と
に

考
慮
し
な

が
ら
、
複
数

の
評
価
基
準
を
同
時
に
用
い

る
こ

と
で

あ
る

。

9.
2 ．

歴
史

的
原

価

30
5 ．

財
務

諸
表

の
構

成
要

素
に

適
用

可
能

な
評

価
基
準
の
中
で
も

、
本
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
は

、
以

下
の

評
価

基
準

に
つ

い
て

論
じ

る
。

─
─

歴
史

的
原

価

─
─

取
替

原
価

─
─

実
現

可
能

価
額

─
─

正
味

現
在

価
値

30
6 ．

歴
史

的
原

価
の

も
と

で
は

、
資

産
は

取
得

価
額

ま
た
は

製
造

原
価

に
よ

っ
て

記
録

さ
れ

る
。

す
な

わ
ち

、

─
─

支
払

わ
れ

た
、

も
し

く
は

実
体

が
支

払
う

約
束

を
し
た
現
金

お
よ
び
そ
の
他
の
流
動
的
項

目
の

金
額

─
─

取
引

に
よ

っ
て

譲
渡

さ
れ

た
、

も
し

く
は

取
得

の
時
点
で
契

約
さ
れ
た
代
償
物
の
会
計
的

価
値

。
寄

贈
に

よ
っ

て
取
引

さ
れ

、
会

計
的

価
値

が
存
在

し
な

い
場

合
に

は
、（

価
値

を
と

も

な
っ

て
）

実
現

し
た

場
合

に
損

益
に

計
上

さ
れ
る
合

理
的
な
金
額

が
そ
の
価
値
と
な
る
が
、
第

三
者

に
対

す
る

取
引

に
よ

っ
て

実
現

し
た

場
合
、
ま

た
は
経
済
的

主
体
の
諸
原
価
の
中
に
組
み

込
ま

れ
た

場
合

、
そ

の
後

は
評

価
額

が
変

化
す
る
こ

と
に
な
る
。

9.
3 ．

取
替

原
価

31
8 ．

こ
の

基
準

に
従

え
ば

、

─
─

資
産

は
、

現
在

同
じ

資
産

も
し

く
は

そ
の
他
の

同
等
物
を
取

得
す
る
場
合
に
支
払
わ
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

現
金

の
金

額
ま

た
は

そ
の

他
の
流
動

項
目
に
よ
っ

て
評
価
さ
れ
る
。

─
─

負
債

は
、

現
時

点
で

の
債

務
を

支
払

う
の
に
必

要
な
現
金
の

金
額
ま
た
は
そ
の
他
の
流
動

項
目

に
よ

っ
て

評
価

さ
れ

る
。

9.
4 ．

実
現

可
能

価
額

32
5 ．

こ
の

基
準

に
従

え
ば

、

─
─

資
産

は
、

現
時

点
で

当
該

資
産

が
売

却
さ
れ
た

場
合
に
得
る

こ
と
の
で
き
る
、
現
金
の
金

額
お

よ
び

そ
の

他
の

流
動

項
目

に
よ

っ
て

評
価
さ
れ

る
。

─
─

負
債

は
、

そ
の

弁
済

の
価

値
、

す
な

わ
ち
、
通

常
の
営
業
過

程
に
お
け
る
債
務
を
、
現
在

の
時

点
で

満
た

し
う

る
と

期
待

さ
れ

る
現

金
や
そ
の

他
の
流
動
項

目
の
金
額
に
よ
っ
て
記
録
さ

れ
る

。

9.
5 ．

正
味

現
在

価
値

33
1 ．

こ
の

基
準

に
従

え
ば

、

─
─

資
産

は
、

通
常

の
営

業
過

程
に

お
け

る
項
目
か

ら
生
ま
れ
る

と
期
待
さ
れ
る
現
金
の
純
流

入
額

の
割

引
現

在
価

値
で

評
価

さ
れ

る
。

─
─

負
債

は
、

債
務

を
解

消
す

る
た

め
に

支
払
わ
れ

る
と
期
待
さ

れ
る
現
金
の
純
流
出
額
の
割

引
現

在
価

値
に

よ
っ

て
記

録
さ

れ
る

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

○
○

●

○
○

●

〇
SP
FR

で
は

、
資
産

に
つ

い
て

、
取

得
原

価
、
再

調
達

原
価

、
正

味
実

現
可

能
価

額
の
３

つ
、

負
債
に
つ
い
て
は
取
得

原
価

、
最

も
経

済
的

な
手

段
に

よ
り

解
放

で
き

る
原
価

ま
た

は
類

似
の

負
債
証
券
の
発
行
に
よ

り
調

達
で

き
る

金
額

と
し

て
い

る
。ま

た
、測

定
属

性
の

選
択

に
当

た
っ

て
、「

企
業
に

と
っ

て
の
価

値
」

と
い

う
概

念
が

適
用

さ
れ

る
点
で

も
、

測
定

属
性

に
関

し
て

、

他
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
は

一
線

を
画

し
て

い
る

。

〇
こ
の
論
点
に
つ
い
て

言
及

し
て

い
る

の
は
SP
FR

の
み

で
あ

る
。

〇
M
C
IF

で
は
、
第
31
1 パ

ラ
グ

ラ
フ

の
中

で
、
貸

借
対

照
表

に
お

い
て

取
得
原

価
が

維
持

さ
れ

な
い
場
合
の
例
が
示

さ
れ

て
い

る
。
た

だ
し

、
こ

れ
は

そ
の

後
の

再
測

定
と
い

う
よ

り
も

、
む
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（
4 ）

取
得

原
価

に

つ
い

て

9.
2 ．

歴
史

的
原

価
（

注
５
：
現

行
商

法
典

は
、
第
38

条
第
１
項
ｆ

に
お
い
て
、
本
基
準
に
関
し

て
、「

そ
れ

ら
の

構
成

要
素

は
…

…
取

得
価

額
ま
た
は
製
造
原
価
に

よ
っ
て
評
価

さ
れ
る
」
と
明

言
さ

れ
て

い
る

。
プ

ラ
ン
・
ヘ

ネ
ラ

ル
・
デ
・
コ
ン

タ
ビ
リ
ダ
で
は

、「
取
得
価
格
の
原
則
」
に

言
及

し
て

い
る

。
A
EC
A
の
会

計
原

則
・

基
準
委

員
会
は
「

歴
史
的
原
価
」
と

い
う
表
現
を
好

ん
で

用
い

て
き

た
が

、
こ

れ
は

商
法

典
と

プ
ラ

ン
の

本
文
中
で
用

い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ

で
あ

る
。）

30
6 ．

歴
史

的
原

価
の

も
と

で
は

、
資

産
は

取
得

価
額

ま
た
は

製
造

原
価

に
よ

っ
て

記
録

さ
れ

る
。

す
な

わ
ち

、

─
─

支
払

わ
れ

た
、

も
し

く
は

実
体

が
支

払
う

約
束

を
し
た
現
金

お
よ
び
そ
の
他
の
流
動
的
項

目
の

金
額

─
─

取
引

に
よ

っ
て

譲
渡

さ
れ

た
、

も
し

く
は

取
得

の
時
点
で
契

約
さ
れ
た
代
償
物
の
会
計
的

価
値

。
寄

贈
に

よ
っ

て
取
引

さ
れ

、
会

計
的

価
値

が
存
在

し
な

い
場

合
に

は
、（

価
値

を
と

も

な
っ

て
）

実
現

し
た

場
合

に
損

益
に

計
上

さ
れ
る
合

理
的
な
金
額

が
そ
の
価
値
と
な
る
が
、
第

三
者

に
対

す
る

取
引

に
よ

っ
て

実
現

し
た

場
合
、
ま

た
は
経
済
的

主
体
の
諸
原
価
の
中
に
組
み

込
ま

れ
た

場
合

、
そ

の
後

は
評

価
額

が
変

化
す
る
こ

と
に
な
る
。

30
7 ．

取
得

価
額

は
、
当

該
構

成
要
素

を
、
資

産
と
し

て
定
義
さ
れ

た
要
件
を
満
た
す
よ
う
な
状

態
に

す
る

ま
で

に
要

し
た

追
加

的
支

出
を

含
む
も
の

で
あ
る
。
こ

れ
は
、
資
産
に
関
し
て
設
定

さ
れ

う
る

特
定

の
規

定
に

抵
触

す
る

も
の

で
は
な
い

。

30
8 ．

同
様

に
、
経

済
的

実
体

に
よ
っ

て
製

造
ま

た
は

建
設
さ
れ
た

資
産
の
製
造

原
価
に
は
、
そ

の
主

要
原

材
料

お
よ

び
そ

の
他

の
消

費
材

料
の
価
格

、
資
産
に
直

接
投
下
さ
れ
る
生
産
要
素
の

価
格

、
な

ら
び

に
当

該
資

産
に

関
す

る
間

接
的
生
産

要
素
の
合
理

的
な
按
分
額
な
ど
、
い
ず
れ

の
場

合
も

、
そ

の
製

造
、

加
工

、
建

設
期

間
に
対
応

す
る
も
の
が

含
ま
れ
る
。

30
9 ．

同
様
に

、
歴

史
的

原
価

に
基
づ

け
ば

、
負

債
は
、
そ
の
負
債

を
引
き
受
け
る
代
わ
り
に
受

領
し

た
資

産
の

価
値

、
さ

ら
に

未
払

い
で

あ
る
が
発

生
し
た
利
息

に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
る
。

31
0 ．

資
本

の
場

合
に

は
、
出

資
者

す
な

わ
ち

損
益
の

保
有
者
か
ら

の
出
資
金
に
応
じ
た
価
値
が

歴
史

的
原

価
と

考
え

ら
れ

る
。

31
1 ．

本
基

準
の
適

用
の

結
果

得
ら

れ
る

価
額

は
、
当
該
項
目
が

存
続
し
う
る
限
り
、
貸
借
対
照

表
に

お
い

て
維

持
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

た
だ

し
、

以
下
の
例
外

が
あ
る
と
き
、
い
ず
れ
の
場

合
に

お
い

て
も

、
相

応
の

費
用

が
認

識
さ

れ
る

。

─
─

固
定

資
産

の
原

初
に

つ
い

て
は

、
生

産
過

程
で

の
使
用
に
よ

る
消
耗
、
単
な
る
時
間
の
経

過
、

ま
た

は
陳

腐
化

な
ど

の
理

由
か

ら
生

じ
る

減
価

償
却
の
影
響

を
認
識
す
る
た
め
に
、
そ
の

原
初

の
歴

史
的

原
価

を
切

り
下

げ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
固
定
資
産
の
評
価
額

は
、

特
定

の
時

点
に

お
い

て
、

減
価

償
却

後
の

正
味

額
で
あ
る
。

─
─

実
現

可
能

価
額

ま
た

は
正

味
現

在
価

値
が

歴
史

的
原
価
よ
り

低
い
場
合
に
は
、
い
か
な
る

資
産

に
つ

い
て

も
、

そ
の

ケ
ー

ス
に

従
い

、
当

該
実

体
に
お
い
て

そ
の
資
産
が
果
す
機
能
に
応

じ
て

、
歴

史
的

原
価

が
実

現
可

能
価

額
ま

た
は

正
味

現
在
価
値
に

よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る（

以
下
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、こ

れ
ら
の
基
準
に
対
す
る
定
義
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
）。

─
─

い
か

な
る

負
債

に
つ

い
て

も
、

実
現

可
能

価
額

が
歴
史
的
原

価
を
上
回
る
場
合
、
歴
史
的

原
価

は
そ

の
日

付
の

実
現

可
能

価
額

に
よ

っ
て

代
替

さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

─
─
第
33
0 パ

ラ
グ
ラ
フ

に
お
い
て
述

べ
ら
れ

る
条
件
を
満

た
す
よ

う
な
資
産
の

取
引
が

行
な
わ

れ
る

場
合

、
実

現
可

能
価

額
を

歴
史

的
原

価
に

代
替

す
る
こ
と
が

で
き
る
。

31
2 ．

こ
れ

ら
の

例
外

に
加

え
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
の
は
、
第
33
5 ～
35
3 パ

ラ
グ
ラ
フ
の
内
容
か

○
○

○

し
ろ
取
得
原
価
主
義

に
お

け
る

低
価
法

に
関

す
る

記
述

で
あ

る
よ

う
に

思
わ
れ

る
。

〇
M
C
IF

で
は
、
IA
SC
FW

に
比

べ
、

取
得

原
価

に
関

し
て

く
わ

し
く

規
定
さ

れ
て

い
る

。

〇
M
C
IF

で
は
、
取

得
原

価
を
「

一
般

的
に

用
い

ら
れ

て
い

る
測

定
基

礎
」、
「

他
の

測
定

基
礎

と
結
び
付
け
ら
れ
て
い

る
」
と

い
う
IA
SC
FW

に
み

ら
れ

る
よ

う
な

記
述

は
な

い
も

の
の

、
31
1

パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て

、
低

価
法

、
負

債
の

時
価

評
価

、
市

場
性

の
あ

る
資
産

に
つ

い
て

の
時

価
評
価

な
ど

に
つ
い

て
触

れ
ら

れ
て

お
り

、
こ

れ
が
IA
SC
FW

の
10
1 パ

ラ
グ

ラ
フ

に
相

当
す

る
も
の

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
基

本
的

に
は
SF
A
C
も
SP
FR

も
同

様
の

こ
と

に
つ

い
て

言
及

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る

。
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（
5 ）

割
引

計
算

に

つ
い

て

（
1 ）

影
響

の
度

合

い （
2 ）

他
の

事
業

体

へ
の

持
分

の
影

響

の
反

映

（
3 ）

連
結

財
務

諸

表 （
4 ）

企
業

結
合

ら
暗

示
さ

れ
る

本
概

念
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
資
本
維

持
と
は
、
異

な
る
資
本
維
持
モ
デ
ル
を
採

用
す

る
こ

と
か

ら
生

じ
る

例
外

で
あ

る
。

31
3 ．

特
に

異
常

な
状

況
に

つ
い

て
、

そ
れ

に
関

す
る

情
報
が

目
的

適
合

性
を

持
っ

て
い

る
と

き
、

こ
れ

ら
の

例
外

に
お

い
て

生
じ

る
状

況
を
注
記

に
お
い
て
適

切
に
表
示
し
、
そ
の
状
況
を

説
明

す
る

と
と

も
に

そ
の

影
響

を
数

値
で

示
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

31
5 ．

歴
史

的
原

価
は

、
諸

要
素

が
生

産
過

程
に
投

入
さ
れ
る
と
い

う
視
点
を
採

用
し
て
お
り

、

資
産

の
取

得
や

、
他

人
資

本
か

ら
生

じ
る

相
応
の
代

償
に
対
し
て

支
出
さ
れ
る
金
額
を
考
慮
す

る
も

の
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
歴

史
的

原
価
は
、
資

産
に
関
す
る

現
実
の
犠
牲
や
負
債
に
よ
っ

て
生

じ
る

現
実

の
便

益
の

測
定

に
と

っ
て

は
有
用
で

あ
る
が
、
将

来
ま
た
は
潜
在
的
な
観
点
か

ら
測

定
問

題
を

解
決

す
る

に
は

、
そ

れ
ほ

ど
有
用
で

は
な
い
。
不

完
全
な
循
環
過
程
で
の
行
動

に
関

す
る

価
値

の
変

化
を

測
定

す
る

の
に

、
よ
り
適

切
な
概
観
を

提
供
す
る
こ
と
も
な
い
。

31
6 ．

他
方

、
歴

史
的

原
価

は
、
普
遍

性
、
客

観
性
、
お
よ
び
検
証

可
能
性
な
ど

、
信
頼
性
に
関

す
る

質
的

特
徴

の
う

ち
の

い
く

つ
か

を
相

応
に
満
た

す
。
忠
実
性

が
実
現
さ
れ
た
犠
牲
に
由
来

す
る

と
す

れ
ば

、こ
れ

ま
で

の
パ

ラ
グ

ラ
フ

に
お
い

て
述
べ
ら
れ
た

内
容
に
従
う

こ
と
に
よ
り

、

忠
実

な
表

示
が

満
た

さ
れ

る
。

し
か

し
、

財
務
情
報

の
目
的
に
、

経
済
的
実
体
の
将
来
の
展
望

が
含

ま
れ

て
い

る
と

す
れ

ば
、

忠
実

性
は

減
少
す
る

。
最
後
に
、

便
益
が
過
大
評
価
さ
れ
る
可

能
性

の
程

度
に

よ
っ

て
は

、歴
史

的
原

価
に

よ
っ
て

慎
重
性
が
達
成

さ
れ
え
な
い

場
合
も
あ
る

。

31
7 ．

歴
史
的

原
価

は
、
特

に
経

済
的

実
体

の
将
来
の
展
望
や
、
当
該
実
体

の
脆
弱
性
、
お
よ
び

出
資

者
な

ら
び

に
債

権
者

の
利

害
を

評
価

す
る

こ
と

に
関
し
て
は

、相
対
的
に
適

切
性
を
欠
く

。

目
的

適
合

性
に

関
連

す
る

質
的

特
徴

で
あ

る
、
比
較

可
能
性
も
十

分
に
満
た
さ
れ
る
と
は
い
え

な
い

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

規
定

さ
れ

て
い

な
い

。

○
●

●

○
○

●

○
○

●

○
○

●

○
○

●

〇
IA
SC
FW

、
M
C
IF

で
は

、
こ

の
論

点
に

つ
い

て
言

及
さ

れ
て

い
な

い
。

〇
SF
A
C
で
は

、
第

７
号

の
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

に
お

い
て

、
こ

の
論

点
に

言
及

し
て

い
る
。

〇
こ
の
論
点
に
つ
い
て

は
SP
FR

に
お

い
て

の
み

言
及

さ
れ

て
い

る
。

〇
こ
の
論
点
に
つ
い

て
は
SP
FR

に
お

い
て

の
み

言
及

さ
れ

て
い

る
。

〇
こ
の
論
点
に
つ
い

て
は
SP
FR

に
お

い
て

の
み

言
及

さ
れ

て
い

る
。

〇
こ
の
論
点
に
つ
い

て
は
SP
FR

に
お

い
て

の
み

言
及

さ
れ

て
い

る
。


